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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ

Ⅰ　赤眸の少年、さすらいの楽師と遭遇する

Ⅱ　黒衣の剣士、幻影の白狼を召喚する

Ⅲ　双角の少女、無角の青年と再び巡り会う

Ⅳ　人は人それぞれの運命に出会う

Ⅴ　赤眸の少年、死者と魔神の声を聴く




あとがき
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　ドース連れん邦ぽう首都ブルティエールには、マーレボルジュと呼ばれる犯罪組織が存在する。

　その実体は、様々な規模の犯罪者団体──三人程度の寄り合いもあれば、構成員百名超を抱かかえるところもある──が集つどったゆるやかな連合体である。裏社会には裏社会なりの掟おきてというものが存在し、マーレボルジュはその掟を執しつ行こうして、各犯罪者団体の利益調整を行うという役目を担になう。おおまかに言うと、裏の商工会議所のようなものだ。

　各団体は様々な業種に手を染めている。中でも多いのは、円盤レンズ故買業だ。出所のわからない円盤を仕入れては売り飛ばすという仕事。マーレボルジュの団体間で取引することもあれば、掘ほり出し物、通常ルートでは手に入れにくい円盤を求める一いつ般ぱん人を相手にすることもある。

　この日の晩も、ブルティエール東番外地の一角にて、取引が行われようとしていた。

「これが、約束の円盤三枚だ……」

　二人連れの売り手と、二人連れの買い手とが、狭せまい路地で向かい合っている。

　売り手の方は、マーレボルジュの人間である。まっとうな人生を送っている人間であれば、決して関かかわり合いにはなりたくないと思える面つら構がまえの二人組だ。

　買い手のうち一人も、まっとうな人生を送っているとは言いがたい容姿をしていた。

　秋の冷たい風から身を守るためのコートはかなりくたびれていた。そして、面構えもかなりくたびれている。線が細く、頰ほおのこけた顔は、さながら死神と貧びん乏ぼう神がみを足して二で割ったかのようだ。

「金を出してもらおうか」

　売り手の言葉に従い、男はコートの内側から封ふう筒とうを取り出し、差し出した。

　売り手は封筒を受け取り、中身をのぞいた。決して少なくない枚数の紙し幣へいが、そこには納まっていた。指を突つっ込み、枚数を正確に数える。

「……結構。約束通りだな」

　満足げに売り手は頷うなずいた。

「では、円盤を」

　男は手を差し出した。

　ところが、売り手は円盤を持つ手を引っ込めた。男は片かた眉まゆをつり上げる。

「そっちを見な」

　売り手は、男の後背を顎あごで示した。

　男は振ふり向き、すっと目を細めた。

「こんな場所にお嬢じようさんを連れてくるのは、教育上どうかと思うがねえ？」

　もう一人の売り手が男の背後へ回り込み、男の連れの少女を背中側から捕つかまえていた。

　十二歳くらいに見える少女だった。コートの男とは違ちがい、綺き麗れいでかわいらしい服装をしている。いかにもいいところの子女らしい身なりだ──唯ゆい一いつ、音おん符ぷの形をした眼帯で右目を隠かくしているのが、奇妙だったが。

　事態を理解しているのかいないのか、少女は特に恐きよう怖ふの表情も見せずに、左目をぱちくりしているだけだった──眼前にナイフを突きつけられているにもかかわらず。

「素人しろうとが俺達と取引しようとしたら、痛い目に遭あうってこった」

　売り手は肩かたをすくめ、笑ってみせた。

「こいつは勉強代だと思うんだな」

　封筒を高く掲かかげた後、懐ふところにしまう。

　コートの男は、一向に動どう揺ようした風はなかった。無表情のまま、

「困るな。人のおつかいで来たんだ。このまま帰ったら、怒おこられる」

「俺の知ったことかよ！」売り手は怒ど鳴なった。「おまえ、連れがどうなっているのか見えないのか？」

「お兄ちゃん……」

　初めて、少女が声を発した。コートの男に向かって声を投げる。

「私、どうしたらいい？」

　少し考えてから、コートの男は言った。

「約束を破るということは、重大な罪だ」

　あたかも自分の妹に教え諭さとすかのような、穏おだやかな口調だった。

「時には、約束を守りたくても守れなかった、ということもある。それは仕方がない。だがこいつらは、初めから俺達を騙だますつもりで約束を交かわした。それは、死に値あたいする」

「そっか」陽気な口調で、少女は言った。「だったら、そうする」

　ドボ、と鈍にぶい音がした。

「……な……!?」

　少女を捕まえていた男は、己おのれの目を疑った。

　少女がいきなりすごい力で腕うでを振り払はらったかと思うと、振り向きざまに手刀を男の腹部にねじ込んでいた。

　手刀は男の皮ひ膚ふを破り、背中側にまで貫かん通つうした。

　男は手に持ったナイフを振り下ろし、少女の顔面を突こうとした。

　だが、少女は空いている手であっさり男の腕を捕まえた。貫通した腕に力をこめて男を担かつぎ上げ、そのまま前方へと放ほうり投げる。

　コートの男がしゃがむと、投げられた男はその空間を通り過ぎていき、もう一人の売り手に激げき突とつした。

「ぐあッ!?」

　売り手は抵てい抗こうもできず、抱だき合いながら地面に倒たおれた。

「てめえ、この、なにしやがる……」

　売り手は本能的に怒鳴り返そうとしたが、手がぬるりとした感覚を捉とらえて口を閉とざした。

　顔色を変え、相棒の身体からだをなで回す。腹部に穴があいていることに気づくと、

「ひ……ああああ!?　ああああ──ッ!?」

　恐きよう慌こうに囚とらわれ、凄すさまじい悲鳴を上げた。穴をあけられた男はぴくりとも動かない。自分が抱いているのは相棒ではない、相棒の死体だ──と悟さとる。

　一方、兄妹きようだいはすこしも表情を変えなかった。男は相変わらずつまらなそうに売り手達を見下ろし、少女はニコニコと陽気な笑えみを浮うかべている──右手にべっとりとついた鮮せん血けつを、ちろちろとなめながら。

「お兄ちゃん、こっちの人はどうするの？」

　妹の質問に、兄はすぐには答えなかった。

　男は死体をのけると、その下にいる売り手の顔に正せい拳けんを叩たたき込んだ。売り手はもろにパンチを食くらい、悲鳴は途と切ぎれた。

　男は売り手の懐に手を突っ込み、円盤レンズ三枚と紙幣の入った封筒を取り上げた。

「先に総取りしようとしたのはおまえだ。だから、俺達が総取りしても文句は言わないよな」

　確かく認にんの言葉を投げる──が、その必要はなかった。男は恐怖に完全に萎い縮しゆくしており、指一本すら動かせなかった。

　ふう、と男は肩をすくめると、妹に声をかけた。

「片方を殺しておいて、片方を生かしておくってのはいかにも不公平だよな」

　妹は兄の言わんとすることを理解し、

「うん、わかったよ」

　右手を手刀の形に固めて振り上げた。

「……ちょっと待ちな！」

　ところがその時、声が割り込んできた。妹はぴたりと動きを止め、声の来た方向を振り返る。

　二人連れが、路地の奥から姿を現し、歩み寄ってきていた。

「待てよ、おまえら。短たん絡らく的に殺すことはないだろう」

　声の主はそのうちの一人、派手な髪かみ型がたをした黒衣の男だった。首回りには、やや時季が早いとも思える白マフラーを巻いている。

「……おまえらか」兄はつまらなそうに言った。「なんで来た？　俺が、おつかいもろくにこなせない無能とでも思ったか？」

　売り手から奪うばい取った円盤三枚を、白マフラーの男に投げる。

　白マフラーの男は、円盤を三枚とも空中でキャッチした。

「他意はない。暇ひまだったんで、様子を見に来た」

　白マフラーの男は死体にかがみ込み、胴どうにあいた穴を子細に観察する。

「なかなか容よう赦しやないじゃないか。大したもんだ」

　褒ほめられて、少女は「えへへー」と笑った。

「こいつを利用しよう」白マフラーの男はコートの男に語りかけた。「こいつを使って、博物館の連中を誘おびき出す」

「……なるほど。いい案だ」

　と発言したのは、白マフラーの男とともにやってきた娘むすめだった。頭に生えた角、そして眼鏡めがねは、娘がオーラン人であることを明白に物語っている。

「もちろん、そこの男にも手伝ってもらう」

　顔面蒼そう白はくの売り手のもとに、白マフラーの男は近づいた。

「俺達の言う通りに動いてくれれば、命は助けてやる。ただし、いやだと言ったら──」

　白マフラーの男は右手の指を二本揃そろえると、死体の目をえぐり、眼球を引っこ抜ぬいた。

「ヒ…………!?」

　売り手は小さな悲鳴を漏もらす。

「おまえもこんな目に遭あわせてやる」

　と言って、白マフラーの男はあろうことか、抉えぐり出した目玉を自分の口に押し込み、咀そ嚼しやくを始めた。

「下品な」オーラン人の娘が眉まゆをひそめた。「素す手ではマナー違い反はんだ。フォークを使え、フォークを」

　す、とポンチョの下からフォークを一本取り出す。

　白マフラーの男はわずかに不快そうな表情を見せたが、すぐにフォークを受け取ると、その刃は先さきを売り手の眼前にちらつかせた。

「だとさ。話を聞かないってんなら、おまえのお目々を一個、このフォークでおいしくいただく」

「イ……イヤだ！　なんでも言うこと聞くから、助けてくれ！」

　すがりつくような売り手の視線を受け、白コートの男は立ち上がった。

「結構だ」

　胸を張り、邪じや悪あくな笑みを浮かべて空を見上げる。

「復ふく讐しゆうの時は来た！　博物館の連中ども、一人一人順番に、地じ獄ごくに叩き落としてやる……！」

「随ずい分ぶんと、楽しそうだな」

　一方、コートの男は冷や水を浴びせかけるかのごとき口調で言う。

　白マフラーの男の笑みは一いつ瞬しゆんで引っ込んだ。

「何か、文句でもあるのか？」

「別に。ただ、俺自身は博物館の連中に怨えん恨こんはない」

「やる気が無さそうだが……」オーラン人の娘が口を挟はさむ。「我ら『セブンデイズ・デモニアクス』の大目的は、魔ま神じんを滅ほろぼすこと。その意志がないのなら、鬼き神しんの円盤レンズを返納しろ……」

　白マフラーの男、オーラン人の娘がわずかに腰こしを落とした。一いつ触しよく即そく発はつ、不ふ穏おんな空気が醸じよう成せいされたが──

「意志はある」

　コートの男は軽く手を振ふり、空気を一いつ掃そうした。

「ただ、博物館の連中を一番倒たおしたがっているのはおまえらだろ？　だったら、おまえらがメインになって動け、ということだ。俺は裏方をやる。……おまえのおつかいで円盤を買いに来たのも、そのためだ」

「……なるほど」

　白マフラーの男は緊きん張ちようを解いた。

「こんなところに長居は無用だ。作戦を詰つめようじゃないか」

　腰を抜かしたままの売り手の襟えり首くびをつかみ、立たせる。売り手はただ黙だまって従うよりなかった。

「俺は別の用事がある」

　コートの男はそう宣言し、きびすを返そうとした。

「別の用事だと？」

　オーラン人の娘が引き留める。

　すると、初めてコートの男はニッと笑った。

「ああ。おまえらに復讐したい相手がいるように、俺にも復讐したい相手がいる」

「……なら、好きにするこった」

　白マフラーの男はそう言い捨て、売り手を引きずりながら路地の奥へと消えていった。オーラン人の娘もその後を追っていく。

　三人の姿がすっかり消えるまで待ってから、

「行くぞ、ヘンリエッタ」

　コートの男は少女に手を差し伸のべた。

「うん、行こっか、お兄ちゃん」

　少女はその手を握にぎりかえした。手を引っ張られ、白マフラーの男達とは反対側の闇やみの奥へと消えていく。
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「ふはははー！　ここで会ったが百年目ーッ！」

　背後から飛んできた甲かん高だかい男の声に、エルバは驚おどろいて振り向いた。

　視界に飛び込んできたのは、無数の釘くぎが打ち付けられたバット。

「なああッ!?」

　奇き声せいを上げながらも、エルバはよく反応した。咄とつ嗟さに飛び退のいて、釘バットに空を切らせる。十分な距きよ離りを取ってから姿勢を正し、

「いきなり何しやがる、この野や郎ろう……！」

　鋭するどく睨にらみつけ、襲しゆう撃げき者の正体を確かく認にんする。

「チッ。惜おしい惜しい」

　と舌打ちしたのは、スキンヘッドの男だった。

　ハテこの男、どこかで見たことがあるような、とエルバは気づいた。

「おいルナ」エルバは隣りん人じんに声をかける。「こいつ、誰だれだっけ」

「知らないね」ルナは即そく答とうした。「挨あい拶さつ代わりに釘バットで殴なぐりつけてくるような知り合いは、僕にはいないよ」

「俺にもいないはずなんだが……」

　しばし考え込んで、エルバはやっと気づいた。

「おまえ……マービンだったか？」

　半年前、六年ぶりにブルティエールに戻もどってきた時、エルバを襲おそった男。かつてエルバの父チェビアトにやりこめられたという過去を持ち、エルバをチェビアトと勘かん違ちがいして襲撃を仕し掛かけてきた男だ。なるほど、ルナも知らないはずである。

「てめえかよ」エルバは呆あきれて呟つぶやいた。「まだ、この俺を父さんと勘違いしてんのか？　半年前に父さんの墓も見せてやったろうが」

「うるさい！」

　マービンは一いつ喝かつして、釘バットで地面を打った。

「死者に恨うらみを抱いだき続けるほど、私は執しゆう念ねん深くはないわ！」

「だったら結構。じゃあな」

　手を振って背を向けるエルバ。

「待て！」叫さけぶマービン。「ターゲットはおまえ自身だ、エルバ・ナイトロンド！」

　その言葉に、エルバは足を止める。

　口に指を突つっ込んで、マービンはピーと口笛を鳴らした。するとどこからともなく、見るからにゴロツキといった体ていの男どもが三人、駆かけ寄ってくる。

「おやおや。こっちの方は、僕も見覚えがあるね」

　ルナは言った。

　エルバは現在、探たん偵てい業助手を務めることで生計を立てている。探偵業とは、必然的に犯罪者との接せつ触しよくを強しいられる職業である。時には話し合いでことを収めることがかなわず、腕わん力りよくにものを言わせることになるケースもままある。

　新たに現れた三人のゴロツキは全員、業務上において激げき突とつし、叩たたきのめした男達ばかりだった。決してエルバの側から手を出したことはない。正当防衛だ、と主張したいところではあるが、彼らは裁判用語など知りもしないだろう。

「おまえらに叩きのめされた屈くつ辱じよく、この半年間一度たりと忘れたことはなかったわ！　そこでこの通り、同志を募つのりながら復ふく讐しゆうの時をじっと待っていたというわけよ！」

　同志を従え、マービンは堂々と声を上げた。

「それで、さっき背後から打ちかかってきた、と」エルバは答えた。「復讐の時を待ったにしては、随ずい分ぶん衝しよう動どう的てきだな」

「うるさい！」またもマービンは釘バットで地面を打つ。「エルバ・ナイトロンドよ、東番外地の土となれい！　召喚コンタクト！」

　召しよう喚かん宣言とともに、マービンの周囲が光を放ち始めた。光は霧きりとなり、霧はマービンの身体からだを包み込んで形をなす。

　光がやんだ時、マービンの姿はゴリラの姿へと変化していた。

　ただのゴリラではない。その胸には獅し子しの顔があり、その尻しりには蠍さそりの尻尾しつぽが生えている。

　ゴリラの顔と獅子の顔は、大口を開いて同時に咆ほう吼こうを上げた。

「……ゴリラキマイラ……だったか？」

　悪あく魔まの名を、エルバは呟く。

「フハハ！　その通り！」

　ゴリラキマイラの中から、マービンの声が飛ぶ。

「前はただのキマイラで勝てなかったから、さらに強力な悪魔を用意したというわけよ！」

　三人のゴロツキも次々とキマイラを召喚し、都合四体のキマイラが東番外地の路上に現れる。エルバを八つ裂ざきにしてやろうという気満々である。

「まったく、東番外地を何も考えずに歩くもんじゃねえな」

　嘆なげきのため息を、エルバは吐はき出した。

　ここはブルティエールの東の外れ、東番外地。市中からあぶれた下層市民が流れ着く、情け無用の街区である。警官でさえ二人組以上でないと入ることをためらうような場所であり、公権力の庇ひ護ごを求めることは難しい。

　しかしながら、孤こ立りつの状じよう況きようにあって、エルバは落ち着いていた。二対四という状況でありながら、恐おそれは全くなかった。何故なぜなら、エルバには能力逆流スピンオフという特別な力が備わっているからだ。

「ま、東番外地の土になるのは、おまえらの方だがな」

　能力逆流を発現させよう、と手を伸のばしたその時──

　ポロロン、と風ふう雅がな音が響ひびいた。

「…………？」

　場違いな音に、誰だれもが動きを止める。

　弦げん楽がつ器きの響きだった。決して大きな音ではないが、しっかりと響いて聞く者の耳に届く。

　その音は旋せん律りつとなり、やがてメロディーを奏かなで始めた。聞いたことのない、静かな旋律の曲である。

「あそこだ」

　ルナが言うと、全員がそちらを向いた。

　路地の向こう側から、一人の青年がエルバ達のもとを目指して歩み寄ってきていた。

　何かを胸に抱だき、それを右手でかき鳴らしながら近づいてくる。竪たて琴ごとか何かか、とも見えたが、どうも違う。

　すぐそばにまで近づいて、やっとわかった。胸に抱いていると見えたのは、円盤レンズホルダーだった。円盤ホルダーをはめた左ひだり腕うでを胸の高さに掲かかげているから、何かを抱いているように見えたのだ。

　その円盤ホルダーには、弦が張られていた。何本もの長さの異なる弦が、手の甲こうから肘ひじの位置にかけて伸びている。これを右手で鳴らし、青年は旋律を奏でている。

「円盤ホルダーと弦楽器の一体型か」

　開いている方の目をルナは丸くした。

「こりゃ驚おどろいた。初めて見たよ」

　ある距きよ離りにまで近づくと、青年は足を止め、楽器をつま弾びく手を止めた。心持ち丸めていた背を伸ばし、直立する。手を下ろすと、その下のシャツが見えた。左胸の部分に、縦に模様が描えがかれている。




　主人公




「オーラン文字っぽいな。どんな意味があるのやら」

　エルバは呟つぶやいた。

「……話は全すべて聞かせてもらった……」

　青年は目をぎょろりと動かして、マービンを睨にらんだ。

　かなりのハンサムだ、とエルバは思った。細い顔、固く引き結ばれた口元、きりりとつり上がった眉まゆ。なかなかの男前だと認めざるを得ない。

「誰だ貴様！」マービンは睨み返す。「エルバ・ナイトロンドの仲間か!?」

「いや、こんな奴やつ──」

　初めて会う男だ、と言いかけたエルバだったが、先に青年が声を割り込ませた。

「俺の名はアベル・ブルーダー。正義のしもべたるさすらいの楽師！」

　よく響く声で名乗る。

「さすらいの楽師」ってなんなんだ、と全員が呆あつ気けにとられる中、青年──アベルはびしっとマービンを指さす。

「通りがかりの少年を背中から襲おそい、失敗すると見るや数で叩たたき潰つぶそうとするなど、言語道断！　よって正義の裁きを受けろ！」

　少し考えた後、

「……この人は、俺を助けようとしているのだろうか」

　とエルバはルナに問いかけた。

「うん。そんな気がする」

　ルナの答えを受けて、エルバはアベルに話しかける。

「おいあんた、どこの誰だか知らないが、助けはいらないぜ──」

「君達は下がっていろ！　ここは危ない」

　アベルは大きな声で言い返した。そしてエルバに背を向け、一人でマービン達に対たい峙じする。

　どうしたものか、エルバは判断に迷ったが──

「とりあえず、ここは厚こう意いに甘えてみたらどうかなあ」

　とのルナの言葉を受け入れることにした。

「そうすっか。せっかくだし、高みの見物でもさせてもらうか」

　アベルの指示通り、数歩引き下がって壁かべにもたれかかる。

「どけ貴様！」

　もちろん、マービンが怒おこらないはずはない。手に持つ釘くぎバットで地面を何度も打つ。ゴリラキマイラの腕わん力りよくはマービン自身の腕力よりはるかに強く、大おお幅はばに地面が抉えぐれていく。

「関係のない人間が、割り込んでくるんじゃない！」

「たしかに、関係はない」

　アベルは臆おくせずに言い返した。

「だが、いわれなき暴力を目まの当たりにした以上、黙だまって立ち去ることはできない。覚かく悟ごを決めろ」

　まずはこいつから退けなければならないようだ、と理解してマービンは釘バットを担かつぎ上げた。

「ハ！　覚悟だと？　覚悟を決めるのはおまえの方だろうが。一対四で何ができる？」

　その問いかけに、

「ゴリラキマイラ……」

　アベルはホルダーを装着した手を伸のばし、マービンの喚よんだ悪あく魔まを指さした。

「ゴリラの身体からだに獅し子しの頭、蠍さそりの尻尾しつぽをつけ足したような、七段級の悪魔。その握あく力りよくはスイカを軽く砕くだき、煉れん瓦がをも握にぎりつぶすと言われる。なるほど、強力な悪魔ではある。だが……悪魔の真の強さは、召しよう喚かん主の強さによって決まる。……俺は、おまえよりもうまくゴリラキマイラを操あやつる奴を知ってるよ」

「なんだと!?」マービンは吠ほえる。「誰だれだ、それは!?」

　するとアベルは伸ばした腕の先で拳こぶしを握り、

「……この俺だ」

　自分の胸を叩いた。そして、

「召喚コンタクト！」

　右手でホルダーから円盤を取り出し、召喚宣言を行った。

　円盤が右手から飛び出し、空中で二枚に分かれ、アベルの両目に飛び込む。応じて彼の周囲の大気が輝かがやきだし、一いつ瞬しゆんの後には、アベルはゴリラキマイラを身にまとっていた。

「フ……面おも白しろい！」マービンが言う。「ならば、確かめさせてもらうぞ！」

　釘バットを高く振ふり上げ、マービンはアベルに襲いかかった。

　同じ悪魔を召喚したとはいえ、アベルのゴリラキマイラは素す手でである。単純に考えれば、アベルの方が不利だ。

　だがアベルは、釘バットに対して怯ひるむことなく、むしろ大きく踏ふみ込んだ。

　手を伸ばして、釘バットが振り下ろされるよりも速くマービンの腕うでを押さえ込む。釘バットは勢いのままにアベルの肩かたを打ったが、まったく力がこもっていない。

「お、やるな」

　エルバもルナも、ともに身を乗り出した。

　アベルは素早くマービンの横手に回り込み、胸のライオンの顔で嚙かみついた。

「ぬぐおッ!?」

　腋わきの下あたりを嚙まれ、悲鳴を上げるマービン。振りほどこうと身体を揺ゆさぶるが、かなり牙きばが深く食い込んでいるのだろう、びくともしない。自分の獅子の顔をねじ曲げて嚙み返そうともするが、アベルは嚙みついたままマービンの背後側に回り込んでいく。

「こ……この野や郎ろうッ！」

　マービンは釘バットを手放し、直接アベルを殴なぐりに行こうとした。しかしその時には既すでに、アベルの両腕がマービンの腰こしを完全に押さえ込んでいた。

「ぬうううんッ」

　マービンが踏み込んだ勢いを利用し、アベルはマービンを持ち上げた。そのままに背を反らし、バックドロップへと持ち込む。

「おおおおッ!?」

　簡単にマービンの両足が浮ういた。ゴリラの両腕と獅子の牙で固定され、マービンは為なす術すべなく持ち上げられ──

「ムギュウウッ」

　ものの見事に、脳天から地面に激げき突とつした。

　少しして、ゴリラキマイラの虚きよ体たいが崩くずれ始めた。虚体は塵ちりへと還かえっていき、中から倒とう立りつしたマービンの姿が露あらわになっていく。

　虚体が完全に消え去ってから、アベルはマービンを手放した。マービンは朽くち木きのようにどすーんと音を立てて倒たおれ、そのままぴくりとも動かなくなった。

　一分にも満たない決着だった。エルバとルナはもちろん、マービンの呼びかけに応じてやって来た三体のキマイラも、呆あつ気けにとられるよりなかった。

　アベルは姿勢を正し、改めて三体のキマイラと向かい合った。マービンの釘バットを片手に持ちながら。

「一対三ということなら、俺は武器を使う」

　釘バットを突つきつけながら宣言し、マービンと同じく地面に叩たたきつける。

　すると、一いち撃げきで釘バットは折れた。ぼきりと大きな音を立てて、真ん中あたりから真っ二つに。

「…………あ」

　しまった、という声をアベルは上げた。が、その声はキマイラ達には届かない。むしろそれを見て、キマイラ達は浮き足だった。アベルのゴリラキマイラは、マービンが得物としていた釘バットをあっさりへし折ったのだ。さながら枯かれ枝のごとく。それは、アベルの召喚士としての力がマービンのそれをはるかに凌りよう駕がする、ということを意味する。

「い……一抜ぬけだ！」

「あ、勝手に逃にげるんじゃねえ！」

　その意味を悟さとった瞬間、キマイラ達は逃げ出していた。マービンをおっぽり出し、脱だつ兎とのごとく消え去っていく。

　彼らの姿が完全に消え去ってから、アベルは虚体を解放した。握り続けていた釘バットの破は片へんを放ほうり投げる。

「やあ、あんた、大したもんだな」

　エルバは歩み寄りつつ声をかけた。

「大したことじゃない。人の喧けん嘩かを横から買ったまでだ」

　アベルはつまらなそうに言った。

　キザな野郎だ、とエルバは本能的に反感を抱いだいた。とはいえ、助けてもらったことは事実である。

「まあとにかく、ありがとよ。助けてもらった」

「感謝の言葉などいらん」

　またしてもアベルはにべもなく言った。円盤レンズを目から取り出し、一枚に戻もどすと、その円盤をピック代わりに弦げんをかき鳴らす。

「さらばだ。縁えんがあれば、また会おう」

　エルバ達に背を向けると、旋せん律りつを奏かなでながら歩み去っていく。

「……なんだったんだろう」

　判断に苦しむ、とでも言いたげな複雑な表情を、ルナは浮かべていた。

「さあな。……なんだかいけ好かねえ野郎だ。別に、助けてもらう必要なんてなかったのに」

　エルバは険しい表情で言い返した。

「おーい、そこの人……」

　不意に横手から声。振り向くと、そこに一台の荷馬車が停とまっていた。

「君らの連れか？　どかしてほしいんだが」

　荷馬車を引く馬型悪あく魔まが長い顔を動かし、地面に倒れているマービンを示した。

　エルバは深く考えずに、

「気にせず轢ひき殺してくれ」

　と言い残して、その場を立ち去った。







　悪魔。

　それは、円盤レンズによって喚よび出されるものの総そう称しようである。

　円盤とは、この星に存在する奇き妙みような物体である。その名の通り目に入れられるくらいの円状の物質で、基本的には透とう明めい、中心部には虹こう彩さいのような放射状の模様がある。

　円盤がいかようにして作られたのか、その事実をこの星に住む人々は知らない。少なくとも、現在この星の上に繁はん栄えいするドース連れん邦ぽう人による創作物ではない。人から譲ゆずり受ける以外に円盤を入手する方法はただ一つ、野生の動物の目にはまっている円盤を取り出すことのみである。野生の動物がどこから悪魔の円盤を持ってくるのか、それも謎なぞだ。その秘密を解き明かした者はおそらくドース中の尊敬を集めることになるだろうが、その栄えい誉よに浴したことのある者はいまだかつて存在しない。人々は円盤の由来をさして深く考えることなく、ただ円盤を利用している。

　円盤は、正確には二枚の円盤を貼はり合わせたものである。「召喚コンタクト」という宣言に応じ、円盤はひとりでに二枚に分かれ、召しよう喚かん者しやの両目に飛び込む（もちろん、召喚者が自分で円盤をはめこむこともできる）。

　すると、召喚者の周囲の大気が輝かがやき、霧きりをなし始める。大気中には「塵ちり」と呼ばれる物質が入り混じっており、これが円盤に反応するのだ。塵は召喚者の身体からだにまとわりつき、形をなして、新たなる肉体──これを虚きよ体たいという──を構成する。

　虚体の外見、能力は様々である。二足の獣じゆう人じん、四足の獣けもの、無足の這はう獣、あるいは無限の足を持つ獣──等々、色々な怪かい物ぶつの姿を取る。伝説上の怪物にそっくりな姿もあれば、誰だれも想像したことのないような奇怪な姿もある。人々はこれらを「悪魔」と総称し、さながら動植物のごとく分類して名を与あたえている。

　何なに故ゆえ悪魔達は伝説上の怪物の姿を取るのか？　これもまた、人々には解き得ぬ謎として議論の的となっている。主たる学説は二つある。

　一つは、長年の進化の結果として、たまたま実在する動物とは少々異なる姿を得たという説。伝説上の怪物とは概がいして、実在の動物を二匹ひき以上くっつけた姿をしている。もし実在の動物の進化の系統樹がなんらかの偶ぐう然ぜんで別方向に伸のびていれば、今の我々の目からすると怪物めいた姿に見える動物が普ふ通つうに存在していたかもしれない。悪魔の姿もまた、進化の系統樹のぶれの可能性の内側にあるに過ぎない、という考え方だ。

　もちろん、この説はいくつもの難点をはらんでいる。根本的な問題は、そもそも悪魔は進化するのか、という点である。進化というものは親から子、子から孫というように遺伝情報が伝達されていって、少しずつ進んでいくものだ。だがこれを当てはめるには、「悪あく魔まは生せい殖しよくをする」という大前提が必要である。

　円盤がいかにして生み出されるのか、それは全くの謎だ。円盤を放置していたら勝手に増殖していた、という報告例は──一部の捏ねつ造ぞう事例を除いて──存在しない。第一、いかにも無機質な物体である円盤を命あるものとして捉とらえていいものかどうか、そこにも議論の余地がある。

　もう一つの説は、「悪魔は人の記き憶おくを読む力を持ち、人が恐おそれを抱く対象というものを選び出して、その姿を取るようになった」というものだ。この説は、悪魔が人の想像した怪物の姿を取ることに対する明快な答えにはなるが、しかし悪魔が本当にそのような力を持つかどうか、証明は為なされていない。

　学会では、この根元的な疑問に対する答えを見つけ出すべく、日夜研究が続けられ、侃かん々かん諤がく々がくの議論が重ねられている。が、ドースの一いつ般ぱん社会はそんなことなどお構いなしに、ただ悪魔の力を使し役えきしている。なにしろ悪魔の力は全般的に便利だし、悪魔の力を利用するのにその仕組みまでを知る必要はないからだ。

　いまや、悪魔無しにドースの社会は成り立たないほど、円盤は浸しん透とうしている。一般の人々はその知ち恵えを、悪魔の由来を探すことではなく、悪魔をいかに有益に使うかという方向に振ふり向けた。そしてその結果、いまや悪魔はあらゆる仕事をこなしている。力仕事だけではない、兵役しかり、スポーツしかり、犯罪しかり。

　そして一部には、悪魔を探たん偵てい稼か業ぎように利用している者も存在する。







　税務局徴ちよう税ぜい課か実じつ戦せん徴税係がかりの襲しゆう撃げきを受けてから約三ヶ月、バベルハイズ自然史博物館の業務はおおむね常態へと復していた。

　二百年前に国立自然史博物館として建てられ、十年前にバベルハイズ家に払はらい下げられたこの博物館は、現在休館中だった。主な原因は資金難だ。

　現在の博物館長の名はアルテキア・バベルハイズ、通つう称しようテッキ。バベルハイズ家の末まつ裔えい、十八歳の少女ながら、その細い両りよう肩かたに博物館の最高責任者という肩書きを負っている。

　運営資金をひねり出すという難事に対し、テッキは探偵業という方法で答えを出そうとしていた。国営時代から代々博物館館長を輩はい出しゆつしてきた一族の人間だけあって、テッキは悪魔に関する知識、そして悪魔召喚術を叩たたき込まれている。これを生かして金を稼かせぐ手段として、彼女は探偵業を選んだのだ。

　開業して日は浅いものの、地道な活動が功を奏し、その名は徐じよ々じよに世間に知られつつあった。最近は、時々ではあるが、依い頼らい人にんが向こうからやって来ることもある。

　この日、博物館は一人の依頼人を迎むかえていた。

「私の名は……タビア・ハイマットと言います」

　ラウンジの椅い子すに着席した女性は、そう名乗った。

　テッキは常に、依頼人を博物館のラウンジで迎えることにしている。かつて博物館が盛せい況きようを迎えていた頃ころに造られたフロアで、多数の来客の憩いこいの場としてかなり広大なスペースが取られていた。しかしながら現在博物館には館長以下数名の職員が駐ちゆう在ざいするのみ、極きわめて広こう漠ばくとした雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

「殺人事件の捜そう査さ依頼……ということですが」

　依頼人の正面に着席したテッキは、燃える炎ほのおのような長い赤毛を揺ゆらした。

「はい。私の弟を殺した犯人を捕つかまえてもらいたいのです」

　悲しみを押し殺したような無表情で、タビアは言った。

「それは……お気の毒でした」

　と言いつつ、テッキはタビアの容姿を観察する。若い娘むすめのように見えるが、やや化け粧しようが厚いため年ねん齢れいを特定することは難しい。三十近い女性が自分を若く見せようとしているのか、それとも十五くらいの子供が自分を成人に見せようとしているのか。どちらの線もありそうだ。身なりは小こ綺ぎ麗れいだが、上品とは言いがたい。

「しかし……」テッキは言葉を続ける。「ワタクシがこういうことを言うのもなんなのですが、何故なぜ探偵に捜査を依頼しようと思ったのですか」

「……と言いますと？」

「殺人は、重大な犯罪です。通常は、軍警察がきっちりと捜査して、殺人者を捕とらえてくれるはずです。それをわざわざ探偵に依頼とは、それなりの理由があるのだろうと思いまして」

「それは、──」

　タビアが口を開きかけたちょうどその時、

「どうぞ。お茶ですよ」

　熱い湯気を立てる緑茶が入った茶ちや碗わんが、横から差し伸のべられた。

　タビアは顔を上げ、そこにオーラン人の少女の姿を見み出いだした。サクラ・イシザワ、博物館の職員だ。

　オーラン人とは、主として連れん邦ぽう西部、オーラン州に住む少数部族である。見分けることは非常に簡単だ──万ばん人にんが眼鏡めがねをかけ、なおかつ頭部から二本の角を生やしている、という外見的特とく徴ちようを持つので。それはサクラとて例外ではない。

　サクラは十年前、西部地方で起きた叛はん乱らん戦争──東部人は西部内乱と呼び、西部人は独立戦争と呼ぶ──にて一族皆みな殺ごろしの憂うき目に遭あい、その後拾われて博物館で育てられた娘だ。テッキとは姉し妹まい同然の間柄がらである。

「ああ……、どうも」

　タビアは控ひかえめに礼を言って、一口茶をすすった。サクラはテッキの前にも茶を置くと、そのまま横手の椅子に着席する。

「……弟は、マーレボルジュの人間でした」

　口を湿しめしてから、タビアは答えた。

「それもかなり下級組織の者で、円盤レンズの密売に関かかわっていたんです。そんな犯罪者が一人死んだところで、軍警察はまともに捜査などしてくれませんよ。犯人不明のまま、闇やみに葬ほうむられて忘れ去られるに決まっています。でも姉として、そんなことは到とう底てい受け入れられません。たとえ犯罪に手を染めていたとはいえ、エリックはたった一人の弟なんですから……」

「なるほど、よくわかりました」

　納なつ得とくして、テッキは頷うなずいた。

　基本的に、博物館にやって来る依頼は、軽犯罪に関わるものが多い。盗ぬすまれた大事な物を取り返してくれとか、妻の浮うわ気きの証しよう拠こをつかんでほしいとか。世に出ている探偵小説で起きる事件のような、センセーショナルな依頼はそうあるものではない。殺人などといった重大犯罪の依頼が転がり込んでくることはまれである。

　ただし、絶無ではない。依頼者なり被ひ害がい者しやなりになんらかの後ろ暗い理由があり、公権力の助力を頼たのめない場合は、民間の調査機関に頼たよるよりないからである。

　この手の依頼は、概がいして面めん倒どうなものになる。その性質上、厄やつ介かいな事情が潜ひそんでいる場合が多いからだ。だが、だからといってテッキは依頼者を門前払ばらいにはしない。面倒な依頼であればあるほど、報ほう酬しゆうを大きく取れる可能性が高いからだ。少々の危険を冒おかさなければ、博物館を再開するだけの資金は集まらない。

「詳くわしい状じよう況きようを教えて頂けませんか？　その……弟さんが殺されたことについて」

「はい」タビアは切り出した。「事件が起きたのは三日前の晩、場所は東番外地の西側でした。あの──三ヶ月前、大きな穴があいたあたりの近くです」

「ああ、陥かん没ぼつしたあたりですか」

　テッキは相あい槌づちを打つ。

「その晩、エリックは円盤密売の取引があったらしいです。周囲の人間に『でかい取引があるんだ』と言いふらしていたとか──」

「つまり、取引上のトラブルで殺された、ということでしょうか？」

「おそらくは。所持していたはずの取引用の円盤が無くなっていたそうです。所持金も雀すずめの涙なみだ程度だったそうですから──」

「金額面で言い争いになり、殺されて、円盤を持って行かれた、というところでしょうか。死因はなんだったのですか？」

「それが──」

　タビアは言い淀よどんだ。

「申し訳ありません」テッキは小さく頭を下げる。「つらいことだとは重々承知しています。しかし、ワタクシどもとしては情報が必要ですので──」

「いえ、それはいいんです」タビアは首を振ふった。「その──それが、かなり奇き妙みような状態だったので」

「奇妙な状態？」

「はい。死因は失血死だそうです。腹部に大穴をあけられたことによる」

「大穴？」テッキは眉まゆをひそめた。「大穴って──凶きよう器きはなんなのですか」

「はっきりとはわかりませんが、まるで杭くいが貫かん通つうしたようでした。もちろん、凶器は見つかってませんが」

「杭、ですか」

　テッキは戸と惑まどいを隠かくせなかった。人を殺すのに、こともあろうに杭を持ち出すような手合いはそうはいない。膂りよ力りよくの強い悪あく魔までもって、強ごう引いんに手刀を貫通させたりしたのだろうか、などとテッキは推測する。

　だが、驚おどろきはこれで終わりではなかった。

「実は、それだけではないのです」

　タビアは姿勢を正し、続きを述べた。

「出血の具合から察するに、死後のことだろうという話でしたが──エリックは、片目を潰つぶされていました」

「片目……？」

「ええ。犯人は、エリックを殺した後、片目を抉えぐり出したらしいんです」




「さて……」

　タビアを見送った後、ラウンジに戻もどってきたテッキは、自分の隣となりに座っていた女性に声をかけた。

「書けましたか、デイジーさん」

「もちろんであります」

　きれいな姿勢で着席し、ノートにひたすら筆記を続けていた女性──デイジー・コ・クラストは、手を止めてペンにキャップをはめた。

　三ヶ月前より博物館に加わった新職員だ。前職は軍警察の警察官、一身上の都合により軍警察を辞やめ、今は博物館に住み込みで働いている。若いながらも様々な資格を持つ才さい媛えんであり、ことに実務に関しては抜ばつ群ぐんの能力を発揮している。決して経営状況が楽ではない博物館だったが、デイジーを雇やとったのは英断だった、とテッキはことあるごとに感じていた。

「チェックして下さい」

　デイジーはノートをテッキに差し出した。書いていたのは、タビアの依い頼らい内容に関する証言である。デイジーは書記役という重要なポストも任されていた。

「しかし、随ずい分ぶん久しぶりに聞いたでありますね。片目抉りの殺さつ人じん鬼きとは」

　何気なく、デイジーは呟つぶやく。

　途と端たん、テッキとサクラは同時にデイジーを見つめた。

「……どうしたのでありますか？」

　不意に視線を集めて、デイジーがやや焦あせったような声を出す。

「……そう言えば、デイジーさんはご存じないんでしたねえ」

　サクラはしみじみと言った。

　およそ半年ほど前、三件の連続殺人事件が起きた。三人の被害者に共通点はなかったが、遺体の片目が抉られている、遺体の発見場所がみな公園、と手口が似通っていたため、軍警察はこれを同一犯の犯行と見て捜そう査さを行った──が、今もって犯人は捕つかまっていない。

「何故なぜ犯人が捕まっていないかというと、その──ワタクシどもが始末をつけましたので」

　元警察官であるデイジーに対し、テッキは恐おそる恐る経けい緯いを説明した。

「それはそれは」

　話を聞き終えると、デイジーはわずかに顔を曇くもらせた。

「つまり、犯人はクルト・キングスリーなる八眼デイアボリツク争覇パーテイの参加者で、あなた方がその青年を始末した、と」

「まあ……そうです」

　テッキは控ひかえ目に認めた。

「私的に他者を裁さばくというのは、あまり褒ほめられないですね。ま、八眼争覇というのはそういうものなのでしょうが……」

「ボル？　最後、クルトはどうなったんでしたっけ？」

　テッキは自分の右みぎ袖そでに語りかけた。

　常にテッキは袖の広いドレスを着用している。指の先がかろうじて見えるか見えないか、という長さの袖を、テッキは軽くぽんぽんと叩たたいた。

　すると、袖口から一本の触しよく手しゆがぬるりと飛び出した。

「あー、どうだったっけな？」

　声とともに、触手の主が姿を現す。

　一言で言うと、タコのような容姿をしていた。八本の触手を持ち、中央の胴どう体たいには大きな目と大きな口が一つずつ。見るからに悪魔だ──が、中に人が入れるほどのサイズではない。

　彼の名はボル・ボル。無形の魔神、と呼ばれる存在だった。

「あんまり覚えてねえなあ」ボルは言った。「あん時、クルトとベルのコンビと戦ったのは、エルバだろ。……いや、カエデだったか？」

「あ、そうそう」サクラがポンと手を打つ。「エルバ君が戦って、カエデがとどめを刺さした──ような気がしますけど」

「とどめを刺した後、死体の始末とかしましたっけ」
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　テッキはさらに疑問を述べたが、その問いには誰だれも答えられなかった。

「部外者の意見ではありますが、──」

　と前置きして、デイジーが口を挟はさんだ。

「実際に戦ったエルバ君とカエデさんに尋たずねてみるのがいいのではありませんか」

　わずかの間その言葉を吟ぎん味みした後、

「それもそうですね」

　テッキは頷うなずいた。

「たっだいま～」

　その時、帰宅を告げるエルバの声がラウンジに届いた。

「ちょうどいいですね。ちょっと出かけてきます」

　軽く手を振ふると、テッキはラウンジ出口目がけて歩き始めた。ボルもひょいと跳とんで、テッキの袖口に潜もぐり込む。

　間を置かず、エルバとルナがラウンジに姿を現した。

「いやあ、東番外地を歩いていたら、変な奴やつに出会ってさあ──」

　とエルバは話を切り出したが、

「そのことはあとで伺うかがいます」

　いきなりテッキに腕うでを取られ、進行方向とは逆に引きずられた。

「うあ。何すんだよ、テッキ！」

「話は道すがらします」

「ってえか、出歩いてきたばっかだから休みてえんだけど！　ちょっと、おい！」

　抗こう議ぎするが、エルバはそのまま引っ張り去られてしまった。

「……何があったの？」

　ただルナだけが呆あつ気けにとられて、立ちつくしていた。

「えー、ついて行ってテッキに話を聞くといいと思いますよお」

　あはは、とサクラは愛あい想そ笑いを浮うかべた。







　かつてこの星には、魔ま王おうがいた。

　魔王は八柱の魔神と無数の悪魔を従え、しろがねの悪あく竜りゆうを駆かり、星の王として君臨していた。人類は長きにわたり魔王の暴ぼう虐ぎやくな支配を受けていたが、やがて悪魔の力を使し役えきする方法を知り、悪魔達と戦って、しまいには魔王を打ち倒たおして封ふう印いんすることに成功した。人類は新たなる星の王となり、ドース連れん邦ぽうを樹立した──

　──とは、伝承に語られるところの創世神話である。この物語は、万ばん人にんから「神話」だと思われている──すなわち、神話は必ずしも正確に事実を語っているわけではなく、おそらく魔王とはただの暴君、ただの人間に過ぎない。口伝されるうちに事実はゆがみ、「魔王」なる架か空くうの存在が生み出されたのだろう、と。

　それは真実ではない。

　魔王と呼ぶに値あたいする存在、悪魔を統すべる王が、かつてこの星には存在したのだ。

　ブルティエール地下に封印された魔王は、百年の時を経て覚かく醒せいを果たした。とはいえ覚醒したのは魔王の意思のみ、塵ちりを利用してどうにか姿を現すことはできるが、それは何の力も持たない、まさしく塵のようにはかない存在だった。さしあたり、魔王の残ざん滓しは少女の姿をもって地上に現れ、自らをブラナ・ラ・モートと名付けた。

　完全な復活を果たすためには、依より代しろがいなければならない。悪魔を召しよう喚かんするのに召喚主が必要なように、魔王の円盤レンズを受け入れて魔王を召喚する存在が。

　再封印の憂うき目を見ないためにも、依代は慎しん重ちように選ばなければならない。肉体精神ともに頑がん健けんな依代を選び出すことが、再びこの星の王としての地位を取り戻もどせるか否いなかの鍵かぎとなる。しかし、そのような者を一体いかようにして探し出せばよいのか？

　そこでブラナは、ある方法を思いついた。

　普ふ通つうの悪魔は二枚に分かれる円盤によって召喚される。が、魔王の円盤は全部で八枚、かつその一枚一枚が魔神と呼ばれる存在を召喚する。これら魔神はそれぞれが人格を持ち、悪魔を凌しのぐ力を振るうことができる。ブラナは魔王の瞳ひとみ一枚一枚を依代候補に貸し与あたえ、契けい約やくを結ばせた。「他の魔神と契約者を全すべて滅ほろぼせ、参加すれば望みを一つ叶かなえてやる」という契約を。

　ブラナはこれを「八眼デイアボリツク争覇パーテイ」と名付け、覚醒以降百年、幾いくたびか開かい催さいしてきた。依代はただ一人のはずなのに、何なに故ゆえ何度も八眼争覇を開催するのか、その理由はブラナ以外の誰も知らない。だがともかく八眼争覇は毎回八人の参加者を迎むかえ、凄せい惨さんな殺し合いの末に一人の勝者を生み出してきた。

　そして現在、新たなる八眼争覇が進行中だった。既すでに八柱の魔神のうち四柱までが倒され、戦いは佳か境きように入っている。生き残っているのは、以下の四名だ。

　氷結の魔神ルナ・ルガの契約者、エルバ・ナイトロンド。

　無形の魔神ボル・ボルの契約者、アルテキア・バベルハイズ。

　電光の魔神マロ・マロの契約者、カエデ・ニカイドウ。

　そして、闇やみ照てらしの魔神ヤミ・ヤタの契約者。

　最後の一人だけは、いまだに姿を現していない。そして、前者三名は戦いの結果として、不戦協定を結んでいた。他の魔神に対して力を合わせ対たい抗こうしているうちに、仲間意識が芽生えた──という表現が適当だろうか。その結果として、八眼争覇は膠こう着ちやく状態に陥おちいっていた。獄ごく炎えんの魔神ネア・ネアの契約者、サイクス・バルヒーヨが三ヶ月前に脱だつ落らくして以来、動きはまったくない。

　この状じよう況きようはしかし、契約者にとって歓かん迎げいできるものだった。カエデは既に「虐殺された一族の仇かたきを討うつ」という望みを叶えてしまったし、テッキの願いは「八眼争覇を止やめ、魔王の復活を阻そ止しする」ということだ。事態が膠着したところで、なんら苦はない。ただ一人、「前回の八眼争覇に参加して殺された父チェビアトの仇を討つ」という望みを抱いだいているエルバだけはお預けを食くらっている状態だが、さすがにテッキやカエデを倒してまで望みを叶える、という気は起きなかった。

　そんなうちに三ヶ月が過ぎ、季節は夏から秋へと移行していた。一時の平和を、エルバ達は謳おう歌かしていた。これが一時的なものに過ぎないということを知りつつも。今もって姿を現さない闇照の魔神の契約者の動き如何いかんで、この膠着状態は崩くずされることだろう。その時何が起きるのか──心配せずにはいられないが、しかし心配したところでどうなるものでもない。ただその時を、ひたすら黙だまって待ち続けるよりないのだ。

　そんな日々を過ごしているさなかの出来事だった──クルト・キングスリーの影かげという奇き妙みような兆きざしが舞まい込んできたのは。







「それってつまり──クルトの野や郎ろうが生きていた、ってことか？」

　依い頼らい内容に関する説明を全すべて聞き終えると、エルバもまたテッキと同じ結論にたどり着いた。

　クルトは半年ほど前、片目抉えぐりの殺さつ人じん鬼きとして世間を震ふるえ上がらせた。人を殺し、片目を抉って死体を放置するという所行を繰くり返したのである。その目的は、他の八眼争覇参加者に、自分の存在を大々的にアピールするためだった。ただそれだけのために、クルトは無関係の人間の命を散らしたのだ──その中には、エルバが一時期通っていた剣けん術じゆつ道場の師し範はんも含ふくまれている。

　端たん的てきに言うと、ろくでもない野郎だった。

「ええ」テッキは頷うなずいた。「だから、そこを確かめるために、カエデに会いに来たのです」

「なるほど納なつ得とく」

　ルナが相あい槌づちを打つ。

「もしそうだとすれば、少し面めん倒どうなことになるでしょうからね──」

　と言いつつ、テッキはカナティック探たん偵てい事務所の扉とびらをくぐった。

「はいいらっしゃいませ。こちらカナティック探偵事務所──って、テッキちゃんか」

　という挨あい拶さつでテッキらを出で迎むかえたのは、フィッシュヘッド──人間の身体からだに魚の頭を持つ悪あく魔まだった。

「こんにちは、先生」

　ドレスの裾すそをつまみ上げてテッキは一礼し、エルバも「失礼します」と頭を下げる。

　この事務所の主あるじの名はオリオール・カナティック。常に海かい棲せい系の悪魔の虚きよ体たいをまとっている人物で、「彼」なのか「彼女」なのかということすら不明である。その正体を知る者はおらず、十年来のつきあいのテッキですら見たことはない。知っている者がいるとすれば、おそらくはチェビアトなど、既にこの世にない人達だけだろう。

　カナティックはチェビアトと同郷の出身で、十年前の独立戦争の折には西部側について従軍し、戦争が西部の敗北に終わった後は、サクラを引き取ったチェビアトとともにブルティエールにやってきた。

　チェビアトは自然史博物館に就職したが、カナティックは探偵事務所を開いて生計を立てることとした。以来十年、細々と探偵業を続けている。地道な捜そう査さには定評があり、それなりの実績を挙げてきている。博物館休館後、テッキが探偵業を始めることになったのも、カナティックの助言によるものだ。その際様々な技術指導を受けたので、テッキはカナティックのことを先生と呼ぶのである。

「……久しぶり……というわけでもないか」

　カナティックの対面に座っていたカエデ・ニカイドウ、サクラと同郷のオーラン人が、エルバ達の姿を見てぽつりと言った。

「一番最後に会ったのは三日前ですからね。久しぶり、というには無理があるでしょう」

　エルバ、テッキらとカエデとは、この三ヶ月間ちょくちょく顔をつきあわせていた。というのもカエデはカナティックの探偵事務所に住み着いているからである。

　電光の魔神マロ・マロの契けい約やく者、カエデ・ニカイドウ。彼女は、独立戦争中に皆みな殺ごろしにされた一族の仇を討つという望みを胸に、十年の間放ほう浪ろうの旅を続けてきた。幸いにしてその望みは三ヶ月ほど前に果たされたため、カエデの胸中には別種のごくささやかな望みが生まれた──腰こしを落ち着ける場所が欲しい、という。博物館に住み込むか、という案も出されたのだが、先にデイジーを迎むかえることが決定しており、さらにもう一人職員を増やすことは財政的に難しい。どうしたものか──と迷っている時、カナティックが救いの手を差し伸のべてきたのである。

「そろそろ僕も、助手が欲しいと思っていたところなんだ。どうだい」

　という提言を受け入れ、結果カエデもまた探偵業にて生計を立てることとなった。捜査に関する仕事は基本的にカナティック任せ、カエデはトラブル等が発生した際の腕わん力りよく担当、という棲すみ分けをしているらしい。

「今日は何の用でおじゃるか？　随ずい分ぶん深刻な顔をしておじゃるな」

　ぬっ、とカエデの背後から白い顔の男が現れる。オーラン人的な服装をしてはいるが、角はなく、眼鏡めがねもかけていない。それどころか目そのものがない。鼻もなく、あるのはただ妙に赤い唇くちびると、眉まゆがあるべき位置に描えがかれた黒い丸のみ。

　この異形の人物は、人物ではない──電光の魔神、マロ・マロだった。

「今日は、あなた方に話を聞きに来たのです」

　と切り出して、テッキはつい先ほど受けたばかりの依頼の話をした。

「お目々を抉る謎なぞの殺人鬼、とは──懐なつかしい話だな。それこそ『久しぶり』と言うべきか」

　軽口を叩たたきつつ、カエデの表情も真しん剣けんなものにならざるを得なかった。

「クルト・キングスリーが生きている、とでも言うのか？」

「そこを聞きに来たのですよ」テッキは言い返した。「クルトにとどめを刺さし、崖がけ下したに叩き落としたのはあなたですから」

「そうだったな」

　額に手を当て、過去を思い出そうとカエデは記き憶おくを探さぐった。

「あの時──たしか、アペプを喚よんで逃にげようとしていたクルトに一ひと太刀たち浴びせて、直後に紋様アンチクリプト破壊ストライクを叩き込んだんだったな」

　紋様破壊とは、魔神に与あたえられた能力の一つにして、魔神を打ち倒たおすための唯ゆい一いつの手段である。虚体を構成する塵ちりのパターン──これを紋様クリプトと呼ぶ──を解かい析せきし、そのパターンを一いち撃げきの下もとに崩ほう壊かいさせる、というものだ。

「紋様破壊は、召しよう喚かん主の死には必ずしもつながらない」エルバが言う。「紋様破壊を食くらった後、クルトは崖から落ちたんだったよな」

「そうだな」カエデは頷うなずく。「崖の下には池があったはずだ。その後似たような殺人事件が起こるでも無し、てっきりあの野や郎ろうは溺でき死ししたものと思っていたが……とはいえ、溺死体を確かく認にんしたわけではないからな」

「クルト君、実は泳ぎがうまかったという可能性は捨て切れたものじゃないね」

　さりげなくルナが指し摘てきした。

「あり得る話、ということですか──」

　テッキは考え込んだ。

「あいつは、自己顕けん示じ欲よくの強い野郎だ。連続殺人の続きを再開して自分の復活をアピールするってのは、いかにもあいつのやりそうなことだと思うね」

　エルバが吐はき捨てると、カエデも頷いて賛意を示す。

「だろうな。ということは、依い頼らい人もクルトの手先、ということは考えられないか？」

「……と言いますと？」

　テッキの問い返しに、カエデは説明する。

「前の連続殺人には一応、会ったことのない敵を捜さがし出すという目的があったはずだ。だが今なら、──犯人がクルトだとしての話だが──クルトは博物館のことを知っているだろ。おまえらをスムーズに罠わなに招待するために、依頼人からでっちあげたんじゃないのか？」

「依頼人もクルトとグルってことか？　ありえなくはないな」

　エルバが頷く。

「まあ、あくまでも可能性だがな。ともかく気をつけた方がいい」

　カエデが警告を述べる。

「俺達を誘さそい出すための殺人がこれ以上繰くり返されるって言うんなら、止めなきゃならねえ」

　と言いつつ、エルバは首をひねった。

「しかしクルトの野郎、俺達を誘い出してどうするつもりなんだ？　幻げん影えいの魔神は紋様破壊で吹ふき飛ばされたんだ、あいつはもはやただの人だろ？　ただの人が魔神の契約者に勝てるはずがないってこと、わかっているはずなんだが」

「……言われてみれば、そうですね」

　テッキもそう言ったが、すぐに顔を引き締しめる。

「とはいえ、クルトが犯人だと決まったわけではありませんからね。今はとにかく、依頼をこなすだけですよ」

「何か、手伝えることがあったら言ってくれ」カエデが申し出た。「もしあの男が陰かげで糸を引いているというのなら、私も無関係ではいられないだろうからな」

「ありがとうございます。……しかし、そちらはそちらで忙いそがしいのではありませんか」

　テッキはカナティックを見た。

　カナティックは手を振ふった。

「いやいや、僕のことは気にしないで。君の都合でカエデ君を駆かり出してくれて、構わないから」

　そうですか、とテッキはカナティックに一礼した。

「本当に、色々と迷めい惑わくをかけて申し訳ありません。カエデを引き取ってもらった件といい、お世話になりっぱなしですね」

　カナティックは肩かたをすくめた。

「今いま更さらだね。君の気にすることじゃない。それにこれは個人的な話だけど──オーラン人の方々には、何かしてやらなきゃならない、と思っているからね。特に彼女は、リの一族の生き残りだし」

　その声に、少し後こう悔かいの色がこもる。

　オーラン虐ぎやく殺さつ事件。独立戦争のさなか、クラヴリー・ガーディアン少しよう佐さ率いる東部軍の一隊が、オーラン人リの一族の人間を皆みな殺ごろしにした──という事件である。カナティックはチェビアトとともに、虐殺事件の直後に現地に入っている。凄せい惨さんな地じ獄ごく絵え図ずを目まの当たりにした、数少ない人間の一人なのだ。

「だから、サクラちゃんにも、何かあったら僕を頼たよるように言っておいてくれよ」

「……まあ、それこそ今更ですね」

　カナティックの言葉に、テッキは苦く笑しようを漏もらした。

「とりあえず」エルバはカエデに言った。「なんかやってもらいたいことがあったら、改めて話を持ってくる。今はさしあたり、気に留めおいてもらうだけでいい。もし仮に、街頭でクルトを見かけた場合は──」

「その場合は？」

「その場で斬きり殺してくれ」

「……随ずい分ぶん思い切った指示だな」

「いや、だって今更あの野郎と関かかわり合いたくないし」

　それはエルバの偽いつわらざる本心だった。もちろん、クルトが自分達に対して復ふく讐しゆうを仕し掛かけてくるというのなら、受けて立ち、必ず返り討うちにしてやるという気持ちはある。だが、避さけられるのであれば面めん倒どうは避けたい。

「随分後ろ向きですね、エルバにしては」

　テッキは意外そうな顔をした。

　エルバは真しん剣けんな顔で反論する。

「考えてみろよ、テッキ、もしそのタビアとかいうお嬢じようさんの依頼がクルトの罠だとしたら、間ま違ちがいなく報ほう酬しゆうはゼロだぞ」

　その指摘に、テッキは膝ひざを叩たたいた。

「たしかに。それは大変ですね」

「いかにも、ただ働きだけは避けたいものだね。僕達の時間は無限にあるわけでなし」

　しみじみとした口調で、カナティックは言った。







「…………？」

　視界の隅すみにまたも少女の姿を見み出いだして、スパーキンは小首を傾かしげた。

「どうした、スパーキン？」

　不ふ審しんに思い、オコナーが声をかける。するとスパーキンは慌あわてて頭をもたげ、

「あ、いえ……なんでもありません」

　力無く答えた。

　軍警察の警察官、スパーキンは同どう僚りようのオコナーを伴ともない、市中のパトロールに出ていた。

　何らトラブルに出で遭あうでもなく、二人は市中を闊かつ歩ぽし続けていた。重要な任務ではあるが、ある意味退たい屈くつな仕事でもある。つい先ほどから、オコナーは何度もあくびを嚙かみ殺し続けている。

　しかしこの道中、スパーキンは尋じん常じようならざるものを感じ始めていた。

　ひょいひょいと左右に油断なく視線を投げる。すると──

　いた。

　ある建物の戸口に、一人の少女が立っていた。十二歳くらいの、何故なぜか音おん符ぷの形をした眼帯を着けた少女が、スパーキンに笑え顔がおを向けている。

　が、スパーキンが視線を向けた途と端たん、少女は建物の中に飛び込んでいった。

「……待ちなさい！」

　思わず、スパーキンは駆け出していた。

「ちょ……どうしたんだよ、一体」

　オコナーは目を丸くした。

　同僚の声など無視してスパーキンは疾しつ走そう、少女の消えた戸口へと飛び込んでいく。

「…………!?」

　しかし、待っていたのは無人のフロアだった。

　かつてはパブだったのだろう、壁かべのそばにはカウンターと、酒さか瓶びんを収める棚たながある。しかしフロアはがらんどう、テーブルもなければ椅い子すもない。かなり埃ほこりっぽく、ところどころに蜘蛛くもの巣が張っている。店をたたんでしばらく経たっているようだ。

　そして、少女の姿はどこにもない。

「バカな、そんなはずが……」

　スパーキンは店内に飛び込み、まずは部屋の奥に向かった。裏口から出て行こうとする──が、裏口は内側から鍵かぎがかけられている。つまり、ここから少女が外に出て行ったということはあり得ない。

　室内を見回す。がらんとした店内に隠かくれられる場所はない。せいぜいカウンターの内側くらいだが、のぞきこんでも姿はない。

　そして、少ししてから気づく──埃の積もったフロアの床ゆかに、自分の足あし跡あとしか残っていないということに。

「どうしたんだよ」

　後から追いついたオコナーが、戸口からスパーキンに声をかける。

「オコナー」スパーキンは問いかけた。「先ほど、この店の入り口に、少女が立っていたでしょう？　十二歳くらいで、音符マークの眼帯を着けている」

「……え？」

　オコナーは少し考え込んだが、

「……いや、わからん。見てないよ」

　首を横に振ふった。

「というか、その子供がどうかしたのか？」

「いえ、それは──」

　答えようとして、スパーキンは口ごもった。言ったところで信じてもらえるとは思えなかった──パトロール中、あの少女が行く先々で、スパーキンの視界をかすめるような格好で何度も姿を現している、などとは。

　視界をかすめるような格好で、というところが、スパーキンの疑心を増ぞう幅ふくしていた。ただ単に尾び行こうしている、というのならばわからないでもない。何者かが良からぬ意図を持って、あの少女に警官を尾行させている、など理由はいくらでも思いつく。おかしいのは、少女がスパーキン達の行く道の先へと常に先回りしているという点だ。

　パトロールコースは必ずしも決まり切った道ではない。むしろパトロールのたびに歩く道を変えるのが基本だ。少女がスパーキンの行く道を知っているはずがない。百歩譲ゆずってなんらかの方法でコースを知っているとしても、先回りするのは一苦労のはずだ。スパーキンの三倍くらいの速度で歩く必要があるはずで、そんな速度を十二歳の少女が持続的に出せるはずがない。

「音符の眼帯とは、また珍めずらしい。その子供、おまえの知り合いなのか？」

　黙だまり込んでしまったスパーキンに、オコナーが声を投げかける。

「いえ、違ちがいます。でも、たしかどこかで会ったことのあるような──」

　言われて、またも考え込む。少女の顔が記き憶おくの片かた隅すみに引っかかっている、というのも気になる点だった。どこかであの少女に会ったことがある。最近ではないが、さりとてさほど昔でもない、いつか──

「──はああぁぁッ」

　突とつ然ぜん、スパーキンは驚きよう愕がくの悲鳴を漏もらした。

「ど、どうした」

　いきなりのことに、オコナーが目を剝むく。

　スパーキンの顔から、一挙に血の気が引いた。一いつ瞬しゆん足あし下もとがよろけかける──が、なんとか立ち直ると、

「い……いいえ。なんでもありません」

　心配ない、という風に手を振った。

「おまえ、どうかしてるぞ。調子でも悪いのか」

　オコナーは心配して声をかけるが、スパーキンは救いの手を拒きよ否ひするように直立した。

「いえいえ、なんともないですよ。ご迷めい惑わくおかけしました」

　そう言って、スパーキンは足早に廃はい酒場から出て行った。

　その顔は無表情に包まれている。けれども、その内心には大暴風が吹ふき荒あれていた。思い出したのだ──あの少女が、三ヶ月前に自分の手で殺した少女とうり二つであることに。




　まず細身の警官が店から出て行き、中肉中背の警官がその後を追う。

　その姿を高みから見下ろす二つの影かげが、廃酒場の屋上にあった。

「フ……」

　笑みを漏らしたのは、カーキ色のコートを羽織った男だった。その目元にはなんの感情も浮うかべず、ただ口元のみを歪ゆがめる。

「これで良かったのかなあ？　お兄ちゃん」

　そのコートに、少女がしがみついている。音おん符ぷの眼帯を着けた少女が。

　コートの男は少女を見下ろし、片手で少女の頭を撫なでてやった。
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「これでいい。あの男には、そう簡単に死んでもらっては困るんだ。精神的に追いつめて、限界まで追い込んでから、殺す。さもなくば、俺の気持ちは収まらない──」

　一瞬、男の目に憎にくしみの色が灯ともった。しかしそれはすぐに消え去り、もとの暗い瞳ひとみに戻もどる。

「だから、すぐには手を出さないでくれよ、ヘンリエッタ」

「うん、わかってるよ」

　ヘンリエッタと呼ばれた少女は、屈くつ託たくのない笑え顔がおで男に応こたえた。

「二人で一いつ緒しよに、始末をつけよう」

　コートに突つっ込んでいた方の手を、男はすっと出す。

　その手にはペンチが握にぎられていた。

　かちん、かちんと男はペンチを二度かみ合わせ、鳴らした。その音は小さいながらも、秋の涼すずしい風の中によく響ひびいた。
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「半年ぶりだな。ちょっとほっときすぎたかも」

　霊れい園えんの一角、父チェビアトの眠ねむる墓を目の前にして、エルバは呟つぶやいた。

　サクラとルナを同どう伴はんして捜そう査さ活動に出たエルバは、まず最初に父の墓参りに来ていた。特に深い考えがあったわけではない。途と上じようでたまたま霊園入り口を通りかかり、唐とう突とつに墓参りを思い立ったのだった。

「半年の間、色々ありましたからねえ」

　エルバの隣となりで、サクラがしみじみと呟く。

「僕にしてみると、彼と別れたのは半年チョイ前くらいの感覚なんだけどね」

　ルナは前回の八眼デイアボリツク争覇パーテイにおいてチェビアトと契けい約やくを交かわした仲だ。八眼争覇の戦いを終えた魔ま神じんは、その虚きよ体たいを解放して眠りに就つく。六年の時を経てはいるが、それはルナにとっては無に等しい時間らしい。

　父を殺した相手を見つけ出し、その報むくいを受けさせる。それこそ、エルバがブルティエールにやってきた目的であり、ルナと契約を結んだ理由でもある。

　六年前のあの日あの時のことを、エルバは鮮せん烈れつに覚えている──東の空から白い曙しよ光こうが差し込む中、自宅の前で血まみれになって倒たおれている父の姿を。

　ブラックストーン州の父の実家に引き取られて以来、エルバはその時の光景を何度も繰くり返し夢に見続けてきた。

　エルバは右目から流れ出る血を押さえながら、父のもとへ這はっていこうとする──が、決して距きよ離りは縮まらない。エルバの視界の中には、さらに二つ、謎なぞの人影がある。一人はチェビアトのそばに寄り添そうようにかがみ込んだ人物。もう一人は、チェビアト達を離はなれた場所からじっと見下ろしている仮面の人物。

　彼らは一体何者だったのか。長年の謎の答えを、エルバは八眼争覇に参加することによって知った。チェビアトのそばにいたのは氷結の魔神ルナ・ルガ、そして彼らを見下ろしていたのは闇やみ照てらしの魔神ヤミ・ヤタ。エルバは、前回の八眼争覇の決着がついたまさにその瞬間に居合わせていたのだった。

　前回の八眼争覇を勝ち抜ぬいた者こそが、滅ほろぼすべき仇かたき。それが現状の、エルバの認にん識しきである。そしてブラナは、ルナとの契約を交わすにあたり、八眼争覇に参加すれば「滅ぼすべき仇」に会わせてやる、と約束した。

　けれども、今のところ約束は果たされていなかった。

「一体、ブラナはいつになったら、俺を敵に引き合わせてくれるんだろうな」

　右目の上の刀傷を撫でながら、エルバは呟く。この傷は、チェビアトとヤミの契約者との決戦の時、巻き込まれてつけられたものらしい。

　らしい──というのがエルバの記き憶おくの限界だった。父が倒れていた光景だけは鮮烈に脳に刻み込まれているのだが、それに至った経けい緯いとなるとこれっぽっちも思い出せない。父の死、という衝しよう撃げきが記憶を消し飛ばしてしまったのだろうか、とエルバは考えている。思い出すことができれば、仇の正体に関する情報を得ることができるのかもしれないのだが──

「……と、サクラ？」

　ふとエルバは我に返り、サクラに声をかけた。というのも、なにやらサクラが死にそうな顔をしていたからである。

「え、なんですか？」

　振ふり向いたサクラは、ぱあっと明るい笑え顔がおを浮かべた。何の憂うれいもないように見える、朗ほがらかな表情を。

「その……なんでもない」

　その笑顔に圧あつ倒とうされて、エルバは口を濁にごした。

　ほんの短い間ながら、サクラが恐おそろしく沈しずんだ表情に包まれているのを、エルバの目ははっきりと捉とらえていた。悩なやんでいるのは俺だけじゃねえよな、と自省する。

　三ヶ月前、獄ごく炎えんの魔神ネア・ネアの契約者、サイクス・バルヒーヨとの戦いに伴ともなって、エイジ・タツミヤという名の男が死んだ。彼はサクラやカエデと同じくリの一族の人間で、「竜りゆう人じん」という特とく殊しゆな体質を持つが故ゆえに捕とらえられていた。研究所から脱だつ走そうした彼は博物館にたどり着き、エルバ達とともにバルヒーヨと戦ったが、力及およばずに倒れた。

　その一事だけでも、サクラの心を折るには十分だった──が、サクラの心にさらなる重しを乗せる言葉を、エイジは最さい期ごに残していった。シロー・イシザワは十年前に死んだ、と。

　シロー・イシザワとは、サクラの兄だ。十年前のオーラン虐ぎやく殺さつ事件で姿を消し、それ以来音おと沙さ汰たは無い。事件直後、シローの遺体は見つからなかったため、サクラは兄が生きているものと信じ、そしていつか必ず会えることを夢見て、十年の時を過ごしてきた。

　だがエイジは、最期の言葉でサクラの夢を砕くだいた。「幻まぼろしを追ってはいけない」と。

　以来三ヶ月。サクラはショックから立ち直ったという態度を保っている。しかしそれは当人が意識している時だけの話であり、時折サクラはこの世の絶望を一身に集めたような表情を見せる──先ほどのように。

　エルバにとってサクラは大事な仲間だし、「一いつ緒しよにお兄さんを捜さがそう」と約束した手前もある。どうにかしてサクラの心に平安をもたらしてやりたい、と思い続けているのだが、その具体的手段となると、一向に思いつかなかった。

　サクラはサクラで、エルバ達に無む駄だな心配をかけないように、と敢あえて気き丈じように振る舞まっている。となると、サクラの心に立ち入るようなことはますます言いにくい。

「変なエルバ君ですねえ」

　小さな声で笑って、サクラは話題を持ちかけた。

「そう言えば……チェビアトの実家って、エレイスンって言うんですよね。昔はあの人はチェビアト・エレイスンって名前だったんですよね？」

「まあ……そうなるな。俺の生まれる前の話だけど」

　エルバは頷うなずいた。

「ということは、チェビアトはナイトロンド家にお婿むこさんとして入ってきたんですよね？　ということは、どこかにナイトロンド家があると思うんですが……。前から、気になっていたんですよお」

　サクラの問いかけに、エルバは言葉を失った。

　言われてみれば、その通りだ。しかし──

　わずかな記憶のうちにあるのは、借家に父と二人で住んでいた、という記憶のみ。その他ほかの家族はいない。

　いなかった。

「チェビアトも結けつ婚こんしてたんだなあ、って今いま更さらながら思うんです。あの人と一緒に暮らしていた頃ころは、全然思い至らなかったんですけど。なにしろ、結婚している気配なんてまったく見えませんでしたから」

「あ、ああ……父さんは、俺を八眼デイアボリツク争覇パーテイに巻き込むことを一番恐れていたらしいからな……。できるだけ博物館と俺とに接せつ触しよくを持たせたくなかったんだろうが……」

　上の空で答えるエルバ。彼の頭脳は、別のことでめまぐるしく回転していた。

　そしてサクラは、核かく心しんを突つく──エルバがたった今必死に考えている──質問を投げてきた。

「エルバ君のお母さんって、どんな人だったんですか？」

「…………」

　エルバは何も答えられなかった。

　何故なぜなら、何も思い出せなかったからだ。

「……な……に……？」

　気がついた──母親に関する記憶が、ほぼ存在しないことに。

　遠い昔、母親の胸に抱だかれていたような記憶はある。しかし、それ以上のものがない。母という存在は、いつの間にやら抜ぬけ落ちていた。病死したのか、別れたのか──何の覚えもない。まるで自然消しよう滅めつしたかのような感じ。

「私のお母さんは、私を産んですぐに亡なくなったそうなんですけどお、──」

　自分の話をするサクラだったが、エルバの沈ちん黙もくに異状を感じ取る。

「……？　どうかしましたか……？」
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「あー、無理して思い出す必要はないんじゃないかな」

　同じく異状を感じ取って、ルナが割り込んだ。

「いや……何なんだ？　なんで母さんのことを思い出せない……？」

　エルバは墓を見下ろした。死別したというのなら、同じ墓に入っているか、あるいは隣となりに墓石を並べるかしているはずだ。だがここには、父の墓しかない。

　ということは母は生きているのか？

　なにもわからない。

　記き憶おくそのものがない。

　記憶に、巨きよ大だいな虫食い穴がある。

　以前から、自分の記憶には抜け落ちた部分があると気づいてはいた。しかしそれはチェビアトの死に伴ともなったその前後のみ、と思っていた。

　だが今、記憶を探さぐってみて気がついた。父の死以前の記憶が、かなり大きく抜けている。父との生活のことは結構覚えているが、それ以外がない。特に重要な、母の記憶が。

　かつて母親がいたのは間ま違ちがいない。だが──いつの間に消えた？

　ふらり、とエルバはよろけた。

「エルバ君!?」

　咄とつ嗟さにサクラが取り付き、エルバを支える。

「いや……大だい丈じよう夫ぶ。雑草に足を取られただけだ」

　踏ふみとどまって、エルバはサクラに声をかける。

　大したことではない、とエルバは自分に言いきかせた。変なことに気づいてはしまったが、それで状じよう況きようが変わったわけではない。今までも母の記憶無しで生きてきたのだ、これからなにか不都合が起きるとでもいうのか？

　いや、何も起きやしない。

「そろそろ行こう。ここで時間を食ってたら、あとでテッキに万力で殴なぐられる」

　エルバは足早に父の墓のもとを去った。

　サクラは面食くらったような顔をしたが、すぐにエルバのあとを追う。

「…………」

　ルナは何事か考え込むような様子を見せた。しばらく間を置いてから、重い足取りで歩き始める。







　その日の午前中一いつ杯ぱい、テッキは自室にて自分の右手と向かい合っていた。

　右手といっても、テッキのそれは義手である。しかも、普ふ通つうの義手ではない。

「ちょっと、レバーがうまく回りませんね……と」

　先ほどから、テッキは義手から生えたレバーを何度もくるくると回し続けている。

　レバーは螺ら旋せんの刻みが入った鋼鉄の軸じくを回すものであり、鋼鉄の軸は二つの巨大な鉄てつ塊かいをつなぎ止めている。レバーを回せば、二つの鉄塊が開いたり閉じたりするというわけだ。

　テッキの義手とは、万力そのものだった。

　彼女が常に袖そで幅はばの広いドレスを着用しているのは、この万力を隠かくすためである。殴ってよし締しめてよしの万ばん能のう兵器であり、テッキは探たん偵てい業務にこれを振ふるうことをためらわない。故ゆえに巷ちまたでは「閃光フラツシユ・万力ヴアイス」という二つ名を得ている。

　何故テッキがこのような代しろ物ものを装着しているかというと──原因は、六年前の八眼争覇にある。

　そもそも、自然史博物館が建てられた真の目的は、魔ま王おうの円盤レンズを封ふうじるためだった。魔王戦争終結後、八枚の円盤はブルティエールの八ヵ所に厳重保管され、再び地上に現れることのないようにしまわれた。バベルハイズ家は、魔王の瞳ひとみの守護を担になうという重大な任を背負った一族なのだ。

　しかし百年前、八つの守護家のうち一つが封印を解き、魔王の意志を蘇よみがえらせた。ブラナ・ラ・モートは八眼争覇という甘いエサを利用して各守護家を巻き込み、八枚の円盤全すべてを解放した。課せられた任を守り、円盤を手元に置き続けたのはただ一家、バベルハイズ家のみだった。

　解き放たれた魔神達を再び封じる。それが、バベルハイズが果たすべき新たなる任務となった。しかし魔神の力に対たい抗こうするには、魔神の力を使わざるを得ない。というわけで、バベルハイズの一族の人間もまた、魔王の瞳をひっさげ、氷結の魔神ルナ・ルガと契けい約やくし、八眼デイアボリツク争覇パーテイに参加するしかなかった。八眼争覇こそ魔神が集結する時であり、魔王の瞳を回収する絶好の機会だからである。

　一族は八眼争覇が開かれるたび、契約者を送り出して戦い続けた。けれども、バベルハイズの者は勝利者となることはできず、結果として八眼争覇は何度も繰くり返されてきた。

　そして六年前、博物館はチェビアト・ナイトロンド──エルバの父──を契約者として八眼争覇に送り出した。

　本来であればテッキの父、ベルトラン・バベルハイズが出るべきところだったのだが、ベルトランはその四年前、独立戦争で没ぼつしていた。戦地にてともに戦い、ベルトランが装着していた氷結の魔神の円盤を博物館に持ち帰ったチェビアトが、戦友の代わりに八眼争覇に参加したのだった。

　チェビアトは優ゆう秀しゆうな契約者だった。ルナとのコンビネーションを発揮して、他ほかの参加者を打ち破り、あと一人倒たおせば勝利というところまでこぎ着けた。百年にわたるバベルハイズ一族の悲願がついに叶かなえられる──と思われたのだが、最後の戦いにおいて、チェビアトは一敗地にまみれ、命を落とすこととなった。

　その主因は、敵──闇やみ照てらしの魔神ヤミ・ヤタの契約者が、当時十二歳だったテッキを人ひと質じちに取ったことだった。敵はテッキを盾たてにチェビアトを翻ほん弄ろうし、ついにチェビアトを殺したのである。

　その時のことを、テッキははっきりと覚えている。もっとも、あまり思い出したい記き憶おくではない──今でも、まざまざと恐きよう怖ふがこみ上げてくるが故に。

「…………」

　ふと気づくと、テッキは顔を青くして、自分の身体からだを抱だいていた。

　すぐに身を起こして、姿勢を正す。誰だれに見られているわけでもないのに、つい周囲を見み渡わたす。

　少し間をおいて、テッキの表情は怒いかりに変わる。今もってあの時の恐怖から抜ぬけ出せないこと、つい己おのれの弱さをさらけ出してしまうという事実。それが許せず、テッキは自分に対して怒らずにはいられない。

　あの時、テッキは右手の異常な痛みで目を覚ました。目を見開き、そして信じられないものを見た──自分の右手が万力に挟はさまれ、がっちり固定されているという光景を。

　場所は、博物館本館から少し離はなれたところに建っていた作業場だった──が、その時のテッキは混乱の極きわみにあったため、そんなことにも気づかなかった。

　そしてすぐそばには、仮面の男が鉈なたを片手に立っていた。

　テッキは口も利きけなかった。男はテッキの右手を叩たたき斬きろうとしている、と直感したからだ。

　しかし、男がテッキに強しいたのは、もっと残ざん酷こくなことだった。

「その鉈で、右手を切り落とすんだ……自分でな」

　鉈をテッキに預けると、男はそう言い残し、小屋に火をつけて去った。

　右手を切り落とさなければ、煙けむりに巻まかれるか梁はりに押し潰つぶされて死ぬ。そんな究極的状じよう況きようにあって、テッキは生きることを選んだ──すなわち、自分の右手を鉈で切り落とした。

　あの男は、人質を処分するにあたり、きわめて残酷な方法でテッキの命をもてあそんだ。そのことを思うと、胸の内から異常な怒りがわいてくる。

　意識を取り戻もどした後、無くなった右手、父同然に育ててくれたチェビアトの死、という現実にテッキは直面した。世をはかなんで自殺しても不思議ではない状況に耐たえ、今まで生きてきたのも、全てはあの仮面の男に復ふく讐しゆうするためだ。少なくとも、自分が味わったのと同じだけの恐怖を、あの男にお返ししてやらなければならない。

　テッキが八眼争覇に参加したのは、八眼争覇を止めるという一族の悲願を果たすためだけではない。チェビアトの仇かたきをとるため、そして右手の落とし前をつけるためでもある。

　ボルとの契約にあたり、ブラナは約束した──八眼争覇に参加すれば、必ずや仇に出会わせてあげよう、と。しかしながら、今のところ男の影かげは兆きざしすら見せていない。

　奇き妙みようなのは、前回の八眼争覇と今回の八眼争覇の符ふ合ごうである。仮面の男の契約相手、ヤミ・ヤタは、今回の八眼争覇においてもいまだ姿を現していない。今回の契約者は、当然前回の契約者──仮面の男──とは別人だろう。何なに故ゆえ二人とも、出てこないのか？

　今回の契約者と戦うことによって、ヤミの口から仮面の男の名を聞けるのではないか、とテッキは期待していた。だが、出てこないとなるとどうにも手の打ちようがない。

「一体、どういうことなんでしょうね……」

　部屋の窓から空を見上げて、テッキは呟つぶやいた。

　八眼争覇の殺し合いを傍ぼう観かんして、人数が減ったところにおもむろに姿を現し、勝利の王おう冠かんを得る──というのも一つのやり方ではあろう。だが今回は、これまでの戦いの結果、生き残り四人のうち三人、闇照の魔ま神じんの契約者以外の三人の間には不戦協定が結ばれてしまっている。一対三の不利を悟さとり、出てこられなくなってしまったのか──という考え方も成り立つ。

「だが、だからと言って、今いま更さらエルバやカエデと縁えんを切るわけにもいかねえだろ？」

　ぬるりと袖そで口ぐちから触しよく手しゆを出し、ボルが言葉を放つ。

「もちろんですよ。それは、信義にもとります」

　テッキは答えた。

「そうだよな。それにエルバの野や郎ろう、なかなかの男前だしな」

　からかうような口調でボルは言った。

　キッとテッキは眉まゆをひそめ、険悪な表情を作ると、

「なんですか。その、まるでワタクシがエルバに惚ほれているかのような物言いは」

　万力でボルをつかみ、ギリギリと締しめ上げた。

「ギャヒィィ──ッ!?　暴力反対ィィ──ッ」

　ボルは悲鳴を上げた。

　とにかく、必ず仇に再会できるはずだ──ボルを締め上げつつ、テッキは思う。仮面を被かぶっていたから、男の顔はわからない。だが、声ははっきりと覚えている。声さえ聞けば、仇を仇として認にん識しきできるはずだ。

　今は、ただその時を静かに待ち続けるしかない。

　そろそろいいだろう、とテッキはボルを放して放ほうり投げた。と、喉のどに違い和わ感を覚え、咳せき込む。

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶか？」ボルは華か麗れいに着地しつつ、声を返す。「俺にうつすんじゃねえぞ」

「……あなたが風邪かぜなど引くわけないでしょうに」

　口元を押さえながらテッキは言い返したが、その声に普ふ段だんの張りはない。

　テッキは、風邪を引きかけていた。今のところは咳せきが出るだけ、ほんのわずかに身体がだるい程度。症しよう状じようが快方に向かうか深刻化するかは、まだ予断を許さない。

「調子が良ければ、ワタクシも捜そう査さに出るつもりだったのですが……」

「たまには休んでも、罰ばちは当たらんと思うがね」

　ボルの言葉に、テッキはわずかな笑えみを浮うかべ、椅い子すの背にもたれた。

「そうかもしれませんね。博物館に来て半年、エルバも職員としてそれなりに仕事をこなせるようになってきたことですし、ね……」







「エリック？　ああ、知ってるよ。運の悪い奴やつだ」

　東番外地某ぼう所しよの居酒屋にて、タバラスはエルバの問いかけに答えた。

「ってことは、エリックが殺されたってのも知っているな」

　エルバが確認すると、タバラスは頷うなずく。

　彼は同業者、市内で探たん偵てい事務所を開いている男である。以前とある事件で関かかわり合いになり、以来テッキのシンパとなっている。今でも時々、情報交こう換かんのために顔をつきあわせていた──たとえば、東番外地の住人の情報が欲しい時などに。

「ああ。その事件を抱かかえているのか」

「まあな。姉を名乗る人物から依い頼らいを受けた」

「姉、ねえ」

　疑わしげな口調でタバラスは呟いた。

「……何か？」

「いやね、俺はエリックと親しかったわけじゃなかったから、断言はできないがね。あいつに姉がいたなんて話は初耳だね」

　エルバは身を起こし、サクラ、ルナと顔を見合わせた。

「やっぱり、そうなのか？」

「そうなのか、というと」

　今度はタバラスが聞き返す番だった。

「この依頼、俺達をハメるために持ってこられたという疑いがある」

「ハメるって、テッキさんを？」

　タバラスはぶるると身体からだを震ふるわせた。

「あの人を騙だまそうだなんて、なんて恐おそろしいことを。そいつは命がいらないのか？」

「そいつが自分の命をどう使おうが、俺の知ったことじゃない。大切なのは、俺達の命だ」

　軽口でエルバは切り返したが、タバラスは表情を押し殺した。

「命に関わる問題なのか」

「可能性は非常に高い。昔俺達がとっちめた奴が、背後にいるかもしれねえ」

「そうか。……なにか、手伝えることは？」

「まあ、俺達の問題は俺達で始末をつける。ただ……ベレムという男を知っていたら、教えてくれ」

　ベレム。タビアが告げていった男の名である。そいつは常にエリックとつるみ、円盤レンズ密売に携たずさわっていたという。事件の日もエリックと一いつ緒しよに取引に出かけたはずだが、それ以来姿を消しているらしい。エリックを殺した犯人について知っているはずなのだが──

　タバラスは意外なことを口にした。

「ベレム？　エリックとつるんでいたベレムなら、そこに」

　右手を指さす。店の奥、隅すみのテーブルで、一人の男がジョッキ片手にちょこんと座っていた。

「おい、ベレム！」

　タバラスの呼びかけに、ベレムはびくりと跳はね上がり、あやうくジョッキを倒たおしかけた。おそるおそる振ふり向き、卑ひ屈くつそうな視線をタバラスに返す。

「ありがとよ」

　エルバは硬こう貨かを一枚テーブルに置き、ベレムのもとへと向かった。

「こんなもんより、今度テッキさんと一緒にお食事させてくれよ！」

　硬貨を押さえつつ、タバラスはエルバの背に頼たのみを投げつけた。

「あはは……スケジュールの都合がつくかどうか、テッキに聞いてみますねえ」

　一応、という形でサクラは言い置いた。

「テッキと一緒に食事って、何を考えてるんだか」

　小声でエルバは言った。

「いつ食しよく卓たくの向こうから万力が飛んでくるか、俺は毎日ビクビクしながらメシ食ってるってのに」

「テッキはそんな不作法なことしないですって」

　サクラが反論する。しかしエルバも言い返す。

「そりゃ、テッキはサクラのことを愛しているからな。ただ、おそらくテッキは俺のことを愛してはいねえだろう」

「そんなことないですよお。愛しているとは断言できませんけど、テッキもエルバ君のこと、好きですって」

「容易には信じられない」

　ぶつぶつ言いつつ、エルバはベレムの眼前に立った。

「あんたがベレムか」

　確かく認にんの質問をすると、ベレムは慌あわてて二度頷いた。

　随ずい分ぶんビビっているみたいだな、というのがエルバの第一印象だった。円盤密売という犯罪行こう為いに関わっているのならば、もう少し肝きもが据すわっていて然しかるべきだと思うのだが、今のベレムの態度は蛇へびに睨にらまれた蛙かえるに似ている。

「エリックに最後に会ったのは、あんただな」

　エリックの名を聞くと、ベレムはなにやら覚かく悟ごを決めたような顔を見せた。わずかながら身体の震えが収まる。

「そ……そうだ」

　声もややどもりがちだった。

「なんでこんな所にいるんだい」ルナが口を挟はさんだ。「エリックの一件以降、姿を消していたって聞いてるけど」

「そんなこと、どうでもいいだろう」

　内心の恐きよう怖ふを隠かくそうとするような虚きよ勢せい。が、その強がりもすぐに崩くずれる。

「……隠れてたんだよ。エリックを殺した奴やつに見つからないように」

「お」エルバが声を上げる。「あんた、エリックを殺した奴を知っているのか」

「知ってる。……あんたら、何者だ？」

「エリックの姉から殺人事件の捜そう査さ依い頼らいを受けた者だ」

「姉……？」

　一いつ瞬しゆんベレムは惚ほうけたような顔をしたが、

「あ、ああ、タビアか。ああ、知ってるよ」

　わずかにエルバは眉まゆをひそめた。なにか、無理に話を合わせたかのような口調だ──単にド忘れしていただけのようにも思えるが。

「とにかく、犯人の正体を知っているんだったら、教えてくれないか？」

　エルバの問いかけに、ベレムは視線を床ゆかに落とし、考え込んだ。

「……ここじゃ無理だ。ちょっと別の場所まで、ついて来てくれないか」

　宵よいの口の居酒屋は、徐じよ々じよに客が増えつつあった。不特定多数の人間に話を聞かれるというリスクは避さけたい、という気持ちはわかる。が──

「ちょっと待ってくれ」

　とストップをかけて、エルバはルナ、サクラと小声で相談した。

「どう思う」

「なんか、罠わなのような気配がしますねえ」とサクラ。

「だよなあ」

「でも」ルナが反論する。「罠の有う無むを確認する手っ取り早い方法は、罠に引っかかってみることだよ」

「……他人ひと事ごとだと思って、適当なことを言うな」

「そうかな？　でも、仮に行く先にクルトの罠が待っているとしても、何を恐おそれる必要があるんだい？　こっちは魔ま神じんとその契けい約やく者、向こうはただの人間なんだ。むしろ罠だとすれば、手っ取り早くクルトに会えるんじゃないのかな」

　一理ある意見だった。エルバはベレムに振ふり向いた。

「わかった。案内してくれ」







「ボンダーマン！」

　すっかり憔しよう悴すいしきった様子のスパーキンは、コーヒーハウスのボックス席、ボンダーマンの対面の席へと転がり込んだ。

「慌てんなよ。どうしたんでえ」

　ボンダーマンは不ふ機き嫌げんそうな声で、短く言った。

　ブルティエール市内のとあるコーヒーハウス。ここは、彼らが打ち合わせなどによく利用する店だった。客がほとんどおらず、常に店内はがらんとしているので、密談にはうってつけの場所だった。

　かつて──およそ三ヶ月前まで──二人は、暗殺班に所属していた。警察組織とはまったく別に、私的に組まれた団体で、その命令系統の頂点に立っていたのはサイクス・バルヒーヨ。バルミダの英えい雄ゆうと呼ばれ、ドースの政界に幅はばを利きかせていた新進気き鋭えいの若手政治家だった。彼の手足となり、ボンダーマンらは不都合な相手を消して回っていたのである。

　ところが三ヶ月前、バルヒーヨは東番外地で発生した暴動に巻き込まれ、行方ゆくえ不明となった。その少し前には警察内の元もと締じめだったブレイナン警部が何者かに殺され、それらに伴ともないバルヒーヨとのパイプ役だったルシアン・パラドールも姿を見せなくなった。暗殺班は自然解散となり、いまや二人はただの警察官だった。ごく普ふ通つうに市中をパトロールしては、犯罪者を叩たたきのめして留置場にぶち込む、という任務をひたすらに遂すい行こうしている。

　そんな退たい屈くつな毎日のさなか、スパーキンは出会ったのだ──ヘンリエッタ・フィールディングの亡ぼう霊れいに。

　スパーキンの亡霊話を、ボンダーマンは黙だまったまま、眉一つ動かさずに聞いた。ついにスパーキンが話し終えると、

「……そうか。おまえも見たのか」

　と呟つぶやいた。

「……！　あなたも見たのですか!?」

「ああ、見たぜ、音おん符ぷ眼帯の子供をな。そうか、俺だけじゃなかったみてえだな」

　忌いま々いましげに、ボンダーマンは顔を歪ゆがめた。

　バルヒーヨが行方不明になる少し前、ボンダーマンらはある仕事をバルヒーヨから請うけ負っていた。ジョナサン・フィールディング、軍警察の警部補を殺せ、という命令である。彼は自前の正義感で活動し、バルヒーヨに小さいながらも色々な不都合をもたらした。これ以上なんかされるまえに始末しろ、と指令を受けたのだった。

　ある日の晩、ボンダーマンとスパーキンはフィールディングの自宅へと忍しのび込んだ。当番表によれば、この時フィールディングは自宅で眠ねむりこけているはずだった──が、間の悪いことに、フィールディングは現場に呼び出されており、家の中には彼の妹と弟しかいなかった。そこで二人は、代わりに二人を血祭りに上げておいたのだった。二人が侵しん入にゆう者に気づかず眠っていればほっておいたものを、顔を見られたのだから仕方がない。

　引き続き、二人はフィールディング自身も始末するつもりでいた。が、家族の変死を知ったフィールディングは、途と端たんに姿を消した。そして数日後、東番外地暴動の日に、ふらりと二人の前に姿を現した──殺人ペンチを握にぎった復ふく讐しゆう鬼きとして。

　死し闘とうが繰くり広げられた。一対二という状じよう況きようにもかかわらず、フィールディングは狂きよう戦士のごとく奮ふん闘とうし、二人を追いつめた。が、殺し合いは建築物の崩ほう落らくというアクシデントで決着が付いた。炎ほのおに包まれた建物が崩くずれ、決闘の場を瓦が礫れきの雪崩なだれで覆おおい尽つくしたのである。ボンダーマンとスパーキンはどうにか逃のがれ出たが、フィールディングは巻き込まれた。

　それでフィールディングは死に、もはや二度と復讐を果たしにやってくることはない、と二人は信じていた。ただ一点フィールディングの遺体が出てこなかったことだけは気がかりだったが。

「俺は、幽ゆう霊れいなんてものは信じねえ」ボンダーマンは言う。「だから、今度の件は、誰だれかがフィールディングの妹に似た奴やつを連れてきて、俺達を追いつめようとしているだけにすぎねえ。それ以外に考えようがあるか？　ただし、俺を精神的に追いつめるのが目的ってんなら、それなりに効果を挙げてるってのは認めなくちゃなんねえなあ」

　巨きよ漢かんのボンダーマンは、己おのれの肉体を誇こ示じするかのように自分の胸を叩いた。

「見てくれ。すっかり瘦やせちまってよお」

「…………」

　スパーキンは答えに窮きゆうした。ボンダーマンが瘦せたようには見えなかった。

「あれ以来、食事も喉のどを通らなくなっちまった。最近は一度に二人前しか食えなくなったのよ。あと睡すい眠みん不足で、一日八時間しか眠れねえ」

　随ずい分ぶん健康的な生活を送っているようで、とスパーキンは思ったが、口には出さなかった。

「……とにかく、あなたは、誰かの陰いん謀ぼうだと思っているわけですか」

「当たり前だろ？　それともおまえは、幽霊なんて非論理的なものを信じているのか？」

「いいえ、そういうわけではありません」

　スパーキンは首を振った。

　ボンダーマンは頷うなずき返す。

「だったら、論理的に考えろ。俺達にフィールディングの妹の姿を見せて、ビビらせようとしているのは一体どこのどいつなのか、ってな」

　その疑問の答えを見み出いだすのに、スパーキンは一秒もかけなかった。

「フィールディング自身……ですか」

「それ以外にいるか？　たしかに、俺もフィールディングは死んだものと思っていた。だが、実際にこの目で奴の遺体を確かく認にんしたわけじゃねえ。奴が生きているって可能性は、ゼロじゃあねえ」

「あの男が、復讐のために帰ってきた、と？　まあ──ありえない話ではありませんね」

「だろ？　というか、こんなことをする奴が他ほかにいるか？　とにかく、俺達は狙ねらわれてるんだ。隙すきを見せないようにしろよ。今の俺達には保護者はいねえ。自分の身は自分で守らなきゃならねえんだ」

「そうですね。我々はバルヒーヨ先生の命令を実行しただけだというのに、何故なぜ割を食わなければならないんだか」

　そう認めて、スパーキンはため息を吐はき出した。







　ベレムは夕ゆう闇やみの落ちた東番外地を歩き、エルバ達一同をとある建物へと案内した。

「ここは……」

　妙みような建物だった。住居でもなければ、店でもない。人がたくさん入れるよう、間口はやたらと広い。長いこと使われていないらしく、埃ほこりが多くて、ゴミも散乱している。

「なんなのさ、ここは」

　ルナが先を行くベレムに声をかける。

　ベレムは足を止めて振ふり返り、

「会ってほしい人がここにいるんだよ」

　とだけ言った。

　ベレムは下り階段を進み、地下へとエルバ達を導いた。

　広大な空間が広がっていた。明かりが無く奥までは見通せないが、空気の流れ具合からして、結構な広さのようだ。地下なのに、足あし下もとには土が固く敷しき詰つめられている。もちろん、人の気配は全くない。

「こんなところに人がいるのか？」

　ベレムの後を徒歩で追いながら、エルバが声をかける。

　ある程度進んだところで、ベレムは一いつ旦たん立ち止まった。

「そこで待っていてくれ。今、呼んでくる……」

　そう言い置いて、ゆったりとした足取りで闇の中に消えていく。

　エルバ達は待つより無かった。階段の上から吹ふき込んでくる冷たい風を受けながら。

「あー、そうだ」

　不意に、サクラが声を上げた。

「どうかした？」

「思い出しました。ここ、以前に来たことがあります……地下闘技場ですよ」

「地下闘技場？」

　エルバはオウム返しに言った──が、すぐに納なつ得とくする。なるほど、それなら土が固く敷き詰められているのも自然な話だ。

「なんでこんなところに来たことがあるの」

「事件の捜そう査さですよ。この闘技場は鉄てつ格ごう子しデスマッチが売り物でして……」

「鉄格子？」

「はい。天てん井じようから鉄の檻おりがガチャーンって降りてきて、戦う人が逃にげられないようにするんです。それがある時、鉄格子がファイターの真上に降りてきて潰つぶされた、って事件がありまして、そのことで依い頼らいを受けたことがあるんです。その時のゴタゴタでこの闘技場は潰れたと聞いてましたけど、──」

　その時。

　ガラガラと音がしたかと思うと、鉄の檻がガチャーンと降りてきた。

「…………!?」

　エルバは、咄とつ嗟さにサクラを抱だき寄せた。

　続いて、ぱっぱっぱっと照明が灯ともされる。

　突とつ然ぜんの明かりにエルバは思わず目を覆おおった。ゆっくりと手をのける──と、闘技場の全容が目に入った。

　予想外に立派なバトルフィールドだった。戦う場所だけではない、観戦用スタンドまでもが完備されている。もちろん、まったくの無人だったが。

　エルバ達はフィールド中央で、ものの見事に檻の中に閉じこめられていた。

「ちょ……なんだこりゃ！」

　エルバは檻に取り付き、両手でつかんで揺ゆらした。が、かなりの重量があるのだろう、鉄の檻はびくともしない。

「おいベレム！　てめえ何をした!?」

　正面に見える人ひと影かげに、エルバは怒いかりの声を投げつけた。

　しかし、そこにいたのはベレムではなかった。

「この闘技場の売りだった鉄の檻、まだ稼か働どうするのさ。ベレムにはレバーを下ろしてもらったのよ」

「…………!!」

　その声に、エルバは聞き覚えがあった。

　改めて目をこらす。そこにいるのはベレムではない。

　着用している黒いコートは運動に不向きなように見えて、実は不自由のない動作が可能で、かつ敵に身体からだの動きを見せないという機能を持つ。白いマフラーは一族相伝のもので、倒たおした相手の数を星の印として刻み込む。そして、爆ばく発はつでも起こしているかのような派手な髪かみ型がた。

「クルト・キングスリー……！」

　エルバがその名を呼ぶと、クルトはケタケタと笑い始めた。

「覚えていてもらって光栄だ！　エルバ・ナイトロンド、そして氷結の魔ま神じんよ！」

　まさしく、クルト・キングスリーだった。

　唯ゆい一いつ以前と異なるのは、髪が伸のびていることくらいか。前髪はより派手になり、後頭部では長ちよう髪はつをひとまとめにしている。外見の印象はやや変わった──人格的には変わりないようだが。

「僕個人としては、忘れたままだった方がよかったんだけどね」

　ルナはつまらなそうに言った。

「本当に生きているのかな？　今、この目に映っているのが幽ゆう霊れいだったらうれしいんだけど」

「そうだ！　おまえ、あの時池に落ちて死んだんじゃなかったのか!?」

　エルバの質問に、クルトは髪をかき上げつつ鼻で笑ってみせた。

「ハ！　キングスリーの人間が池に落ちた程度で死ぬものかよ！　こう見えても俺は水泳が得意でね」
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　エルバは唇くちびるを嚙かんだ。

　半年前にクルトを倒した時、エルバはクルトの死を確かく認にんはしなかった。契けい約やく者を殺すことは、八眼デイアボリツク争覇パーテイの勝利の必要条件ではないからだ。しかし今こうしてクルトが目の前に舞まい戻もどってきた、という現実と直面した以上、その時の不ふ徹てつ底ていを悔くいずにはいられない。クルトの執しゆう念ねん深い性格を考えれば、この日が来るのは予想できたのではないか？

　なによりも気になるのは、クルトの自信満々の態度だ。本来ならば、魔神との契約を失効したクルトなど、恐おそるるに足りないはずなのだ。普ふ通つうの悪魔では、逆立ちしようが何をしようが、魔神の力に太刀たち打うちできるはずがない。

　けれども、契約者だったクルトはその点について重々承知しているはずである。そのクルトが、こうしてニヤニヤしているということは──

　イヤな予感がする。

「おまえの目的はなんだ!?」

　質問を投げると、クルトは笑えみをおさえて、その下に潜ひそめていた悪意をさらけ出した。

「復ふく讐しゆう──それ以外にあるか？」

「今いま更さら僕達を倒しても、契約復活なんてありえないんだけどね」

　ルナの言葉にクルトは腕うでを一ひと振ふりした。

「八眼争覇なんざどうでもいい！　一番大事なのは、俺のプライドはおまえらによって砕くだかれたってことだ。許せねえんだよ、おまえらがこの世にのうのうと生きているってことが！」

「うるせえアホンダラ！　俺が生きていくのになんでてめえの許可がいるんだよ！　とっととここから出しやがれ！」

　びくともしないとわかっていつつも、エルバは力ちから一いつ杯ぱい鉄の檻おりを揺すった。

「おまえ、この檻ごときで魔神の力を封ふうじた気にでもなってんのか!?」

「ハ！　俺が鉄の檻ごときを頼たよりに魔神と戦うようなアホに見えるのか？　ここは闘とう技ぎ場だ、鉄の檻は闘士を追いつめるためにある」

　クルトは左手をわきわきと動かした。

　その時、エルバは初めて気がついた。クルトが左手に妙みような円盤レンズホルダーを装着していることに。

　竜りゆうの手。なんとはなしに、そう思った。全ぜん般ぱん的に色は灰色、手の平はかなり巨きよ大だいで指も爪つめも長い。あまりにも大きいので、初めのうちは服の装そう飾しよく品と思えた──が、よく見ると違ちがう。竜の手ホルダーは肘ひじまでをすっぽり覆っており、下か腕わん部には三つの目のようなものが順番に並んでいる。

　その目は、エルバにある記き憶おくを思い起こさせた。クルトの契約していた幻げん影えいの魔神、ベル・ベムのことを。彼女は常に自分の周囲に、塵ちりから生み出したジャノメチョウを舞わせていた。己おのれの目の代わりとなる蛇じやの目を羽にもった蝶ちようを。

　その蛇の目と、竜の手ホルダーの三つの目とは、なんとなく似ていた。

「この俺が、無策でおまえの前に出てくるわけがないだろう。俺はな、力を手に入れたんだよ──魔神を滅ほろぼすための力をな！」

　クルトの豪ごう語ごに、エルバはちらりとルナの表情を盗ぬすみ見た。

　ルナの表情は、困こん惑わくに包まれていた。何を言っているのか理解できない、という風に。

　クルトは握にぎった左手を持ち上げた。

「見せてやる──幻影の鬼き神しんの力をな！」

　そう言って、クルトはぱっと手を開いた。

　その手の平の真ん中に、一つの目があった。

「な……!?」

　エルバ、ルナ、サクラがともに声を上げる。

　それはまさしく、目だった。これに比べれば、腕の三つの目は偽にせ物もの、偽ぎ眼がんと見える。

　周囲の様子を窺うかがうようにその目はぎょろぎょろと動いていたが、やがてエルバ達の姿を発見して、ぴたりと視線を定める。

「な……なんだそりゃ！」

　エルバの背筋に怖おぞ気けが走る。

「見ていろ！」

　クルトはホルダーから一枚円盤を取り出し、腕の偽眼に叩たたきつけた。すると、円盤は偽眼にすっと吸い込まれる。

「ホワイトワーウルフ、召喚コンタクト！」

　円盤ホルダーそのものが、灰色の塵を放ち始めた。

　灰色の塵は意思を持つかのごとく指向性をもって空中を流れ、鉄てつ格ごう子しをすり抜ぬけて檻の内側へと入り込んできた。

「エルバ君！」

　サクラが背中からエルバを引っ張り、塵から離はなれる。

　塵は檻の内側で姿を為なし、人じん狼ろうの姿を取った。狼の頭と人間の身体からだ、体毛は真っ白。エルバが普段からよく喚よぶ悪あく魔ま、ホワイトワーウルフそのものだった。

「ど……どうなってんだ!?」

　エルバは目を疑った。

　悪魔というものは、人間なり動物なり、依より代しろをとって姿を現すものだ。ところが、今目の前にいるホワイトワーウルフは、何もないところからただ塵だけを寄せ集め、姿を現している。召しよう喚かん技術の常識から考えれば、ありえない話だった。

「驚くのはまだ早い……！」

　エルバの驚きよう愕がくの表情に満足しながら、クルトはさらにもう一枚円盤を取り出し、空いている偽眼に押し込んだ。

「ホワイトワーウルフ、召喚！」

　先ほどと全く同じ現象が発生した。灰色の霧きりが檻の中へと流れ込み、二体目のホワイトワーウルフが一体目の隣となりに発生する。

「なんてこった。どうなってるの」

　ルナも驚きを隠かくさなかった。開いている目を丸く見開く。

「どうなってるかはわからないが、次に起きることはだいたい予想がつく」

　エルバはクルトのホルダーを指さした。

「オーラン人の諺ことわざには『二度あることは三度ある』って言葉があるらしいぜ」

「その通りだ！」

　クルトは受け答えて、三枚目の円盤を最後の偽眼にはめ込んだ。三体目のホワイトワーウルフが、檻の中に現れ出る。

　気がつくと、エルバ達は三体のホワイトワーウルフに取り囲まれていた。しかも、約五メートル四方の檻の中、という閉へい鎖さ空間の中で。

「三対三だ。ちょうどいいだろう？」

　高みの見物、といった体ていでクルトは語りかける。

「てめえ、どういう──」

　クルトの態度にむかっ腹を立て、エルバは嚙かみつこうとしたが、

「エルバ！」

　ルナがエルバの胸に腕うでを突つっ込んだ。そのまま一挙に塵器ストライカーを引っ張り出す。

　塵器──魔神が持つ固有武器。これで敵を傷つけることによって魔神は敵の紋様クリプトを解かい析せきし、紋様アンチクリプト破壊ストライクを撃うち放つ。氷結の魔神の塵器の形状はサーベル、細身の刀身は薄うす紅べに色いろに輝かがやいている。

　塵器でもって、ルナはホワイトワーウルフの一体に切りつけた。剣けん先さきが人狼の胸を切り裂さき、斜ななめの浅い傷をつける。

「グギャオオッ」

　ホワイトワーウルフは吠ほえ、退いた──が、次の瞬しゆん間かん、ルナは顔を歪ゆがめた。

「……紋様クリプト防御ウオールだって!?」

「ルナ、どうしたんですか!?」

　サクラの問いかけに、ルナは小さく首をねじって答えた。

「こいつら、紋様防御を組み込まれている！　簡単に紋様クリプト解析アナライズできない！」

　薄紅色のままの刀身を見せつける。紋様解析ができているならば、この刀身は真しん紅くの色に染まるはずだというのに。

　紋様防御とは、紋様解析に対たい抗こうするための装置である。紋様を暗号化することにより、紋様のパターンを読まれにくいようにするものだ。魔神の虚きよ体たいには紋様防御が組み込まれており、また、魔神は悪魔の虚体に紋様防御を組み込むことができる──が、悪魔自身は紋様防御を行うことはできない。

　できないはずなのだ。

　しかし、ルナはホワイトワーウルフの虚体の内に、紋様防御の存在を感じ取っていた。

　攻こう撃げきを重ねれば、紋様防御を破ることはできるだろう。しかし、時間はかかる。それまで三体の悪魔の猛もう攻こうを凌しのぎきらなければならない。

「……ったく、わけのわかんねえことだらけだな！」

　エルバは頭を振ふって雑念を追い払はらった。今、まず真っ先にやるべきことは、己おのれの身を守ることだ。諸もろ々もろの疑問は、この死地を切り抜けてから考えればいい。

　両腕を掲かかげて、勢いよく振り下ろす。すると、上衣の袖そで口ぐちから鎖くさりが落ちてきて、エルバの両手に収まった。

　両りよう端たんに錘おもりがついた、細い鎖。それが、八眼デイアボリツク争覇パーテイによる命を賭かけた戦いを何度もくぐり抜け、様々な得物を試ためしてきたエルバが、たどりついた武器だった。

「せっ！」

　右手の鎖を、エルバは投げた。ワーウルフを直接に捕とらえるわけではない、あらぬ方向への投とう擲てきだったが──

　突とつ然ぜん、錘はあり得ない勢いで軌き道どうを曲げた。くるりと輪を描えがいて、ワーウルフの首の周囲にまとわりつく。

「ギャウッ!?」

　ワーウルフは驚おどろいて吠えたが、もう遅おそい。鎖はワーウルフの首を回り、一気に三体の動きを封ふうじた。

　ワーウルフ達がよく気をつければ、空気中に赤い霧が浮ういているのが見えたはずだ。それは滑なめらかなカーブを描く壁かべを形作っている。エルバはこれを要所要所に設置し、鎖の動きをコントロールしたのである。

「ルナ！」

　エルバの呼びかけに、ルナは素す早ばやく反応する。三連の突きを放ち、三体の悪あく魔まの胸をまっすぐに刺さし貫つらぬいた。人間であれば間ま違ちがいなく致ち命めい傷しようである。これだけ深い傷ならば紋様防御も意味をなさない。その証しよう拠こに、ルナのサーベルは今度こそ真紅の色に染まっていた。

「塵ちりより生まれしもの、塵へと還かえれ……！」

　ルナが常じよう套とう句くを吐はく。途と端たんに、風が渦うずを巻き始めた。風はルナのもとに吸い寄せられ、上じよう昇しよう気流を形作る。

「紋様破壊！」

　一声とともに、ルナはサーベルを振り下ろす。

　風が逆巻いた。

　赤い奔ほん流りゆうが押し寄せ、ホワイトワーウルフ達は見事に吞のみ込まれていった。荒あら波なみに虚体は砕くだけ、すり潰つぶされ、消しよう滅めつしていく。

　風が収まった時、三体の悪魔の姿はきれいさっぱり消え去っていた。

「……妙みようなもんだな」

　鎖を引き寄せながら、エルバは呟つぶやく。本来ならば、紋様破壊の嵐あらしが去った後には、紋様破壊を食くらった悪魔の召しよう喚かん主、虚体をバラバラに破は壊かいされて気絶した召喚主の姿が残るものだ。だが、ホワイトワーウルフ達は、つい先ほどまでそこにいたという証あかしを全く残していなかった。

「さあどうよ」エルバは頭をもたげ、クルトを睨にらみつけた。「どんな曲芸を使ったか知らないが、無む駄だだったな。俺達を倒たおしたかったら、ホワイトワーウルフをあと百体くらい喚よんでみせな」

「ハ！」

　しかし、クルトの余よ裕ゆうは崩くずれない。紋様破壊をブチ込んでも、クルトのところにまで逆流バツクワードダメージは届かないらしい。

　これ見よがしにクルトは左手を掲げ、

「だったら、百体喚んでやろうじゃないか！　一度には無理だがな！」

　竜りゆうの手ホルダーから灰色の塵が現れ、またもや檻おりの内でホワイトワーウルフ三体の姿を形作った。

「ゲエー！　そんなのありか！」

　エルバは思わず叫さけんだ。

「何度でも、俺は自由に悪魔を喚ぶことができる。これが幻げん影えいの鬼き神しんの力だ！　てめえらがいつか力ちから尽つきて倒れるまで、永遠に相手をしてやる。もっとも、俺はここから、おまえらの無意味な奮戦を眺ながめさせてもらうがね」

　肩かたを震ふるわせて、クルトは笑った。

　うなり声を、エルバは上げた。うなるより他ほかになかった。

　ルナの手の中にあった塵器ストライカーは、消え去っている。紋様アンチクリプト破壊ストライクを撃うてば、塵器は消えて無くなる。再び契けい約やく者が塵器を生み出せばいいのだが、体力の消しよう耗もうという代価を払う必要がある。ルナに手を突つっ込まれて塵器を引き出されるたび、エルバは魂たましいを抜ぬかれるような脱だつ力りよく感に襲おそわれる。何度も抜かれて身体からだが保もつのかどうか、非常に心こころ許もとない。

　襲いかかってくるホワイトワーウルフどもを片っ端ぱしから叩たたくのは、賢けん明めいではない。抜ばつ本ぽん的な手段を講じなければならない──まずは、この鉄の檻から脱出すること。戦うにせよ逃にげるにせよ、ここから出なければ話にならない。

「ルナ」エルバは語りかける。「おまえ、この鉄てつ格ごう子しを破壊できるか」

「破壊できるんなら、既すでにやってるよ」

　ホワイトワーウルフに視線を釘くぎづけたまま、ルナは答えた。

「私が重量級の悪魔を召喚して体当たりして、鉄格子をひっくり返すってのはどうでしょう」

　サクラが提案するが、エルバは首を振ふる。

「無理だろ。鎖くさりがぴんと張っている」

　頭上を指さし、檻を吊つる鎖を示す。鉄格子の下部は地面に触ふれているが、完全に地面に自重を預けているわけではない。大重量で押したところで、揺ゆれこそすれひっくり返りはしないだろう。

「いや、待った」ルナが口を挟はさむ。「鉄格子をひっくり返すんじゃなくて、振ふり子みたいに揺らしたら、下が浮くんじゃないか？　その瞬しゆん間かんにくぐり抜けるというのはどうかな」

「言われてみれば」エルバは認めた。「だが、ミスったら檻の直ちよく撃げきを受けて死ぬぞ」

「でも、ここで延々ホワイトワーウルフを相手し続けたところで、意味はないよ」

「やりましょう」サクラは決意を述べた。「やらないより、ましです」

　答えを待つまでもなく、サクラは眼鏡めがねを外した。オーラン人にとって眼鏡とは、悪魔から目を守るという意味合いを持つ。眼鏡を外すということは、悪魔を受け入れること──すなわち、本気を出して戦うという意志の表明だ。

「召喚コンタクト！」

　円盤レンズを目にはめ、サクラはドリルケラトプスを喚んだ。頭部に三本のドリルが生えた重量級の四足獣じゆうである。

　ホワイトワーウルフ達は早さつ速そく飛びかかってくる──が、ドリルケラトプスは頭の一振りで三体の悪魔を薙なぎ払はらった。

「ギャウアアッ!?」

　人じん狼ろう達は鉄格子に叩きつけられ、そのまま雲散した。しかし霧きり状じようになって宙を渡わたり、別の場所で再び虚きよ体たいを構成する。

　何度倒しても蘇よみがえる奴やつらなど、相手するだけ無駄だ。サクラは蘇る人狼達を無視し、

「とっかァァ──んッ!!」

　目の前の鉄格子目がけて頭から突とつ撃げきした。

　ところが──

　ガラガラガラ、と金属的な音が轟とどろいたかと思うと、鉄の檻が上がり始めた。

「なに!?」

　まず驚おどろきの声を上げたのは、クルトだった。

　降りてきた時ほどの勢いはないにせよ、鉄の檻はまっすぐに天てん井じようへと向かっていく。

　激突する対象をいきなり失ったサクラは、足を止めようとした──が、重量級の悪魔の出足がそう簡単に止まるわけがない。ドリルを回転させたまま、闘とう技ぎ場の側そく壁へきに激突する。

「きゃああッ!?」

　すさまじい粉ふん砕さい音がして、勢いよく粉ふん塵じんやら土つち煙けむりやらが飛び出した。あっという間に視界が塞ふさがる。エルバとルナは速そつ攻こうで檻の真下から逃げた。

「サクラ！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　サクラは既にドリルケラトプスを解放していた。エルバはサクラを助け起こす──が、サクラは目を回していた。予期せぬタイミングでの頭部への衝しよう撃げきで、半ば意識を失っているようだ。

　二人を守るように、ルナが矢やお面もてに立った。視界が塞がっていても、クルトの接近は足音で判別できるはずだ。耳を澄すまし、ただ待つ。

　やがて鉄の檻は天井に張り付き、止まった。側壁の崩ほう壊かいも止まり、闘技場は沈ちん黙もくに包まれる。

　その時。

　ポロロン、と場ば違ちがいな音が静かに鳴った。

　弦げんをつま弾びく音が、はっきりと聞こえる。

「これは……」

　エルバとルナは、同時に気づいた。これは、つい最近聞いたばかりの弦楽器の音だ、と。

　やがて煙が収まると──男が一人、闘技場の隅すみに姿を現していた。

「て──てめえ、何者だ！」

　先ほどまでの余よ裕ゆうはどこへやら、動どう揺ようするクルトが男に鋭するどい声を投げつける。

　クルトの言葉を受けると、男は演奏をピタリと止めて、クルトを真っ向から見返した。

「話は全すべて聞かせてもらった」

「アベル・ブルーダー！」

　エルバは叫さけんだ。

「てめえ、なんでこんなところに!?」

「悪の気配のあるところ、このアベル・ブルーダーはどこからともなく現れる。覚えておいてもらおうか」

　アベルはさらりと言ってのけた。

「誰だれだ貴様！」

　ごくもっともな質問を、クルトは口にした。

「エルバ・ナイトロンドの仲間か!?」

「違う！」

　エルバが即そく座ざに否定した。

「自己紹しよう介かいさせて頂こう。俺の名はアベル・ブルーダー、正義のしもべたるさすらいの楽師」

　エルバを無視して、アベルは名乗る。弦楽器一体型のホルダーを着けた手でクルトを指さし、

「罪なき者を罠わなにかけて殺そうとするなど、言語道断！　よって正義の裁さばきを受けろ」

　わずかの間、クルトは言葉を失った。しかし、アベルがエルバの知り合いでもなんでもなく、ただ正義感から助すけ太刀だちに入ろうとしていることを悟さとると、大声で叫んだ。

「てめえ、頭がおかしいのか!?」

　同感だ、とエルバは口に出さずに思った。このアベルとかいう野や郎ろうは、なんで立て続けに人のピンチにしゃしゃり出てくるのか。ありがたいことはありがたいが、いい気分はしない。こいつ、俺をつけまわしているのか？

　それはさておき、助かったのは間違いない。今は目を回しているサクラを抱かかえている。アベルとクルトが嚙かみ合っている間に、どうにか逃にげられればいいのだが──

「ハ！」クルトは鼻を鳴らした。「ま、おまえが何者かだなんて、どうでもいいことだ。おまえが俺の邪じや魔まをするってんなら、殺すだけよ」

　す、とクルトを守るように三体のワーウルフが進み出て、アベルと相対する。

「ホワイトワーウルフ……」

　人じん狼ろうの姿を目を細めて見つめ、アベルは指さした。

「狼おおかみの頭と人の身体からだを持つ悪魔……。全身の白い体毛は、寒冷地仕様故ゆえに発達したもの。細身ながら引き締しまった筋肉を持ち、その膂りよ力りよくから繰くり出されるかぎ爪づめと鋭い牙きばとが武器となる、三段級の悪魔。なるほど、強力な悪魔ではある。だが……悪魔の真の強さは、召しよう喚かん主の強さによって決まる。……俺は、おまえよりもうまくホワイトワーウルフを操あやつる奴やつを知ってるよ」

「なんだと!?」クルトは吠ほえる。「誰だ、それは!?」

　するとアベルは伸のばした腕うでの先で拳こぶしを握にぎり、

「……この俺だ」

　自分の胸を叩たたいた。右手でホルダーから円盤レンズを取り出すと、

「召喚コンタクト！」

　召喚宣言を行った。直後、アベルの姿はホワイトワーウルフに成り変わる。

「戯ざれ言ごとを！　一対三で勝てるとでも思うのか!?」

　クルトが腕を振ふるう。それを合図に、三体の人狼はアベルに飛びかかった。

　アベルは真横に飛んだ。

　敵ワーウルフの内一体に狙ねらいを定め、大口を開けて肩かた口ぐちに嚙みつき、嚙み裂さく。食い破られた虚きよ体たいは塵ちりに還かえり、霧む消しようする。

　さらにアベルは爪でワーウルフを切り裂いた。一気にワーウルフの姿は崩くずれ、全身が霧きりと化す。

「なるほど、大口を叩くだけはあるようだね……」

　アベルの戦いを見ながら、ルナは評価を下した。

　エルバも同感だった。ホワイトワーウルフの長所を生かした立ち回りを、アベルは行っていた。身軽さを利用して、敵に囲まれないように忙せわしく動き、攻こう撃げきを加えたらすぐ逃げる。使い方を心得ている、と認めざるを得ない。

「ホワイトワーウルフを一番うまく操れるのは俺だがな」

　ただし、エルバとしてはその一点だけは譲ゆずれなかった。

　崩ほう壊かいしたワーウルフは、しかし灰色の霧となって、アベルの背後に回り込んだ。他ほかの二体のワーウルフが正面から襲おそいかかる間に、灰色の霧は形をなし、アベルの視界の外からかぎ爪を振るう──

「後ろだ！」

　エルバは叫んだ。

　アベルはエルバの声を待たずに、背後へと腕を伸ばした。ワーウルフの腕を押さえて身体をひねり、自分の前方へと投げ出す。三体のワーウルフは抱だき合いながら地面に倒たおれた。

「……なるほど……何度倒しても蘇よみがえる、ということか」

　ワーウルフ達の常識を外れた所作に驚おどろくこともなく、アベルはただ事実を単なる事実として捉とらえて呟つぶやいた。

「ならば、さしあたりは身を引く！」

　ひょいとアベルは後方に大きく飛んだ。空中でホワイトワーウルフを解放、もとの生身をさらけ出して地面に着地する。足が触ふれた途と端たんに百八十度回転、全速力でエルバ達の方へと駆かけ出した。

「逃げるぞ！」

　あっという間にエルバのもとまで近寄ると、速度をほとんど落とさぬまま、横になっていたサクラを抱えて駆け抜ぬけていく。

「ちょ……コラてめえ！　勝手にサクラを連れて行くんじゃねえ！」

　一いつ瞬しゆん、氷結の能力逆流スピンオフで足を止めてやろうかとエルバは思ったが、

「貴様ら、逃がすか……！」

　クルトと三体のワーウルフがすぐそこまで迫せまっていた。

「おまえの相手はまた今度だ！」

　エルバは両腕の鎖くさりを振り乱し、地面を乱打した。

　地面の土がえぐれ、土つち煙けむりの幕が立ち上る。土煙が大きな壁かべ状に広がったところで、エルバは赤い霧を放った。

　赤い霧は土の細かな粒りゆう子しを捕とらえ、空中に固定していく。土の壁ができあがった──極きわめて脆もろいものの、クルトらの足を止める程度には十分な壁が。

「な……クソ！　止まれ、エルバ・ナイトロンド……！」

　突とつ然ぜんクルトの足取りが重くなった。水の中でも歩いているかのごとく、である。

　クルトは正面突破をあきらめ、壁を回り込もうとしたが、その時にはエルバ達ははるか遠くまで逃とう走そうしてしまっていた。

「……チッ！」

　舌打ちして、クルトは足を止めた。竜りゆうの手ホルダーから円盤を抜くと、三体のワーウルフは塵に戻もどり、すっと姿を消す。

「……無様なことだな！」

　その時、観客席から女性の声が飛んできた。

　クルトはすぐさま鋭するどい視線を投げた。

　そこには、タビア・ハイマットが足を組んで座り、クルトを見下ろしていた。

「……なんだ、おまえか」

　拍ひよう子し抜ぬけしたようにクルトは肩かたを落とす。

　タビアは席を立つと、闘とう技ぎ場へと飛び降りた。

「見ていたんなら、何故なぜ手を貸さない！」

　クルトは苛いら立だちを隠かくさずに怒ど鳴なったが、

「俺が一人でやるから手を出すな、と言ったのはおまえだ」

　冷静にタビアは言い返して、懐ふところから眼鏡めがねを取り出し、かけた。

「にしても、せめて鉄の檻おりが上げられるのを防ぐくらいはしてくれても良かっただろうが！」

「我々は博物館を滅ほろぼすという共通目的を持つ同志かも知れんが、仲間ではない。その種の気配りを期待するんじゃあない」

　激するクルトに、タビアは冷たく応じる。

「それに、私が気づいた時にはもう遅おそかった」

「遅かった……？」クルトはあることに気づいた。「ベレムはどうした？」

　こっちに来い、とタビアは手招きした。

　闘技場の隅すみ、闘士の入場通路の奥に、鉄の檻を上下するレバーは設置されていた。照明は闘技場の明かりがわずかに届くのみ、かなり暗い。それでも、レバーのそばに何かがぶら下がっているのは見て取れた。

　クルトは懐かい中ちゆうからマッチを取り出して火をつけて、ぶら下がっているものの正体を知り、

「……なに」

　息を吞のんだ。

　ぶら下がっているのは、ベレムその人だった。細い弦げんに首をくくられ、両足をだらりと真下に垂らしていた。




　東番外地の闇やみの中を、アベルはサクラを抱だいたままに駆け抜けた。尋じん常じようならざる足の速さだった──手ぶらであるにもかかわらず、エルバはアベルの背中に追いつくのがやっとだった。

「……何か喚よんだら？」

　エルバの横を併へい走そうするルナが提案する。正確には、ルナは走っているのではない──地面すれすれの高さを、滑すべるように飛んでいる。魔ま神じんの力の一つであり、息一つ乱すこともない。

　一方、はあはあと荒あらい息を立てているエルバは、その提案を拒きよ否ひした。

「あの野や郎ろうは生身のままで走ってるんだ。こっちだけが喚べるかよ」

　言ってから、その言葉のとげとげしさにエルバ自身が驚いた。ひどく気分が苛立っているらしい、と自覚する。その原因は、というと──

　アベルは急に進路を曲げ、路地裏へと飛び込んだ。エルバとルナも後を追って角を折れる。

　路地に入ってすぐのところで、アベルは立ち止まった。壁に背をもたれさせ、サクラを優やさしく座らせる。

「……うん……」

　まだサクラは頭がすっきりしていないようだった。やや霞かすみのかかったような瞳ひとみで、アベルを見上げる。

　アベルはサクラに笑え顔がおを向けた。

「君があんな恐おそろしげな悪魔を喚ぶとは、意外だね。無茶をしてはいけないよ──いくら悪魔が強くても、君の身体からだはお人形さんのように脆いんだ」

「…………」

　その言葉に、サクラの瞳のうちの霞は急に晴れていった。す……と、磁力に引かれるかのごとく、手を差し伸のべる。

「あ……ありがとうございます……」

　アベルはその手を力強く握にぎり返した。が、すぐに離はなすと、

「感謝の言葉などいらん。縁えんがあれば、また会おう」

　それだけ言い残して、足早に去っていった。

「ま……待って下さい！」

　サクラは引き留めの言葉を投げかける。しかし、アベルは一度たりと振ふり返ることなく、通りに出てすぐに姿を消した。

「…………」

　アベルが見えなくなった後も、サクラはじっと見つめていた──アベルの後ろ姿の幻まぼろしを。

「ひどい顔をしているねえ」

　不意に、ルナはエルバに語りかけた。

「何の話だ」

「君の顔さ。アベルのサクラちゃんに対する態度がそんなに気に入らないのかい」

「んなこたねえ！」

　エルバはムキになって否定した。

　二度にわたって、エルバは危ないところを助けられた。最初の時のそれはピンチだったとは言えないが、とにかく助かった。それは間ま違ちがいのない事実だ。

　しかし一方で、アベルに対するむかつきを抑おさえられないというのも事実だった。その原因がなんなのか、どうにもよくわからないのだが。何を目的として動いているのかさっぱりわからないという不気味さが問題なのか、あるいはルナの指し摘てきのごとく、サクラにキザなところを見せつけたのが気に入らないのか──

　当のサクラはというと、いまだに呆ぼう然ぜんとした顔つきでアベルの消えたあたりを見つめている。

「その辺にしておいたら、サクラちゃん」ルナが肩かたを叩たたく。「それ以上ぼ～っとしてたら、エルバが嫉しつ妬とに狂くるい始めるよ」

「んなこたねえっつってんだろうが！」

　エルバは声を荒らげた。

　が、サクラは聞いていなかった。

　それどころか、意外な言葉を口にした。

「……お兄ちゃん……」

　即そく座ざに睨にらみ合いを止め、エルバとルナはサクラを見下ろす。

　サクラは大きく身を乗り出した格好で、熱っぽい口調で呟つぶやいていた。

「今の人……お兄ちゃんですよ！　シローお兄ちゃんです！」

「へ……？」

　顔つきは真しん剣けんそのもの、サクラが冗じよう談だんを言っているとは思えなかった──そもそもサクラは、こんな冗談を口にするようなタチではない。

　だからこそ、エルバは困こん惑わくした。

「ちょっと待て、サクラ。君のお兄さんは十年前に死んだって、エイジが──」

「たしかに、エイジさんはそう言いました」

　きっ、とサクラはエルバの目を見つめ返し、真しん摯しな、どこまでもまっすぐな視線をぶつけた。

「でも、わかるんです──あの人、シローお兄ちゃんですよ！　間違いありません！」

　サクラは立ち上がり、路地裏から通りに飛び出した。右、左、右と見渡す──けれども、アベルの姿は既すでに消えてしまっている。

　やみくもにサクラは駆かけ出そうとした。が、すんでのところでエルバがサクラを捕つかまえる。

「だめだ、クルト達が追ってくるとも限らない！　今は博物館に戻もどるんだ……！」

　エルバの腕うでから逃のがれようとサクラはもがいたが、やがてエルバの言葉の正しさを知り、抵てい抗こうをやめた。そして、エルバを見上げた──無言のままに。

「約束、忘れちゃいない」エルバは言った。「サクラのお兄さんを一いつ緒しよに捜さがす、って約束はな。ただ……今は、テッキ達と相談しよう。手が多い方が、捜しやすい」

　その言葉に、納なつ得とくいかないという気配を見せつつも、サクラは頷うなずいた。

「……そう……そうですね。すいません、ちょっと興奮してしまって……」

「謝ることはないだろ」

　サクラを落ち着かせるべく、エルバは軽くサクラの背を叩いた。

　内心では疑問が渦うず巻まいていた──本当にアベル・ブルーダーはシロー・イシザワなのか？　という疑問が。

　だが、サクラはかすかな希望を、しかしはっきりと見み出いだしていた。
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　スパーキンは、デスクの上に静かに休きゆう暇か願を差し出した。

　直属の上司、バレス警部はまず休暇願を手に取り、中身は見ずにスパーキンを見上げた。

　もとより瘦やせている男ではあったが、今のスパーキンのやつれ方は尋じん常じようではなかった。なにやら骸がい骨こつが制服を着て歩いているようにすら見える。しかし一方で、両の目だけはギラギラと異常な光を放っていた。あたかも、己おのれを食くらおうとする肉食獣じゆうの気配を探す獣けもののようである。

　こんな姿を見せられては、バレス警部としては、休暇願を受け付けないとは言えなかった。

「一体どうしたのかね？　何か気に病やんでいることでも？」

「ま……少し、厄やつ介かいな問題を抱かかえ込んでいましてね」

　質問に、スパーキンはやや昂たかぶった声で答えた。

　バレスとしては、訝いぶからざるをえなかった。つい半月ほど前までは、スパーキンが目を引くことはなかった。人間としての感情を持ち合わせているのかどうかもよくわからない超ちよう然ぜん的な人物で、同どう僚りよう達は一定の距きよ離りをおいてつきあっていたものだ。時折皮肉を口にしてチームワークをかき乱すことはあるものの能力は十二分、信しん頼らいできる警官の一人だった。

　ところがここ半月ほどの態度はどうか。異常なまでにいらいらとして同僚と角をつきあわせること数度、業務上のケアレスミスを繰くり返すこと数度。おおよそスパーキンらしくないトラブルばかりである。少し人間的になってきた、と見る向きもあるが、トラブルに巻き込まれる側としてはたまったものではない。

　そして、日が経たつに連れ、トラブルの発生率は増加しつつある。となれば、休暇願の提出は賢けん明めいな判断ではあろう。

「期間は一週間、と」バレスは休暇願の中身を見ながら言う。「急な話だが、まあどうにかしよう。気分転てん換かんも大事なことだ。君の抱える厄介ごととやらが何なのか、尋たずねるつもりはないが……しっかり片づけることだ。我々は、君の力を必要としているのだからね」

　バレスの言葉に、スパーキンは神経質な笑え顔がおを見せた。

「一週間で十分です。一週間以内に、問題を根絶してみせますとも。なにしろ、問題を根絶できなければ……」

　少しだけ言葉を切ってから、

「……私は、呪のろい殺されることになりますのでね」

　スパーキンはそう言い、怪け訝げんな表情を浮うかべるバレスに背を向け、執しつ務む室から去っていった。

「……最後の言葉、どういう意味だと思うね」

　バレスはそばに控ひかえる部下に尋ねた。

「どういう意味かはわかりませんが……」

　部下は慎しん重ちように答えた。

「あのやつれた顔、いかにも誰だれかに呪いをかけられている風ですね」

「たしかに」

　バレスは納なつ得とくした。







「問題点を整理しよう」

　とエルバは切り出した。

　この日、博物館職員一同は、カナティックの探たん偵てい事務所に出向き、カエデ達と顔をつきあわせていた。

　先日持ち上がったばかりの「クルト復活」という問題が、妙みような雲行きを見せ始めている。しかも、問題の焦しよう点てんは一つだけではなくなってきていた。そこで、現状把は握あくを行い、意思の疎そ通つうと知識の共有化を図はかるため、会合の場を設けたのである。

「まず、クルトが生きていたというのは確定事じ項こうだ」

　エルバは車座となっている面々の顔を見回した。左手からルナ、デイジー、テッキ、ボル、カナティック（例によってフィッシュヘッドを召しよう喚かんしているが）、マロ、カエデときて、すぐ右手にはサクラがいる。それぞれ立つなりソファに座るなりして、エルバの言葉にじっと耳を傾かたむけていた。

「池に落ちて死んだはずのクルトがどうして生き延びることができたのか、気になるところではあるが、さしあたりどうでもいい」

「あの池にはヌシがいて、たまたま慈じ悲ひの心を起こしてクルトを救ったんだろうさ」

　ボルが適当な事を抜ぬかすと、マロが乗っかる。

「あの青年、エサとするにはまずそうでおじゃるからな」

「問題は、クルトが使った妙な力だ。あいつは竜りゆうの手みたいなデザインの、変な円盤レンズホルダーを使用していたけど、どうもあのホルダー自体が虚きよ体たいでできているようだ」

「ホルダーが虚体、でありますか」デイジーが言う。「そのような代しろ物もの、見たことも聞いたこともないでありますね」

　悪あく魔まは、召喚主の全身を覆おおい尽つくす格好で召喚される。身体からだの一部のみを虚体で覆い隠かくす、などということはあり得ない。あり得るとすれば、魔神の塵器ストライカーのみだ。虚こ空くうの魔神ミナ・ミグの塵器はガントレットの形状をしていたし、獄ごく炎えんの魔神ネア・ネアの塵器は砲ほうを腕うでにはめ込むというものだった。

「そこがわからん。クルトはそのホルダーのことを『幻げん影えいの鬼き神しん』と呼んでいた。鬼神ってなんなんだ」

　答えを求め、エルバは三柱の魔神に視線を投げた。

　魔神達はお互たがい顔を見合わせた。

「答えを求められても困る。鬼神なんて、知らないよ」

　代表してルナが答えた。

「……マジか？」

「マジもマジ」マロが言った。「我らは魔神であって、鬼神ではないでおじゃる」

「ああ。聞いたことねえな。というかむしろ、俺達が聞きてえくらいだぜ」

　ボルも触しよく手しゆを腕組みの形にしてみせる。

「本当かよ。あいつには、魔神と同じような力があるみたいだったぜ。悪魔に紋様クリプト防御ウオールを組み込んでいたし、悪魔を同時に複数体召喚できるってのは……能力逆流スピンオフ的、というか」

「つまり、魔神もその存在を知らない魔神がいる、と言いたいのか？」

　カエデの質問に、首を振ふったのはルナだった。

「いや、そんな話があるはずはない。僕らの父にして母たる魔王の瞳ひとみは全部で八つだ。仮に魔王様に隠し子がいたとしても、これまでの八眼デイアボリツク争覇パーテイの最中に姿を現したことはないね……少なくとも、僕の知っている範はん囲いでは」

「俺にもねえ」とボル。

「マロにもないでおじゃる」とマロ。

「そもそも、『幻影の魔神』と名前がかぶっているというのはどういうことなんでしょう？」

　サクラが問題を提起した。

「召喚主無しに悪魔を喚よぶという能力は、ベルの力に似ているとは思いますけど」

「非常にイヤな想像なのですが……」

　恐おそる恐る、という口調でテッキが発言する。

「それは、もしかして……鬼神シリーズとやらが魔神同様全部で八枚、存在するということなのですか？」

「その点については何も言えない」エルバは言った。「現状俺の知る限り、クルトの持っていたアレ以外に、妙みような悪魔はいなかった。でも……その可能性は、無視できねえな」

「少なくとも、わかったことが一つある」ルナが言った。「何なに故ゆえ、魔神との契けい約やくを失ったクルトが、魔神と契約中のエルバに復ふく讐しゆうの戦いを挑いどんできたのか、という疑問は解消した。あの鬼神とやらには、魔神と対たい抗こうしうるだけの力が潜ひそんでいる」

「少なくとも、クルトはそう思っているのだろうな」

　最後をカエデが引き取った。

「なんということでしょうか」

　テッキは頰ほおに手を当て、ため息をついた。

「現行の八眼争覇でも、最後の八人目がいまだに姿を現していないというのに、ここに来て謎なぞの勢力の登場ですか。魔王様は一体何を考えているのでしょうね」

「そうだ、ブラナはどうしてるんだ？　あの女、こっちが呼んでいない時にふらりと出てくる癖くせに。ここに来て説明しやがれってんだ」

　エルバは吐はき捨てた。が、都合良くブラナが姿を現すはずもない。

「ブラナのバーカ！」

　叫さけんでみた。

　しかし、やっぱりブラナは出てこなかった。

「……バカはおまえだ」

　カエデは冷たく突つっ込んだ。エルバは何も言い返せなかった。

「……なんにせよ、クルトの謎の能力には気をつけろ、ということだな」

「ああ……」エルバは頷うなずく。「今のところはクルト単身しか見てないが、あいつに幻影の鬼神とやらを与あたえた奴やつがいるはずだ。もしかしたら、そいつが池に落ちたクルトを救ったのかもしれねえ」

「面めん倒どうなことをしてくれたものだ、誰だれだか知らないが。とにかく、あいつは私達への復讐を実行しようとしている──その事実、わきまえておこう」

「この件は、とりあえずそういうことで」エルバは話題を変える。「もう一点、検討すべき問題がある」

「サクラちゃんのお兄さん……という話だったね」

　それまで黙だまって話を聞いていたカナティックが、口を挟はさんだ。

「本当なのか？」疑わしげな眼まな差ざしを、カエデは向けた。「エイジが言い残したじゃないか……シローは十年前に死んだ、って」

「ですけど……！」

　強い語気でサクラは言い返した。

「あの人を見たら、カエデにもすぐわかりますよ。シローお兄ちゃんだって」

「…………」

　カエデは黙り込んだ。普ふ段だんは控ひかえめ、謙けん譲じようの美徳を形にしたようなサクラが、こうも強固に自説に固こ執しゆうするとは、意外極きわまりない。

「エルバ」テッキがエルバを見る。「あなた、以前にもその……アベル・ブルーダーなる人物と接せつ触しよくしているそうですね？　その人物について知っていること、教えて頂けませんこと？」

「知っていること、といってもほとんど外見だけだが……」

　アベルとの二度の接触のことを詳しよう細さいに思い出しつつ、エルバは語り始めた。

「身長は俺といい勝負か。体型も俺と似たようなもんだから、きっと体重もいい勝負だろ」

「ありきたりなことを強調されても困ります。もう少しわかりやすい特とく徴ちようをお願いします」

　テッキは急せかす。

「今から言うって。まず、あの野や郎ろう、特とく殊しゆな円盤レンズホルダーをはめていた」

「そちらの方もですか」

「モノはまるっきり違ちがうぞ。手の甲こうから肘ひじにかけて弦げんが張ってあって、あの野郎はそれをかき鳴らしながらやってきた」

「……弦楽器一体型円盤ホルダー？」

　露ろ骨こつに怪け訝げんな表情を、テッキは見せた。

「ああ。聞いたこともない曲を鳴らしながら。きっとあいつのテーマソングなんだろう。あ、あと、胸にオーラン文字が書かれたシャツを着てたぜ」

「あれは『主人公』って読むんですよお」サクラが補足する。

「主人公シャツ……すごいセンスだな」エルバが言った。「かなりでかい目立つ文字で書いてあったな。ありゃ百メートル先からでも目立つぜ」

「まとめると……」テッキは総そう括かつした。「その、サクラの兄らしき人物は……主人公と書かれたシャツを着て、ホルダーにくっついた弦楽器をかき鳴らしている、ということですか」

　サクラは少し考え込んでから、言った。

「そういう言い方をすると、まるで私のお兄ちゃんがひどい常識外れみたいに聞こえますね」

「エルバ」テッキはエルバに視線を向ける。「たしかに、わかりやすい特徴を言って下さいとは頼たのみましたけど、わかりやすさを求めるあまり過度の誇こ張ちようをしてはいませんか」

「してねえよ」エルバは目を剝むいた。「これっぽっちも誇張してねえ。むしろソフトに語っているくらいだ」

　口頭で説明したところで、あの男の醸かもし出す妙みような雰ふん囲い気きまでは伝えられそうになかった。キザというか、妙に近寄りがたいというか、独特の世界があるというか──

「とにかく、その人は間違いなく、私のお兄ちゃんなんです」

　ぐっと両手を握にぎりしめ、サクラは力説した。

　わずかの間黙り込んでから、テッキは何かに気づいたように頭を上げた。

「そういえば、基本的な質問で悪いのですが──その方、角は生えているんですよね？」

「角？　いいや？」

　首を横に振ふってから、エルバは気がついた──アベルの頭に、角が生えていなかったという事実に。あの髪かみの長さでは、オーラン人の大角は隠かくせないだろう。

「あれ？」エルバはサクラを見る。「うっかりしてたけど、あの人角なかったじゃねえか。サクラのお兄さん、実はオーラン人じゃないってことはないだろ？」

　その質問に、答えたのはカエデだった。

「いや、シローは角が無くて正解だ。あの人は、生まれつき角がなかった」

「角がない──だって!?」

　いきなり、カナティックが腰こしを浮うかして叫んだ。不意のことに、全員がカナティックを注視する。

「あ……ああ、すまないね」カナティックは静かに腰を下ろした。「初耳だったもので。そんなオーラン人もいるのか……」

「そうなんです」とサクラ。「お兄ちゃんは、そうなんですよ」

　かつてのオーラン人、遠い遠い昔のオーラン人は、角を持たなかったのだという。悪あく魔まの闊かつ歩ぽするこの星の環かん境きように適応するため、オーラン人達は現在とは異なる科学の力をもって、自らの身体からだを悪魔に似せていくということを行ったのだとか。

「角のないオーラン人ってのも、いないわけじゃない」カエデが説明する。「角のない親から角のない子供が生まれることはあるし、たまに先祖返りを起こす者もいる。それに、この角が折れるということがないとも限らないしな」

「折れる？　それも初耳だな」

　エルバは手を伸のばし、カエデの角を撫なでてみた。表面は滑なめらかだが、極めて硬こう質しつな物質のように感じられる。

「触さわるな」カエデはエルバの手を叩たたき落とした。「骨と一いつ緒しよだ。衝しよう撃げきを受ければヒビも入るし、折れることもある。いくら我々の先祖が優すぐれた科学力を持っていたからといって、身体から鋼鉄を生やすような真似まねができたとは思えん」

「とにかく、角がないということは、むしろお兄ちゃんの可能性が高いということになるんですよ」

　と、サクラは締しめくくった。

「ま、当人に話を聞くのが手っ取り早いのでしょうね……」

　テッキはさらに言葉を続けようとしたが、不意に咳せき込んだ。

「どうした」

　エルバが声をかける。

　テッキの咳せきはなかなか止やまなかった。背を丸めてひとしきり咳き込んだ後、苦しげな表情を見せる。

「……申し訳ありません。風邪かぜの引きかけみたいでして」

「マジかよ。無理するんじゃねえぞ」

「あら」テッキは眉まゆを吊つり上げる。「心配してくれるのですか」

「当たり前だろ」エルバは即そく答とうした。「おまえがここで倒たおれたら、俺がおまえの万力を担かついで帰らなきゃならなくなるじゃねえか」

「……今すぐこの万力、一発もらいたいのですか？」

　右手の万力をもたげようとする──が、テッキはまた咳き込んだ。

「だから無理すんなって。さっさと切り上げた方が良さそうだな」

　エルバは話をまとめにかかった。

「結論を言うと、アベル・ブルーダーを捜さがし出してほしいんだ。捜し出して、『おまえはシロー・イシザワなのか』と聞く。本当にサクラの兄かどうかはわからないが──」

「きっとお兄ちゃんです」サクラが口を挟はさむ。

「ここに我が慢まんできない娘むすめさんがいる」エルバはサクラの頭に手を乗せた。「みんな、サクラのために力を貸してくれ」

「言われるまでもない」とカエデ。「シローが生きているというのならば、私も会いたい。しかし、どうやって捜せばいい？」

「エルバを襲おそう寸劇を街頭で演じてみたらどうでおじゃるかな」

　マロが提案したが、

「うまくいくわけねえだろ」エルバは速そつ攻こうで却きやつ下かした。「馬車を洗って雨を降らすことはできない、って言葉知ってるか？」

「東番外地で聞き込みすれば、案外簡単に見つかるような気はするけどね」

　ルナが言った。

「弦げん楽がつ器きホルダーと主人公シャツを合わせ持った人物ってのは、そうそんじょそこらに歩いてはいないと思う」

「ただし、クルトの件も忘れるなよ」

　エルバは注意事じ項こうを口にした。

「あいつはあいつで、俺達を狙ねらっている。はっきり言って、どこで襲われるかわからねえ。だから、魔神を伴ともなわないでの単独行動はお勧すすめできない。基本的には、俺とカエデとでアベルを捜す」

「ワタクシは抜ぬきですか」

　テッキが一歩進み出る。

「風邪をこじらせたら困る。おまえは俺達のリーダーなんだ、倒れられたら色々と困るんだよ。たまには俺に任せてくれ」

「……そうですか」

　エルバの言葉に、テッキは力を抜いたような吐と息いきを漏もらした。

「でしたら、お言葉に甘えさせて頂きましょうか……」

　と答えつつ、またも咳き込む。

「私は、お兄ちゃんを捜しますよ」

　決意のほどがにじみ出るような声で、サクラはエルバの腕うでを捕つかまえた。

　エルバとしては、サクラにはテッキの看病でもしてほしいところだった──が、強い意志をたたえた瞳ひとみでじっと見つめられては、何も言い返すことができなかった。

「じゃあ、俺と一緒に行こう。ただし、絶対にルナから離はなれるんじゃねえぜ。ルナも、──」

　声をかけようとして振ふり返ると、ルナは口元を手で多い、何か考え込むような仕草を見せていた。

「──どうした。おまえがそんな顔をするとは珍めずらしい」

「いや……その」

　ルナは手を下ろした。真しん剣けんな表情で、ボルとマロに声をかける。

「そのアベルという男──ヤミってことは考えられないか？」

「ヤミ……？」

　突とつ然ぜん飛び出した闇やみ照てらしの魔ま神じんの名に、人間達は皆みな訝いぶかしげな顔をする。

　魔神二柱は、盲もう点てんをつかれたとでも言いたげな表情を見せた。

「おお。そりゃあり得るな」とボル。

「なるほど。全然姿を現さないからすっかり忘れていたでおじゃるが」とマロ。

「待て。突然何の話だ」

　エルバの質問に、ルナは宙に視線をさまよわせた。

「その……これはあくまで可能性であって、断言はできないけど、……そのアベルなる青年は、ヤミの化けた姿かもしれない」

「それは、どういう意味ですか……？」

　ルナの言葉に、サクラがすがるような視線を投げる。

「この際だ、皆揃そろっていることだし、ヤミについて説明しておこうか。ヤミの能力逆流スピンオフについて」

「……ヤミの力とは、化けることなのですか」

　テッキが言うと、ルナは頷うなずいた。

「闇照とはすなわち、鏡のことでね。ヤミは、任意の人物の記き憶おくの中から、ある人間の存在を読み取って、その姿に成り変わることができる。任意の人物というのは誰だれでもいい──契けい約やく者でも、その他の人物でも。例えば、エルバの記憶の中からテッキちゃんの姿を読み取って、テッキちゃんの姿に変身できる、ってことだ。ヤミの化けたテッキちゃんのスペックは、全すべてエルバが認にん識しきしているそれに準じる。つまり、エルバが覚えているテッキちゃんの姿を取って、エルバが覚えているテッキちゃんの声で喋しやべり、エルバが覚えているテッキちゃんの行動様式で行動する。はっきり言って、見分けはつかない」

「……これまでに出くわしてきた魔神連中とは、随ずい分ぶん趣おもむきの異なる能力だな」

　エルバは感想を述べた。

「ってことは、俺が会ったアベル・ブルーダーなる人物は、サクラの記憶から読み取ったシローの姿をしているヤミ、って可能性があるって言いたいのか？」

「あくまで可能性として、だけど。彼がヤミだとすれば、エルバの周囲にちょろちょろと現れる理由もわかる。あいつは自分の正体を隠かくして、ターゲットを観察するのが好きなんだ」

「でも……」サクラが疑義を差し挟む。「私がお兄ちゃんと別れたのは、お兄ちゃんが十四歳の時ですよ？　アベルさんは、二十四歳だとしても不思議ではない年ねん齢れいくらいに見えましたが」

「でも、サクラちゃんの心の中には、シローお兄さんがこうなっているであろうイメージがあるんじゃないのかな？　それを取り出して姿となした、ということはあり得る」

「たしかにあの人、びっくりするほどイメージ通りの姿でしたけど……」

　サクラはうつむきかけたが、はっと息を吞のんだ。

「待って下さい。あの人、悪魔を召しよう喚かんしてましたよ？　悪魔召喚も能力のうちなんですか？」

「あ」ルナはぽっかりと口を開けた。「言われてみれば。そうか、うっかりしていたな。悪魔を喚よべるってことは、アベルは間ま違ちがいなく人間だ。……どうやら、僕の考え過ぎだったみたいだね」

「なんだよ、悪魔喚んでるってんなら、全然違うじゃねえか」とボル。

「そういうことはさっさと言うでおじゃるよ」とマロ。

「やれやれ」エルバは肩かたをすくめた。「もう一つ問題を抱かかえる羽目になるかと思ったが、どうやらそうじゃなかったみてえだな」

「いやいや、話を混乱させて悪かったね」ルナは照れ笑いしてみせた。「心おきなくアベル捜さがしに集中しようか。ま、もっとも、いつヤミが介かい入にゆうしてくるか知れたものではない、ということは忘れないでほしいけど」

「だったら、私は早さつ速そく出かけるぞ」

　カエデは襟えりを正すと、デイジーに声をかけた。

「ついて来ないか？　マーレボルジュに魂たましいを売った男どもに会ってこようと思うんだが」

「あの方ですか」デイジーの目が輝かがやいた。「なるほど、ご一いつ緒しよさせて頂くであります」

「俺達も出るか」

　サクラに声をかけつつ、エルバはテッキに目を向けた。

「おまえはさっさと帰って寝ねてな」

「……そうさせて頂きます」

　ズ、とテッキははなをすすった。

「じゃ、行きましょうか、エルバ君」

　サクラはエルバの腕を引っ張ると、勝手に探たん偵てい事務所の出口目がけて歩き始めた。

「ちょ、落ち着けよサクラ」

　引き倒たおされそうになりながら、エルバはサクラの後をついていく。

　長らくサクラを覆おおっていた憂ゆう鬱うつの黒い雲が、晴れつつある。サクラの積極的な様子に、エルバは胸をなで下ろす思いだった。

　しかし一方で、一いち抹まつの不安も感じずにはいられなかった。アベルがシローであるならば、何の問題もない。だが、そうではないとしたら？

　さしあたり、アベルがシローである事を祈いのるしかない。サクラの笑え顔がおを見ながら、エルバは切に願った。







「お嬢じようさん、本日はこのような商品を持って参りました」

　と言って、クラヴリー・ガーディアンは中身がよく見えるよう、開いたスーツケースをカエデの眼前に差し出した。

「……なんだこれは」

　鬼き気き迫せまる視線で、カエデはスーツケースの中を睨にらみつける。

　スーツケース内には、色とりどりの女性用のストッキングが、これでもかとばかりに詰つまっていた。

「ヒツジ印のストッキングでございます。冬は暖かく夏はムレず、とお客様からも高い評価を戴いただいている当社の売れ筋ナンバーワン商品なんですよ」

　満面の笑みをたたえながら、クラヴリーはセールストークを並べ立てた。

　ブルティエール二十八区のホテル（三ヶ月前、バルヒーヨが東番外地を眺ながめ下ろしていたホテルである）、一階ロビーの一角にて、カエデとデイジーは二人の男と向き合う形でソファに腰こしを下ろしていた。

　二人の男は、スーツに身を包んでいた。カエデの正面に座るのはクラヴリー・ガーディアン、今回の八眼デイアボリツク争覇パーテイにおいて虚こ空くうの魔ま神じんミナ・ミグと契けい約やくしていた男である。

　彼は元軍人だが、十年前の西部内乱時におけるオーラン人虐ぎやく殺さつ事件の責任者としてデスドレッド島に流され、かつ四ヶ月ほど前に島を脱だつ走そうしたという犯歴を持つ、立派な重罪人である。ところが今、彼はいかにも人じん畜ちく無む害がいそうなスーツ姿をしていた。白くて長い髪かみは後頭部でひとまとめにし、どういうつもりだかオーラン人的な眼鏡めがねをかけている。どこからどう見てもセールスマンであり、恐おそるべき前歴を持つ人物であるとはとうてい想像しがたい。

　デイジーの前に座っているのはリデル・ハンターチャンス、クラヴリーの付き人だ。オーラン人に伝わる実戦的伝統武術チキュウ空手の使い手で、その肉体は極限までに鍛きたえ上げられている。見るからにスーツは窮きゆう屈くつそうで、今にもシャツのボタンが千切れそうだった。

「そうじゃない」カエデは低い声で言った。「おまえは一体何をしているんだ、と聞いている」
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「見ての通り、営業でございます」

　クラヴリーは営業スマイルを浮うかべた。

「お嬢様には、この黒のストッキングなどがお似合いだと思われますが、いかがでしょう？　この通り薄うす手でに見えますけど、どんな激しい運動をしても破れない優すぐれものなんですよ」

「まじめに答えろ！」

　カエデが声を張りあげる。

　フー、とクラヴリーは息を吐はき出すと、

「私だって生きるのに必死なんだ」

　素すに戻もどって答えた。

「毎日の糧かてを得るために働いて何が悪い。少なくとも、君に責められる謂いわれはないはずだ」

「必死さはよく伝わってくる」カエデは一定の譲じよう歩ほを見せた。「だが、なんでセールスマンなんだ。よりにもよって、ストッキング売りとは。おまえは今、マーレボルジュにいるんじゃないのか、クラヴリー」

「その名で呼ぶのはよしてくれ。今の私はしがないストッキング売りのルブラン・マドレーヌさ」

　クラヴリー・ガーディアンという人物は、その経歴故ゆえ、日の下もとを堂々と歩けない身である。彼が生きて行くには、ブルティエール裏社会の支配者たるマーレボルジュを頼たよるしかなかったのだ。

「マーレボルジュ傘さん下かの組織が、全すべて犯罪に手を染めていると思っちゃいけねえな」

　口を挟はさんだのはリデルだった。

「マーレボルジュの庇ひ護ごこそ受けているが、やっていることはごくまっとうな商売、って組織が結構あるんだぜ。中には老人介かい護ごサービスを手がけているところだってある」

「老人介護？　マーレボルジュが？」

　意外極きわまりない、という顔をカエデはした。

「事実であります」

　もと警官のデイジーが言った。

「マーレボルジュというのは、本質的には商工会議所と変わらないでありますよ。参加組織に必ずしも順法精神を求めない、という点を除けば」

「順法精神を知らない企き業ぎようとは関かかわり合いたくない」

「それは一部であります。だからこそこの通り、法に従ってストッキングの訪問販はん売ばいを行っている組織もあるわけで」

　手を伸のばし、デイジーはクラヴリーを示す。

「というわけでいかがでしょう、一品？」

　クラヴリーは黒ストッキングを取り出し、カエデの手の中に押しつけた。

「……それにしたって、意外だな」

　ストッキングを受け取りながら、カエデはクラヴリーに語りかけた。

「おまえなら、もう少し腕わん力りよくにものを言わせそうな仕事についている、と思っていたが」

「私を見み損そこなってもらっては困る。色々あって今はマーレボルジュを頼る身だが、まっとうな稼か業ぎようで暮らしていきたいと思っているんだ。犯罪行こう為いで食い扶ぶ持ちを稼かせぐだなんてとんでもない。オーラン人の諺ことわざにも言うじゃないか、『身体からだは売っても心は錦にしき』ってね」

「初耳だ」

　カエデは断言した。

「じゃあ、君の一族ではそんな言い回しは廃すたれていたんだろう」

　クラヴリーはあっさりと言いぬけた。

「とにかく、男が犯罪行為に手を出していいのは、何か大切なものを守る時だけだ」

「大切なものを守る」カエデは繰くり返した。「じゃあ、おまえがデスドレッド島を脱走したのは、何を守るためだったんだ？」

　クラヴリーは言葉に詰つまった。しばし考え込んだ後、答える。

「何事にも例外はある」

「ふざっけるな！」カエデは腰を浮かした。「さっきから黙だまって話を聞いていれば次から次へと出任せを！　なるほど、セールスマンってのは案外おまえの天職かもな！」

「この年になって自分の才能に気づくとは、我ながら驚おどろきだよ」

　カエデの怒ど声せいを、クラヴリーはつかみ所のない笑え顔がおで受け止める。

　急にアホらしくなって、カエデは腰を下ろした。

「まあ、いい。今日おまえらに会いに来たのは、──」

「ストッキングのご注文でございましょうか」

「人捜さがしを頼たのみに来たんだ！」

　クラヴリーの言葉を手の一ひと振ふりでのけ、カエデは話し始めた。アベル・ブルーダーという男のこと、そしてその男がサクラの兄かもしれないということを。

「噂うわさは聞いたことあるぜ」

　話を聞き終えると、リデルが言った。

「テーマソングをかき鳴らしながらどこからともなく現れる、謎なぞのヒーローが出しゆつ没ぼつしてるとか何とか。てっきりただの噂話だと思ってたけど、本当だったのか？」

「しかもよりによって、サクラ君の兄かもしれない、とはねえ」

　口元に手を当て、クラヴリーは考え込んだ。

「委細承知した。であれば、協力させてもらおう」

「ありがとう」

　カエデは頭を下げた。が、

「ただし、条件がある。捜そう査さの手伝いをするのだから、報ほう酬しゆうは欲しいところだね」

　クラヴリーは素早く言った。

「……一時期とはいえ、一いつ緒しよに過ごした仲だろう。奉ほう仕し精神というものはないのか」

　呆あきれてカエデは呟つぶやく。

「いやいや、君から金を取るだなんて、とんでもない。ただ──」

　クラヴリーはテーブル上のスーツケースをすっと押し出した。

「こちらの商品をいくつかなりと買って頂ければ」

「ふざけるな！」

　カエデは速そつ攻こうで却きやつ下かした。スーツケースの隅すみに収まっている棒石せつ鹼けんを指さし、

「たとえ棒石鹼をサービスでつけると言っても、買わない物は買わない！」

　先回りして言った。

「棒石鹼？　ああ、これはストッキングのおまけではないよ。別件の、単発バイト用でね」

「……単発バイト用？」

　クラヴリーは棒石鹼を取り出してみせた。側面に、さりげなくマーレボルジュの文字が刻まれている。一いつ般ぱん人としてはあまり使いたくない代しろ物ものである。

「ああ。マーレボルジュの別の組織から請うけ負っていてね。その名も棒石鹼プレゼントキャンペーン」

「プレゼントなら、ストッキングにつけるんじゃないのか」

「いやいや、ターゲットが違ちがう。ストッキングは女性向けだが、棒石鹼はマーレボルジュに睨にらまれている人間が対象でね」

「……ほお。具体的には」

「莫ばく大だいな借金を背負っているのに返さない奴やつとか、業務上でマーレボルジュに大損を与あたえた奴とか」

「だいたいわかった」カエデはげっそりとした。「つまり、警告を送りつけるということか」

「もっと直接的な話だ」クラヴリーは首を振ふった。「私がターゲットのもとを訪問したとしよう。まず、私は棒石鹼でターゲットを殴なぐって、前歯を粉ふん砕さいする」

「…………」

「しかるのち、開いた前歯の隙すき間まから棒石鹼をねじ込んで、喉のど奥まで一気に押し込む。そして力ちから一いつ杯ぱい固定すること約五分。それで完かん了りよう。あとにはマーレボルジュのロゴが入った棒石鹼をくわえた死体が残ることになる。それは人々に、マーレボルジュに逆らうことは無益だと悟さとらせることだろう」

　カエデは、クラヴリーの言葉の意味をじっくりと考えた後、もう一度棒石鹼に目を向けた。

「……棒石鹼が三本ある、ということは──」

「そういうことさ」クラヴリーは言った。「他人の唾だ液えきがついたものを人様の口の中に突つっ込むのは、いかがなものかと思うんでね」

「気にするのはそこじゃないだろう！」カエデは怒鳴った。「身体は売っても心は錦じゃなかったのか!?」

「そんな言葉はない、と言ったのは君じゃないか」

「ぐう……!!」

　とうとうカエデは言葉に詰まった。クラヴリーを直接殴ろうとして手を出したが、クラヴリーは笑いつつパンチを避よけた。

「はっはっ。君は相変わらずからかいがいのある奴だなあ」

「うるさい黙だまれ！　とにかく、ストッキングなんて買わないからな！」

　半ばヤケになってカエデは言い捨てた。しかしクラヴリーはまだ食い下がる。

「ストッキングはお気に召めさない？　ではこちらの商品はいかがでしょう」

　横手に視線を投げ、リデルにもう一つのカバンを出させる。

　中から出てきたのは、眼鏡めがねと、両りよう端たんから角の生えたカチューシャだった。

「当社自じ慢まんの新製品、オーラン人変装セットでございます」

　どうよ、とばかりクラヴリーは胸を張った。

「この眼鏡と角さえあれば、どのような方でもオーラン人気分が味わえますとも」

　一式を取りだし、クラヴリーはデイジーに変装セットを装着し始めた。

「眼鏡をかけて、カチューシャを後頭部に回す形ではめて、髪かみで隠かくせば──はい、この通り」

　クラヴリーが手を離はなす。デイジーはいかにもオーラン人的な外見を獲かく得とくしていた。

「いかがです？　この変装セット、本物と全く遜そん色しよくないでしょう。ブルティエール大学との共同開発品なのですよ」

　如じよ才さいなくクラヴリーは手鏡を取り出した。デイジーは鏡をのぞき込み、角と眼鏡の具合を確かく認にんする。カエデの本物と見比べながら、

「なるほど、これは大したものでありますね」

　まんざらでもないように呟く。

「馬ば鹿か馬鹿しい」カエデは一いつ笑しように付した。「そのような子供だまし、本気で売れるとでも思っているのか？　一個でも売れたら、町中を裸はだかで走ってやる」

「三つ下さい」デイジーは言った。

「買うの!?　しかも三つ!?」

　驚きよう愕がくの表情を浮うかべるカエデを尻しり目めに、クラヴリーは胸の前で手を組んだ。

「商談成立でございます」

　それからリデルに向き直り、まじめな顔で言う。

「リデル、どうやらとてもいいものが見られそうだぞ」

「楽しみですね」

　リデルもまじめな顔で答えた。

　カエデは頭を抱かかえた。




「……なんでおじゃるかな、これは」

　ホテルの外で待機していたマロは、カエデの増えた荷物を見て言った。

　カエデは片手に、ストッキングの一杯詰つまった紙かみ袋ぶくろをぶら下げていた。町中を裸で走る行こう為いを免めん除じよする交こう換かん条件として、結局買わされたのである。

「テッキへのプレゼントだ」

　心の底からうんざりしたような顔で、カエデは答えた。

「いいではありませんか。決して無む駄だになるもので無し」

　デイジーが慰なぐさめの言葉を投げかける。

　カエデはキッと向き直ると、

「おまえもいつまでオーラン人なりきりセットを着けているつもりだ」

　と指し摘てきした。デイジーは相変わらず眼鏡かけっぱなし、角生やしっぱなしだった。

「軽いから、着けていても全然気にならないでありますよ」

　デイジーは角をこつんと叩たたいた。

「ほっほお」マロは強く興味を示した。「こいつは作り物でおじゃるか？　よくできておるな」

「はあ……。どいつもこいつも……」

　カエデは重苦しいため息をついた。しかし、嘆なげいていても始まらない。気を取り直すと、

「一いつ旦たん事務所に戻もどりたい。こんな荷物を抱えての聞き込み調査は疲つかれるだけだ」

　デイジーに声をかける。

「そうしましょう」

　答えつつ、デイジーは顔を上げる。と──

「？　なにか？」

　デイジーの表情に奇き妙みような色合いが灯ともったことに、カエデは気づいた。

　デイジーの視線はカエデ──ではなく、カエデの後方に注がれている。

　その視線を追おうとカエデが振ふり向いた瞬しゆん間かん、

「フィールディング先せん輩ぱい……！」

　デイジーは猛もう烈れつな勢いで駆かけ出した。

「うあっ!?」

　不意をつかれて、カエデは突つき倒たおされかけた。デイジーは声すらかけず、まっしぐらに走り去っていく。

「お、ちょっと待て！　どういうつもりだ!?」

　すぐさまカエデはデイジーの後を追い、マロも続く。

　デイジーは何かに憑つかれたように走り続けた。分ぶん岐き点に出るたびに立ち止まって左右に視線を投げては、いずれか一方に向かって動く。カエデは離されないようにするので精せい一いつ杯ぱいだった──ストッキングの詰まった紙袋を抱えていたので。

「デイジーの奴やつ、単独行動は控ひかえろと言っているのに──！」

　ぶつくさ言いながら、カエデはひたすらに走る。

「ま、クルト・キングスリーがデイジー殿どののことを知っているとは思えないでおじゃるがな」

　マロは付け加える。

　そのうち、ついにデイジーは立ち止まった。追いかけている目標をロストしたのか、右へ左へと何度も頭を巡めぐらせたが、ついに再び見つけることはできなかった。その場でがっくりと肩かたを落とし、そのまま肩で荒あらい息をし始める。

「おまえ、案外足速いんだな……！」

　追いついたカエデも、デイジーの隣となりで肩を上下させる。

「こう見えても、私は元警官でありますよ……体力には自信があります……」

　その言葉通り、身体からだで息をしていたのはわずかな間だった。身を起こすと、汗あせを拭ぬぐうように前まえ髪がみを跳はね上げる。

「いきなりどうしたんだ」

　カエデの問いに、

「軍警察時代の先輩を見つけました」デイジーは答える。「三ヶ月前の暴動の時に死んだと思っていたのですが、──」

「──デイジー」

　背後から声。

　びくりとして、カエデ達は同時に振り向く。

　デイジーが走って来た方向、あばら屋とおぼしき建物の壁かべの暗がりに、その男はもたれていた。

「……先輩！」

　心底驚おどろいて、デイジーは声を上げた。

　かつて、デイジーはフィールディングの制服姿しか見たことがなかった。なので、カーキ色のコートを羽織った姿というのは新しん鮮せんだった。しかし、全体的な雰ふん囲い気きはどんよりとしている。顔にのしかかるような重い表情を浮うかべているせいだ。

　その瞳ひとみには光が灯っている。暗い情念の輝かがやき、とでも呼ぶべきものが。暗がりの中にあって、強い輝きを放つその瞳は、カエデをすらたじろがせた。

「先輩、生きておられたのでありますか！」

　感極きわまったような声を、デイジーは漏もらした。

「暴動時に亡なくなった、と聞いておりましたけれども、──」

「──そうだろう」

　抑よく揚ようのない声で、フィールディングは言った。

「表向きは、そう発表するしかないだろうな」

　す、とすぐそばに立つ少女の肩を引き寄せた。年の頃ころは十二歳程度、屈くつ託たくのない明るい瞳をデイジー達に向けている。もっとも開いているのは左の目のみ、右の目は音おん符ぷの形をした妙な眼帯で塞ふさがれている。

「……そちらは？」

　デイジーが尋たずねると、フィールディングはわずかに笑えみを見せた。

「ヘンリエッタ。俺の妹だ……いつか話したことがあっただろう」

　たしかに、しばらく前に話を聞いたことがあった──フィールディングは早くに両親を亡くし、やや年の離はなれた妹と弟を抱かかえている、と。

「しかし、この三ヶ月、何をしていたのでありますか？　妹さんも三ヶ月間、どうなさっていたんで──」

　話している内に、デイジーは何かがおかしいことに気づいた。具体的に指し摘てきするのは難しいが、何かが決定的に間ま違ちがっている──そんな確信が、胸中に生まれる。

「俺の墓、見たか？　俺が死んだことになったから、誰だれかが建ててくれたらしいが」

　フィールディングは言った。

「え、ええ──」

　と答えて、デイジーは「葬そう儀ぎ」の時のことを思い出そうとした。

　フィールディングに身よりはいなかったので、彼の葬儀は軍警察が請うけ負うこととなった。彼の両親が眠ねむる場所の隣に、ジョナサン・フィールディングの墓は建てられることになったのである。葬儀は極めてシンプルなもので、参列者は少なかった。

　デイジーはその少ない参列者の一人だった。

「……はああああッ」

　驚きの声を、デイジーは漏らした。

　はっきりと思い出した。その時埋まい葬そうされたのはジョナサンだけではない。妹と弟、ヘンリエッタとトーマも埋葬されたのだ──ただし兄とは違い、二人は行方ゆくえ不明になったわけではなかった。

「ど……どういうことでありますか!?」

　デイジーは声を張り上げる。

「復ふく讐しゆう」

　フィールディングはぽつりと言った。

「今度こそ、俺は復讐を果たす。そのための力を、俺は手に入れた」

　ぽん、とヘンリエッタの頭に手を置く。

「俺の身に何が起きたのか、知りたかったら、軍警察で調べてみることだ……ヘンリエッタ・フィールディングについて。面おも白しろい答えが見つかるだろう」

　フィールディングは壁から離れると、

「行くぞ、ヘンリエッタ」

　ヘンリエッタの手を取り直した。

「は～い」

　ヘンリエッタは素す直なおに答え、そのまま手を引かれる。

　フィールディングはデイジーに背を向け、そのまま立ち去っていった。

　呼び止めようと思えば、呼び止められただろう。だが、デイジーには呼び止めることができなかった。ただ黙だまって、フィールディングを見送るしかなかった。
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「彼が……フィールディングか」

　カエデが呟つぶやく。

「生きていたというのなら、テッキに教えてやれば──」

「カエデさん」デイジーはカエデを見た。「今から軍警察に行きたいと思います。ついてきて頂けますか」

　必死な訴うつたえかけに、カエデとしては頷うなずくよりなかった。

「ああ……でも、何のために」

「先せん輩ぱいに言われた通り、過去の事件記録を調べるでありますよ。知り合いがいますから、どうにかなるでしょう」

　それだけ言うと、デイジーはきびすを返し、早足で歩き始めた。







「マグマガーゴイル……」

　マグマガーゴイルを指さしながら、アベルは語り始めた。

「表皮は溶よう岩がんのように硬かたく、その亀き裂れつの内側で赤い血の輝かがやきを放つ四段級の悪あく魔ま。その翼つばさでどこまでも高く空を飛び、そのかぎ爪づめは肉を容易に切り裂さくと言われる。なるほど、強力な悪魔ではある。だが……悪魔の真の強さは、召しよう喚かん主の強さによって決まる。……俺は、おまえよりもうまくマグマガーゴイルを操あやつる奴やつを知ってるよ」

「なんだと!?」マグマガーゴイルは叫さけぶ。「誰だ、それは!?」

　するとアベルは伸のばした腕うでの先で拳こぶしを握にぎり、

「……この俺だ」

　自分の胸を叩たたいた。

「やれやれ。こりゃまた、随ずい分ぶんあっさり見つかったもんだな」

　アベルとマグマガーゴイル、二人のやりとりを傍ぼう観かんしながら、エルバは言った。

　場所は東番外地、陥かん没ぼつの地にほど近い道のど真ん中。日の輝く昼下がりにあって、人通りはほとんど無い。今から大暴れして下さい、とあつらえてもらったかのごとくである。

　エルバとルナ、そしてサクラは、東番外地での聞き込み調査に取り組んでいた。

　アベル・ブルーダーの噂うわさは、そこかしこで聞かれた。それもそのはず、トラブルが起きると見るや謎なぞの弦げん楽がつ器きをかき鳴らしながら弱者の側に助すけ太刀だちをするのである、そう簡単に忘れられるはずがない。どうやらアベルはあちらこちらでそのような真似まねをしているらしい。あそこで見た、ここで見た、と目もく撃げき情報は引きも切らなかった。

　こりゃ、東番外地をブラブラしているだけで遭そう遇ぐうできるんじゃねえか──と思い始めていた頃ころ、エルバ達はトラブルに遭遇したのだった。

　マグマガーゴイルの足あし下もとに倒たおれていた少年が、素早く立ち上がると、エルバ達の方に逃にげてきた。そのまま通り過ぎようとするが、

「ちょっと待った」

　エルバは少年の肩かたを押さえた。

「なんだよ！」

　少年は睨にらみ返す──が、エルバの顔に気がつくと、

「……あ、いつぞの兄ちゃんか」

「やっぱりな」

　エルバは頷いた。三ヶ月ほど前に出くわした、パン泥どろ棒ぼうの少年だった。

「おまえもつくづく運が悪いな。今度は何をしたんだ」

「何もしてねえよ！」嚙かみつくような声で少年は言い返す。「ちょっと、あの野や郎ろうとぶつかっただけだよ。そしたらあの野郎、『俺の財さい布ふをスりやがったな！』とか言い出して。俺は財布をスる技術なんてないってのに」

　そして、腫はれている頰ほおを撫なでた。思い切り殴なぐられたかしたらしい。

「それで、アベルが割り込んできたというわけかな」

　アベルらの様子を注視したまま、ルナは言った。

「取り込み中の様子だし、とりあえずは傍観させてもらおうか」

「そうすっか」

　エルバは同意し、少年の肩を離はなす。

「あ、手当てした方が……」

　サクラは声をかけたが、少年はそれを無視して走り去ってしまった。

「……怪け我が、大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか」

「人間の回復能力をなめちゃいけねえな。特にこんなところに住んでいる子供なら、骨折もツバ塗ぬるだけで治してしまうだろうさ」

　と言いつつ、エルバはアベルの挙動を注視する。

「……召喚コンタクト！」

　アベルはマグマガーゴイルを召喚した。二体の鳥型の獣けものが、十分な間合いを取ってにらみ合う格好になる──と思いきや、

「せっ！」

　いきなりアベルが仕し掛かけた。地を蹴けって一直線に距きよ離りを詰つめ、かぎ爪で殴りかかる。

　マグマガーゴイルもかぎ爪を上げ、防ごうとしたが──アベルは強ごう引いんにそのガードを粉ふん砕さい、深く虚きよ体たいを引き裂いた。

「ぐうっ……!?」

　マグマガーゴイルは悲鳴を上げた。この一いち撃げきで、相手に敵かなわないことを悟さとったのだろう。翼をはためかせると、空へ飛んで逃げようとした。

「逃がすか！」

　しかし、アベルはそれを予測していた。素す早ばやく腕を伸ばすとマグマガーゴイルの足を捕つかまえて、

「のりゃあッ」

　力ちから一いつ杯ぱい地面に叩きつけた。

「ブゲッ」

　引きずられ、無様な格好でマグマガーゴイルは地面に叩きつけられる。

　アベルはマグマガーゴイルを担かつぎ上げ、もう一度地面に叩きつける。反動を利用して反対側へさらに一回。

　マグマガーゴイルが抵てい抗こうを見せなくなったところで、アベルは手を離した。するとマグマガーゴイルの虚体は塵ちりに戻もどっていき、中から気絶した召喚主、顔に刀傷を持つ男の姿が現れる。

「……フッ」

　一息ついて、アベルは悪あく魔まを解放した。それから足を大きく振ふり上げると、刀傷の男を全力で蹴飛ばす。

「おい」エルバは声を上げた。「気絶した相手に、何をしている」

「気絶しているかどうか、確かめるためだ」

　くるりと振り向いて、アベルはエルバを見た。エルバ達が観客をしていたことを、早いうちから気づいていたらしく、その声、表情に驚おどろきの色はない。

「こいつは、自分よりもはるかに弱い子供をいじめていた。一発蹴られたくらいで、文句を言えた義理か」

　と言いつつ、もう一発蹴りを叩たたき込む。その目に宿っているのは、純じゆん粋すいな怒いかりの色だ。

「そりゃま、俺もそいつに義理なんてねえけどよ」

　釈しやく然ぜんとしないものを感じつつ、エルバは答えた。自然と売り言葉に買い言葉、的調子になる。

「エルバ君」サクラがエルバの袖そでを引っ張る。「落ち着いて下さいってば」

「わかってる」

　サクラの肩を軽く叩いて、エルバは一歩進み出た。

「今日は、おまえに用事があって来た」

「用事？」

　ジャーン、とアベルは弦げんをつま弾びいた。

「ああ……言わなければならないことがある」

　エルバは自分の胸を叩くと、断言した。

「ホワイトワーウルフを一番うまく操あやつれるのはこの俺だ！」

　がくり、とサクラとルナは同時にこけた。

「エルバ君、いきなり何言い出すんですか!?」

「というか、そんなことを根に持っていたのかい」

　二人は口々に言うが、エルバは敢あえて無視し、アベルに挑ちよう戦せん的な視線を投げた。

「この間は助けてもらった。礼を言う。ただし、おまえがホワイトワーウルフを一番うまく操る、って言葉だけは受け入れられねえな」

「ははあ。面おも白しろい」

　アベルはまた弦をひっかいた。

「ならば、それをどう証明してみせるんだ？」

「決まっている」

　エルバはホルダーから円盤レンズを取り出した。割って両目にはめ込み、

「召喚！」

　ホワイトワーウルフを喚よぶ。

「ちょ……エルバ君!?」

　サクラが叫さけぶ。

「大だい丈じよう夫ぶ、目的は忘れていない。ただ、これだけはやらせてもらう」

　許しを乞こうように、エルバはサクラに言った。

「魔神の力は無使用、自分の力だけで戦う。ルナ、手を出すなよ」

「もとよりそのつもり。好きなようにすればいいさ」

　やれやれ、とルナは首を横に振る。

「いいだろう。召喚コンタクト！」

　応じて、アベルも円盤を取り出し、ホワイトワーウルフを喚び出した。

「こちらが宣言した以上、挑戦から逃にげるわけにはいかないな」

　かくして、二体のホワイトワーウルフは対たい峙じした。

「エルバ君！　やめてくださいよ！」

　背中からのサクラの声に、エルバはわずかな罪悪感を抱いだきはしたが、しかし引くつもりはなかった。

　どうしても、これはやっておきたかった。一体何が自分をかき立てるのか、エルバ自身もよくわかっていなかったが。

　これを解消する手っ取り早い方法は、一度ぶつかってみることだ。

「……いくぜ！」

　まずは、エルバが仕し掛かけた。地を蹴けってまっすぐに飛びかかり、爪つめによる一いち撃げきを繰くり出す。

「来い……！」

　しかしアベルは冷静に対応し、するりと爪をかわしてエルバの横手に回る。

　かかったな、とエルバは内心でほくそ笑えむ。爪の攻こう撃げきはあくまでフェイント、本命は致ち命めい的てき部位への嚙かみつきである。牙きばを食い込ませて敵を一気に押し倒たおす、というのがエルバの得意戦術だ。エルバは大口を開いて、アベルの首筋へと牙を剝むき──

「グガッ!?」

　悲鳴を上げたのはエルバの方だった。

　牙が首筋に届くより早く、アベルは拳こぶしを突つき出していた──まるで、エルバの嚙みつき攻撃を予期していたかのごとく。

　逆流バツクワードが発生し、エルバの歯に猛もう烈れつな痛みが走った。思わず身を引く。

「せいぃっ」

　さらにアベルは、逆の手を鞭むちのごとくしならせ、エルバの顔を打った。ぐらりとよろめいて、エルバは尻しりもちをつく。

「……くそッ！」

　すぐにダメージから立ち直り、エルバは半ば這はいながらアベルに接近、今度は地面に引きずり倒そうとした。

「遅おそい遅い！」

　アベルは反応して、キックでエルバを迎げい撃げきする。

「ヌグッ」

　エルバは蹴りをもろに食くらった──が、アベルの足そのものを抱きかかえることに成功した。身体からだを思い切りねじると、

「うぬッ!?」

　さしものアベルも巻き込まれ、引き倒された。

「これでどうよ!?」

　エルバは馬乗りになろうとした。けれどもアベルは勢いを止めようとすることなく、逆に勢いに乗った。巻き込まれながら回転し、逆にエルバの上に乗る。

「……野や郎ろう！」

　となると、エルバも勢いに乗ってさらに回転するしかなかった。

　二体のホワイトワーウルフは上になったり下になったり、勢いのままに回転し続けた。無人の荒こう野やであれば永遠に転がり続けたことだろうが、ここは東番外地。二体はやがて衝しよう突とつ音を立てて壁かべにぶつかり、停止する。

　上に乗っていたのは──アベルだった。

「はああああっ」

　気合いの声を上げ、アベルはエルバの顔面を殴なぐろうとする。しかし、

「…………!?」

　エルバの鼻先で、アベルの爪は止まった──赤い霧きりに包まれて。

　氷結の能力逆流スピンオフだった。

「手を出すなと言ったはずだ、ルナ！」

　怒ど声せいとともに振ふり向くエルバ。

　ルナは、今すぐに逃げようという格好で、足をひょいひょいと持ち上げ足あし踏ぶみしていた。

「そうも言ってられないよ！」

　あらぬ方向を指さす。その先には──走って近づいてくる、二人組の警官の姿があった。

「そこ！　往来で何をしている!?」

「うわ。軍警察か！」

　さすがに、手を止めた。

「普ふ段だんはここまで入ってこないくせに、こんな時に限って……！」

「どうやら、休戦だな」

　上になっているアベルが言う。

　残念ながら、そうするしかないようだった。

　エルバは身体をしならせると、アベルを跳はね上げる。手を借りずに、エルバは自力で立ち上がった。

「逃にげるぞ。ただし、勝手にどこかへ行くなよ？　話したいことがある」

「まだなにかあるのか」

　うんざりとした声でアベルは答える。

「今度は悪あく魔まの話じゃない。とにかく逃げるぞ」

「そうしよう」

　二人は一目散に逃げ出した。




「……どこに行った!?」

「こっち行くぞ！」

　二人の警官はすぐに目標を見失い、勘かんを頼たよりに進路を決定、辻つじの奥へと走り去っていった。

「……行ったか」

　と言いつつ、エルバが辻の隅すみの物もの陰かげから頭を出す。

　引き続き、アベルがその隣となりから歩み出た。

「そのようだ」

「……エルバ君」

　少し遅おくれて、サクラとルナがエルバ達に歩いて追いついてきた。

「何をやっているんですかあ……」

　恨うらめしげな視線で、サクラはエルバを突つき刺さした。

「悪い」エルバは謝った。

「で」アベルはエルバに向き直る。「用事というのはなんなんだ」

　やっと、事実を確かめる時が来た。エルバは一いつ拍ぱく間を置いてから、言った。

「あんたの来歴について聞きたいんだ、シロー・イシザワ」

「なに」

　その名を聞くと、アベルは目に見えて動どう揺ようした。言葉を失い、思わず一歩退く。

「どうやら、図星のようだな」

　エルバが言うと、サクラの顔がぱあっと明るくなっていった。

　目を大きく見開いた表情のまま、アベルは長いこと固まっていた。どう返答したものか、必死に頭を回転させていたのだろう──が、やがて心を決めたように一息つくと、

「ああ……たしかに、俺の昔の名はシロー・イシザワだが」

　と答えた。

「オーラン人だな」

「まあな」

　言って、アベル──シローは側頭部の髪かみをかき上げる。その下に、切り株のようなものが見えた。未発達の角である。

「だが、なんでおまえがその名を知っている」

　油断ない視線をエルバにはりつけながら、シローは聞き返した。

「十年間、おまえを捜さがしていた人間がいるんだよ」

　と言いつつ、エルバはサクラの肩かたを引き寄せた。

「サクラです、お兄ちゃん……！」

　祈いのるような瞳ひとみを、サクラは兄に向ける。

「サクラだって？」

　一方、シローの顔は困こん惑わくに包まれた。

「まさか、サクラは十年前に死んだはず……じゃ……」

　拒きよ絶ぜつするようなことを言うが、しかしその語調は徐じよ々じよに弱くなり、消えていく。サクラの様子に、十年前の妹の面おも影かげを見み出いだしたのだろう。困惑の表情は驚おどろきの表情へと変わる。

「バカな。じゃあ、この十年間、一体どこで暮らしていたっていうんだ」

「博物館です」サクラは答えた。「ブルティエールの八十八区にバベルハイズ自然史博物館という館やかたがあるのをご存じじゃないですか？　虐ぎやく殺さつ事件のあと、私はそこに引き取られて、育てられたんです」

「博物館!?　博物館だと……!?」

　顔に手を当て、シローはよろめいた。

　おや、とエルバは思った。シローは多大なショックを受けているように見えた──シローという名を呼ばれた時以上のショックを。何なに故ゆえ、博物館という単語にそんなにショックを受けるのか？

「大だい丈じよう夫ぶか」

　エルバは声をかけてみた。

「いや……なんでもない……」

　そう答えて、シローは立ち直った。

「……そうか。そうか、本当にサクラなんだな……？」

「はい、サクラです。ずっと会いたかったです、お兄ちゃん……！」

　自然と進み出て、サクラはシローの胸の中に飛び込んだ。

　シローはそれを受け止め、サクラの背中に手を回す。

　兄と妹、十年ぶりの再会の時だった。

　水を差すのはヤボだ、とエルバは数歩引き下がる。

「おまえも引っ込め」

　小声で言いつつ、ルナの襟えり首くびを思い切り引っ張る。

「うわ、いきなりなにするの」

「シーッ」エルバは唇くちびるに指を当てた。「少し黙だまってろ。感動の再会シーンじゃねえか」

「はいはい」

　答えつつ、ルナはエルバの顔を見る。

「感動のシーンの割には、随ずい分ぶん怖こわい顔してるじゃない」

「誰だれがだよ」

「君がさ」

　ルナはエルバを指さした。

「…………」

　エルバは黙り込んだ。

　す、とサクラはシローの胸から離はなれ、顔を見上げる。

「本当に、ここにいるんですね……？　お兄ちゃん」

「ああ、そうだ、サクラ」

　力強く答え、シローはサクラの両肩を叩たたく。

「ま、こんなところで立ち話をするのもなんだ」

　エルバは口を挟はさんだ。

「どこか落ち着ける場所に行かないか？　なんなら、博物館に戻もどって、──」

　発言の途と中ちゆう、突とつ然ぜん空から何かが落ちてきた。

「危ない！」

　シローはサクラを引っ張り、落下物からかばった。

　わずかに遅おくれて、ガスンガスン、と硬こう質しつな物体が地面に激突する。その数は二個、いずれも人間大のサイズ。直ちよく撃げきを受けていたら軽傷ではすまないというところだったが──

「な……なんだこりゃ!?」

　エルバは声を張り上げた。

　人間大の何か、ではない。

　人間だった。

　警官が二人──ついさっき、エルバ達を追いかけた警官達だ──氷ひよう塊かいに包まれていた。

「せぃやぁぁぁぁ──ッ!!」

　続けて、頭上からの奇き声せい。

　見上げれば、すぐそこに何者かが迫せまっていた。

「なにぃ!?」

　全力でエルバは地を蹴けった。

　一いつ瞬しゆん遅れて、襲しゆう撃げき者が地面に激突する。地面が抉えぐれ、土つち煙けむりが立ち上った。

「誰だ……!?」

　土煙が消え、視界が晴れると、襲撃者の姿が露あらわになった。

　襲撃者は戟げきを両手に握にぎり、その刃は先さきを地面へと突つき立てていた。刃先を抜ぬくと、くるりと回して肩に担かつぎ直す。

「久しぶりだな、エルバ・ナイトロンド……！」

　そこにいたのは──タビア・ハイマットだった。

　──いや、見た目はタビア・ハイマットだが、雰ふん囲い気きが、そして声こわ音ねがまるで異なる。依い頼らい人として博物館にやってきたタビアは高い声の持ち主だったが、今のタビアは底に響ひびくような低い声を放っている。そもそも、今着ているポンチョは──

　着地のショックで、髪かみの毛がずれていた。タビアはカツラに手をかけ、ぱっと放ほうり投げた。

「おまえ……」

　その姿に、エルバは覚えがあった。頭から角の生えた、オーラン人の少女には。

　身体からだの線を全すべて隠かくすポンチョは揺ゆれるたびにじゃらじゃらと金属的な音を立てた。まるで内側に鎖くさり帷子かたびらでも仕込んでいるかのごとく。

　しかしその正体は鎖ではない──無数のフォークのはずだ。

「ランコ・スーパーフォーク！」

　エルバがその名を叫さけぶと、少女──ランコはにやりと笑って、懐ふところから眼鏡めがねを取り出してかけた。

「地じ獄ごくから舞まい戻ってきたぞ……！」

　担いでいた戟を振ふり、その刃先をエルバに向ける。

「あらら。クルトの次はランコさんか。千客万ばん来らいだねえ」

　さも面おも白しろそうにルナが呟つぶやいた。

　ランコ・スーパーフォーク、以前は連れん邦ぽう税務局徴ちよう税ぜい課か実戦徴税係に所属し、税騎き士しの称しよう号ごうを背負っていた少女。三ヶ月前、博物館の脱だつ税ぜい騒そう動どうの際にエルバ達に挑いどみかかり、エルバ達を博物館から追い出したという実績を持つ。

　その後エルバ達は反はん攻こうを仕し掛かけて、税騎士達を潰かい滅めつさせた。その後の税騎士達がどうなったのか、エルバは知らない。が、彼女らが生き延びているとすれば、自分の顔に泥どろを塗ぬった博物館の面々に恨うらみを抱いだいているだろう、ということは容易に想像できる。

「まさか、ホタルとツバキもいるのか……!?」

　残り二人の税騎士の名をエルバは呼ぶ。

「さてね」

　ランコは首を左右に振った。

「話す義務はない。大切なのは、私は三ヶ月前の屈くつ辱じよくを晴らすためにここに来たということだ……！」

　前に戦った時とは別物の戟を、ランコは握っていた。

　以前は禍まが々まがしいフォーク、とでも形容すべき金属製の刃先がついた戟だった。今も禍々しいフォークという形状は変わらないが、材質が違ちがう。半はん透とう明めいのキラキラと輝かがやく無色の何かを、刃やいばとしていた。水すい晶しようのような、氷のような──

「……氷……!?」

　ハッと気づいて、エルバは警官に視線を投げた。彼らを包み込んでいるのも、半透明の氷。

「気づいたか？」ランコが言う。「おまえらに復ふく讐しゆうを果たすため、新たなる武器を手に入れたのだ──『氷結の鬼き神しん』というナイスフォークをな！」

　戟の先、刃先の内側で、目が開いた。単眼がきょろきょろと動き、エルバの姿を捉とらえる。

「鬼神だと……!?」

「その通り……！」

　辻つじの奥から、クルトの声が割り込んできた。

　振り向けば、「幻げん影えいの鬼神」を左手にはめたクルトが、右手にはカタナを握り、静かな歩調で近づいてきていた。

「おまえら……手を組んでいるのか！」

　両者に交こう互ごに視線を投げながら、エルバは叫ぶ。

「『セブンデイズ・デモニアクス』……」

　クルトは余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべていた。

「それが俺達のチーム名だ。参加条件は二つ、鬼神を扱あつかえるだけの力を備えていること、そして魔ま神じんを滅ほろぼす意志のあること」

　刀の刃先を、クルトはルナに向けた。

「鬼神の力をもって魔神を滅ぼす。そして、過去の屈辱を晴らして復讐を果たす。それが俺達の目的だ……！」

「魔神を滅ぼす？」

　一つの目をぎょろりと動かし、ルナはクルトを睨にらんだ。

「随ずい分ぶん、その鬼神とやらに信しん頼らいを置いているようだけど……一体どこのどいつが、そんなものを作ったんだい？　君達に鬼神の力を与あたえたのは誰だれなんだ？」

　問いかけに、しかしクルトは鼻で笑って答えた。

「答える義務はないな。聞きたければ、俺達を倒たおして、力ずくで喋しやべらせることだ」

「だったら、そうする」

　退くことなくエルバは言い返した。それからシローに対し、

「少し下がっていてくれ。ここは俺が引き受ける」

　手で押し下げるジェスチャーを取る。

　ところが、シローは逆に一歩進み出た。

「いや、傍ぼう観かんするわけにはいかない。正義のしもべとしては」

「おいおい、こいつは、今まであんたが戦ってきた敵とは違うんだぜ」

　エルバは言い返したが、シローも引かない。

「その程度のことは心得ている。……そっちの」

　ルナに視線を向けると、ぽつりと指し摘てきした。

「魔神なんだろ？」

「ム」

　ルナは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。

「……何故なぜ、知っているのかな」

「十年の間、色々な場所を旅してきた。魔王と魔神、そして八眼デイアボリツク争覇パーテイのことは、人づてに聞いて知っている」

[image: ]

「……へえ……」

　エルバは声を漏もらした。

　不自然な話ではない。直接八眼争覇に参加していなくとも、八眼争覇について知っているということはあり得る。例えば、サクラは八眼争覇について知っているではないか──契けい約やく者でないにもかかわらず。

　シローが過去に魔神の契約者と接せつ触しよくを持っていたとしても、不思議はない。

「だったら、話は早い」エルバは心を決めた。「あいつら二人は、魔神に匹ひつ敵てきする力を持っているそうだ。それでも戦うって言うんだな」

「承知している。今いま更さら前言を翻ひるがえすつもりはない」

　無言で頷うなずき、エルバはクルトらに向き合った。戦力が増えるというのなら、心強い。

「エルバ君……お兄ちゃん……」

　一人、サクラは不安をたたえた瞳ひとみで二人を見上げる。

「サクラは下がっていてくれ。負けるつもりはないが、いざという時は、テッキやカエデに情報を伝えてもらわなきゃならない」

　エルバはそう指示し、

「サクラ、おまえは俺が守ってみせる」

　シローはそう宣言した。

「…………」

　こくりと頷いて、サクラは後ろ向きに引き下がった。

　シローの物言いに、エルバはまたしても心穏おだやかならざるものを感じた──が、今はそれを言い立てる時ではない。クルト達に向き直って、

「……さて」と切り出す。「ここには、俺の動きを封ふうじる檻おりはねえぜ。てめえの能力が割れた以上、なんら恐おそれる事はない」

　ひょいと腕うでを一ひと振ふりする──と、両腕から錘おもりのついた鎖くさりが落ちる。

「ハ！　俺の能力が割れただと!?」

　けれども、クルトは余よ裕ゆうの体ていを崩くずさなかった。むしろますます自信の程ほどをあふれさせ、

「俺の力──幻げん影えいの鬼き神しんの真の力、俺はまだ使っちゃいないぜ」

　力強く言い切った。

「……なんだと？」

「見せてやる、真の力をな……！」

　エルバの驚おどろきの顔を見ながら、クルトは竜りゆうの手ホルダーから円盤レンズを一枚取り出した。

「深遠なる青海の王、ディープクラーケン！」

　宣言して、クルトはホルダーの目──偽ぎ眼がんの方ではなく、手の平の大きな目の方──に円盤をセットした。するとその目がぎょろりと動いた──円盤を目の奥へ吞のみ込むかのごとく。

　クラーケンが喚よび出される──と思いきや、クルトの周囲の塵ちりは何の反応も示さなかった。それが想定通りであるかのごとく、クルトは次のアクションを取る。

「灼しやく熱ねつの地じ獄ごくの番犬、ヘルハウンド！」

　次の一枚を取り出し、またもセットする。

「大空を翔かける紅ぐ蓮れんの翼つばさ、フェニックス！」

　三枚目をセットすると、クルトは空に向けて左手を伸のばした。

　手の平の目の直下が、ぱくりと開く。

　牙きばの生えた口だった。その口の奥で、光が蠢うごめいている。

　エルバは直感した──それは塵が召しよう喚かん命令に反応した時に見せる光だ、と。

「貴様を冥めい府ふへ誘さそう悪あく魔まはこいつだ──!!」

　クルトの宣言に合わせ、ホルダーの口はガッと大口を開く。

　途と端たん、閃せん光こうが放たれた。

　正確には、光を放つ塵だった。口から飛び出した光は三条に分かれ、螺ら旋せんを描えがきながら空を飛ぶ。やがて三条の輝かがやきは絡からみ合い、空中でぶつかり合って、よりまばゆい輝きを放つ。

「なんだ……!?」

　エルバもアベルも、思わず手を目の上にかざした。指の隙すき間まから、その輝きを見つめる。

　輝きはやがて、形をなし始めた──召喚された悪魔が虚きよ体たいを構築するかのように。

　しかしその形は、エルバの知るどの悪魔とも異なっていた。

「これは……！」

　アベルも驚きの言葉を漏らす。

　やがて光は消え去り、召喚された悪魔は白日の下もとにその姿を晒さらした。

　ヘルハウンドの亜あ種しゆか何かか、とエルバは一瞬思った。その悪魔の頭は、ヘルハウンドのそれに思われたからだ。しかし、その下半身にあるべき四足はなく、代わりに無数の触しよく手しゆが生えている──ディープクラーケンの触手が。

　そして、背にはフェニックスの輝く羽が生えている。

　犬の頭、大クラゲの触手、そして鳥の翼──その三つが渾こん然ぜん一体となった、奇き怪かいな巨きよ獣じゆうが喚び出されていた。

「これが幻影の鬼神の真の力、融合トライ召喚コンタクトだ……！」

　クルトが高らかに宣言する。

　彼の声に合わせるかのように、異形の悪魔は高らかな雄お叫たけびを上げた。
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「それにしてもその角、どうしたの？　コ・クラスト」

　来客用カウンター越ごしに、テクラは聞いてきた。

「半ば逃にげるように軍警察を辞やめた身なので、変装しているのでありますよ」

　周囲の目線を気にしながら、デイジーは小声で言った。

　フィールディングとの接せつ触しよく後、デイジーはカエデを伴ともない、軍警察の公文書館に駆かけつけていた。そこで軍警察時代の先せん輩ぱいテクラを発見、ヘンリエッタ・フィールディングの情報について、何か記録があったら教えてほしいと頼たのみ込んだのである。

「気にすることはないわよ。誰だれもあなたのことを怒おこってないって。それより、戻もどってくる気はないの？」

「今のところは」デイジーは首を横に振ふる。「就職先を見つけたので、食うには困ってないであります」

「ふうん。その変装って、就職先と関係あるの？」

　デイジーは少し考えてから答えた。

「あるといえばあるであります」

　頷うなずいて、テクラはデイジーの角とカエデの角を交こう互ごに見た。

「そうなの。それにしてもリアルな角ねえ。あなたのはまだしも、そちらの方の角は本物にしか見えないわねえ」

「本物だ！」カエデは力説した。「リアルとかいう問題じゃない！」

「あら」テクラは驚く。「じゃああなた、本物のオーラン人？　オーラン人の服まで着ているから、てっきり筋金入りのコスプレイヤーかと……」

「ブルティエールにオーラン人がいたら駄だ目めなのか！」

　カエデは怒ど鳴なった。しかしテクラはそれを笑って受け止める。

「ごめんなさいねえ。ここじゃ珍めずらしいから」

「カエデも大人げないでありますな」

　横目でカエデを見つつ、デイジーは本題を切り出した。

「で、依い頼らいの件でありますが」

「見つかったわよお」

　カウンター上にテクラはファイルを広げた。

「ヘンリエッタ・フィールディングは三ヶ月前、暴動に巻き込まれて亡なくなっているわね。弟のトーマと一いつ緒しよに」

「やはり、そうでありますか」

　デイジーは肩かたを落とした。

「でも、おかしな話よねえ。フィールディング君の家は東番外地とは関係ない場所にあったと思うんだけど」

「知っているのでありますか」

「ええ、まあね。妹達が夜中に東番外地に出るなんてこと、彼が許すはずがないと思うんだけど……なんか、死亡日が修正されているのも気になるわねえ」

　死亡記録ファイルの、死亡年月日が記されている部分を指さす。日の部分だけ一度字が線で消され、数日後の日付に修正されている。

「単に書き間ま違ちがいを修正しただけかもしれないけど。杜ず撰さんな人、多いから」

「ありがとうございます」デイジーは頭を下げた。「知りたいことは押さえられました。急ぎますので、今日はこれで」

　足早にデイジーはその場を立ち去ろうとした。が、

「あ、最後に一つだけ」

　テクラが声を投げてきた。デイジーは足を止め、振り返る。

「なんでありますか。なにか言い忘れたことでも？」

「うん」テクラは笑った。「その角、どこで売ってるの？　私も一個欲しいんだけど」




「随ずい分ぶん時間がかかってしまったな」

　西の空に沈しずみつつある日を見ながら、カエデは言った。

「当然でありましょう。軍警察の保管記録は山と存在するのでありますからして」

　背せ伸のびしながら、デイジーは答える。

「それにしてもどういうことだ？　フィールディングとやらの妹が三ヶ月前に死んでいる、とは。じゃあ、私達が遭そう遇ぐうしたあの子供は何者なんだ」

「わからないであります──が」

　デイジーは物もの陰かげに視線を投げた。

「マロ殿どのなら、何か思い当たるところがあるのではありますまいか」

「フホホ。そうさな」

　物陰から、マロがぬっと姿を現す。目のない顔で公文書館に踏ふみ込めば混乱が発生するであろうことが予想されるので、自重して外で待っていたのである。

「カエデ、お主も聞いたであろ。人の記き憶おくを読み取って姿をなす魔ま神じんの存在を」

　う、とカエデは言葉を吞のみ込んだ。

「さよう」マロは頷いた。「あれは闇やみ照てらしの力であろ。とうとう八人目が姿を現した──ということでおじゃるな」

「そうか……」カエデは口元を引き結んだ。「博物館の連中に伝えておく必要がありそうだな」

「で」マロはデイジーに顔を向けた。「他ほかに何か、わかったことはあるでおじゃるかな」

「一つだけ」デイジーは答えた。「少しよう佐さ殿のオーラン人変装セットが、もう一個売れそうであります」







　スパーキンは、油断のない視線を周囲に振りまきながら、慎しん重ちような足取りで三十八区を歩いていた。

　ブルティエール三十八区は、東番外地に隣りん接せつする地区である。百年ほど前には高級住宅街として栄え、その時期流行はやった時計塔とう建設の中心地となったものだが、百年をかけて富ふ裕ゆう層は西番外地へと流出、三十八区は再開発されることもなく滅ほろびていった。今は東番外地と市内との緩かん衝しよう地帯として、廃はい墟きよのままほっとかれている。東番外地よりは頑がん丈じような建物が並んでいるが、東番外地よりも人ひと気けはない。

　そんな無人の街を、敢あえてスパーキンは一人で歩いていた。

「どこからでも来なさい……必ず捕つかまえてあげますよ……」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら、スパーキンは歩き続ける。

　長期休きゆう暇か真っ最中の彼は、普ふ段だんの制服を脱ぬぎ、私服を着ていた。左手にはありとあらゆる種類の円盤レンズを詰つめたホルダーを着け、上着の深いポケットの中には大きな刃はのナイフを隠かくし持っている。

　敢えて危険に身を晒さらすことにより、スパーキンは「幽ゆう霊れい」を呼び込もうとしているのだった。

　視線の片かた隅すみに少女の姿を追いながらおびえ続けるのはもう終わりだ。自ら敵地に飛び込み、早々に決着をつける。「幽霊」を操あやつる奴やつがいるのならば、そいつを引きずり出す──そんな固い決意を抱いだきながら、スパーキンは三十八区を闊かつ歩ぽしているのだった。

　当人は至って冷静なつもりだったが、ここしばらくの間かかり続けた精神的負ふ荷かのせいで判断力は鈍にぶっていた。スパーキンの様子は、傍はたから見ると獲え物ものを探す通り魔のように見えたし、なにより彼は致ち命めい的てきなミスを犯おかしていた──同どう僚りよう、ボンダーマンを伴ともなっていない、という。

　しかしそれでも、彼は一人でやりおおせると固く信じていた──幽霊を打ち払はらうことを。

　果たして、幽霊は現れた。

　西の空に太陽が沈みかけた頃ころ、スパーキンの足あし下もとで影かげが動いた。

　見上げる──と、前方、半ば崩ほう壊かいしかけたビスク煉れん瓦が建築の建物に寄り添そうようにして、一人の少女がそっとスパーキンの様子をのぞいている。

「……見つけました！」

　待ってました、とばかりスパーキンは飛び上がり、少女目がけて走り出した。

　少女の方も、それを予期していたかのように、すっと身を引いて建物の陰に隠れた。

　スパーキンは建物を回り込む。と、逃にげ去っていく少女の背中が見えた。

「待ちなさい……！」

　ポケットの中でナイフを握にぎりしめつつ、スパーキンは追う。悪夢を振ふり払うため、夢中になって追いかける。

　廃墟の街を走り抜ぬけ、追いすがり──気がつくと、スパーキンは円形広場にたどり着いていた。

「ど……どこですか!?」

　少女の姿を見失って、スパーキンはよろよろと進み出た。広場中央の涸かれた噴ふん水すいのそばに寄り、周囲をぐるりと見み渡わたす。まわりは三階程度の高さの建物に囲まれていて、ぽっかりと開いた黒くて四角い無数の窓が、スパーキンを見下ろしていた。

「ここだ」

　突とつ然ぜんの男の声に、スパーキンは勢い込んで振り向く。

　窓の一つに、男が一人座り込んでいた。スパーキンの視線を受けると窓から飛び降り、石いし畳だたみへと着地する。

　男は頭をもたげ、カーキ色のコートを軽く払った。

「久しぶりだな、スパーキン。暴動以来か……」

「フィールディング！」

　スパーキンは男の名を呼んだ。

「あなたは暴動の時、ビルの崩ほう落らくに巻き込まれて死んだのでは……？」

「この通りだ。死に損そこねた」

　フィールディングの声に抑よく揚ようはない。ただ、その顔に冷たい怒いかりが宿っている。

「ある人が俺に復ふく讐しゆうの機会を与あたえてくれたのさ」

「あの……あの娘むすめは何者ですか!?」

　スパーキンの問いかけに、フィールディングは視線を横に投げた。

「ヘンリエッタのことか」

　その視線の先、とある廃ビルの入り口から、「幽霊」が出てきた。

「こんにちは」

　外見相応のかわいらしい声で、幽霊──ヘンリエッタは挨あい拶さつした。すぐに西日に気づくと、

「あ、もう『こんばんは』かな？」

　と訂てい正せいする。

「ヘンリエッタはヘンリエッタ。それ以外の何者でもない」

　フィールディングは冷たく答えた。

「そんなはずがありますか。あなたの妹は──」

「『私達が殺した』か？」

　フィールディングに先回りされ、スパーキンは黙だまり込んだ。

「おまえ……ヘンリエッタと戦え」フィールディングは提案した。「ヘンリエッタを倒たおしてみせろ」

「な……なんですって」

　意外な言葉に、スパーキンは当とう惑わくする。

「ヘンリエッタをもう一度殺せたなら、俺は身を引くことにしよう。おまえだけじゃない、ボンダーマンからもだ。二度とおまえらを煩わずらわせないと約束する」

「…………」

　わけがわからなかった。特に、判断力の低下している今のスパーキンでは。

　しかし、混こん沌とんとした思考も、やがて方向性を見み出いだす。

　こいつは良心に訴うつたえようとしているのだ、とスパーキンは思った。十二歳のかわいらしい娘を二度も手にかけるなどできるはずがない、そうしておいてスパーキンに自省の念を喚かん起きさせる──そんなヌルいことをフィールディングは考えているのだ、と。

　スパーキン──暗殺班所属の人間の思考は常人とは異なる。

　一人殺せばあとは十人も百人も一いつ緒しよ。

　そう割り切れない人間でなければ、そもそも暗殺班に入れるはずがないのだ。

「いいでしょう」スパーキンは条件を吞のんだ。「本当にいいのですね」

「構わない。全力でやるんだぞ」

　フィールディングは認めた。

　あまりのフィールディングの無表情ぶりに、スパーキンは本能的な警けい戒かい心を覚えた。

　この娘が、スパーキンをも上回る戦せん闘とう術の持ち主だということはあり得るだろうか？

　ああもフィールディングが冷静なのは、この娘の腕うで前まえに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置き、スパーキンを滅ほろぼせると確信しているからではないのか。そんな疑問が脳のう裏りをよぎる。

　しかし──

　見れば見るほど、目の前の「ヘンリエッタ」は、殺したヘンリエッタとそっくり、うり二つである。ここまでそっくりな人間を探し出すのは手間だったことだろう。やっとのことで探し出した子が、たまたま天才的格闘家だったなどという偶ぐう然ぜんがあり得るだろうか？

　いや、ない。

　そう確信した瞬しゆん間かん──

「では遠えん慮りよ無く!!」

　スパーキンはヘンリエッタに襲おそいかかっていた。

　ヘンリエッタは自分の身を守るように、腕を上げた。

　その動きで確信する──こいつは十二歳相応のお子様だ、と。ならば手もなく殺すことができる。

　スパーキンはヘンリエッタの腕を払はらい、ポケットの中のナイフを抜ぬき出し、喉のどをかき切った。

「これで、──！」

　勝利を確信した──のもつかの間。

　スパーキンの目は驚おどろきに丸くなる。

　切り裂さかれた傷口から噴ふき出したのは血ではなかった。

　塵ちり。

　首の千切れかけたヘンリエッタが、にやりと笑った。勢いをつけて頭を振ふると、頭は首に再び乗っかり、傷口は一瞬で塞ふさがる。

　ヘンリエッタは右手を手刀の形に固めると、スパーキンのみぞおちに突つきこんだ。

「ごお……ッ!?」

　くぐもった声が、スパーキンの口から漏もれる。

　少女の手は、皮ひ膚ふを軽々と突き破り、内臓へと到とう達たつしていた。

　さらに左手を固め、同様に突き込む。

「ふぐうううッ」

　食道を逆流する感覚。スパーキンは血を噴き出した。

　致ち命めい傷しように、スパーキンの顔色は急激に土気色になっていく。

「こ……これは……!?」

　それでも何が起きたのか理解できず、スパーキンの視線は宙をさまよった。

　その視線はやがて、傍ぼう観かんしているフィールディングに届く。

　この時初めて、フィールディングは激した声を放った。

「ヘンリエッタ、そいつの内臓を引きずり出せ……!!　前におまえがされたようにな!!」

「は～い」

　朗ほがらかな声でヘンリエッタは返事すると、言われた通りにした。







「念のために聞くが──」

　エルバは隣となりのシローに尋たずねた。

「あんた、あの悪あく魔まの円盤レンズ、持ってるか？」

「持ってると思うのか？」

　ごく短く、シローは答えた。

　そりゃそうだ、とエルバは頷うなずかざるを得なかった。

　改めて、眼前に現れた異形の悪魔の姿を見やる。

　ディープクラーケン、ヘルハウンド、フェニックス。クルトの宣言した悪魔三体が、不気味な合体を果たしていた。おおよそこの世の物とは思えぬ──というか、子供が適当に描かいた落書きをそのまま形にしたかのようだ。

「トライファントム！」クルトが叫さけんだ。「そいつらを引きちぎれッ！」

　呼びかけに応じて、異形の悪魔──トライファントムは翼つばさをはためかせた。無数の触しよく手しゆで地を蹴けってテイクオフ、滑すべるように空へと飛んでいく。

「あんな姿で飛べるのか！」

　エルバは驚きの声を上げた。

「感心している場合じゃない！　抜くよ！」

　言うが早いかルナは手をエルバの胸に突っ込み、塵器ストライカーを取り出した。

　そして、エルバの背後から迫せまる氷の刃やいばに、塵器の刃を嚙かませて受け止める。

「なに!?」

　いつの間にか、エルバの背後にランコが迫っていた。咄とつ嗟さにエルバは跳とんで退こうとしたが──

　嚙み合わされた刃は越ごしに、ランコは口に含ふくんでいた水を勢いよく噴き出した。

「ぬあ……ッ！」

　すぐさま顔を覆おおいはしたが、霧きり状じようになった水はエルバの胸、塵器の刃に降りかかる。

「凍こおれッ！」

　ランコが叫んだ途と端たん、刃の嚙み合っている部分が凍り付き始めた。

「くうッ!?」

　ルナは手首をひねり、塵器の刃を放そうとした。しかしわずかに遅おそく、刃と刃がくっつきビクともしなくなる。蹴飛ばそうとするが──

　空で弧こを描えがいて戻もどってきたトライファントムが、触手ごとルナの背中に覆い被かぶさってきた。

「うああああッ!?」

　不気味な感かん触しよくに悲鳴を上げるルナ。

　ここぞとばかりランコはポンチョの内側からフォークを引き抜き、ルナの顔面へと突き立てようとした。

「ルナから離れろ！」

　エルバは鎖くさりを放ほうり投げた。氷結の能力逆流スピンオフを利用し、鎖をトライファントムの周囲に巡めぐらせて巻き付け、全力で引っ張る。

　トライファントムはあっさりと引き離され、ルナの身体からだは自由になった。ルナはくっついた部分を押すように得物をねじり、ランコの姿勢を崩くずした。そのせいで鋭するどいフォークの一いち撃げきは勢いを失う。その隙すきにルナは刃を蹴飛ばし、氷を粉ふん砕さいした。塵器の自由を取り戻し、大きく引き下がる。

「なるほど……氷結の鬼き神しん、触ふれた物を凍らせる力があるってことか！」

　ルナが得心いったように呟つぶやく。

「たしかに、そっちの方が文字通りだよな！」

　遠心力を利用して、エルバはトライファントムを放り投げ、壁かべに叩たたきつけた。衝しよう撃げきで壁は豪ごう快かいに崩ほう落らくし、トライファントムは瓦が礫れきと粉ふん塵じんの滝たきに巻き込まれていく。

「おまえの力は文字通りには受け取れない。詐さ欺ぎだと思うぜ」

　トライファントムを凝ぎよう視ししつつ、ルナに背中を合わせて声をかける。

「それより、どうする？　あのトライファントム、倒たおしたところで、前のホワイトワーウルフみたいに復活するんじゃねえか？」

「だろうね」ルナは賛同した。「トカゲの尻尾しつぽは何度切っても生えてくる。トカゲを殺すなら、頭を潰つぶさなきゃ」

「頭──クルトか」

　エルバはクルトを捜さがして視線をさまよわせる。と、シローがクルトの相手をしているのが視界の隅すみに入った。

「あっちはあっちで任せた方が良さそうだぜ」

「だったら、もう一人の方を狙ねらおうか。少なくとも、トライファントムとやらと戦っても意味がない」

　ルナは、塵器の切っ先をランコへと向けた。正確には、ランコの握にぎる氷の戟げきへと。

「僕ら魔ま神じんと似たような力を持つというのなら、弱点も僕らと同じだろう。……核コア紋クリ様プトを読んで、紋様アンチクリプト破壊ストライクで吹ふき飛ばすことができるはずだ」

　魔神は複数の紋様クリプトでもって虚きよ体たいを構成し、さらにその上に紋様クリプト防御ウオールを施ほどこしている。複数の紋様の中ちゆう枢すうとなる紋様を、特に核紋様と呼ぶ。敵に核紋様を読まれるということは、敵の紋様クリプト解析アナライズが完かん了りようしたということだ。すなわち、魔神にとっては死を意味する。

　ならば、鬼神とやらにとっても死を意味するはずだ。

「だが、鬼神の核紋様はどこにある？」

　エルバが指し摘てきする。魔神の核紋様は胸の位置にある。けれども、ランコの鬼神はそもそも人間型ですらない。

「目だ」ルナはそう判断した。「僕の塵器で、正確にあの目を貫つらぬく」

　ランコの戟の中央、氷の内側にあって、氷結の鬼神の瞳ひとみはじっとルナを見み据すえている。

「核紋様がないにしても、あの目はあの悪魔の中枢だろう。あの目を砕くだけば、紋様破壊を撃うつに足る情報を得られると思う」

「だったらその線で行くか」エルバは頷うなずいた。「トライファントムの攻こう撃げきをかわしながら、ランコの戟を破は壊かいする、か。俺は同時に二つのことをやるのは苦手なんだがな」

「できないと、死ぬだけだよ」

「まったく、この世はせちがらいなあ！」

　エルバとルナは同時に地を蹴けり、それぞれトライファントム、ランコに立ち向かっていった。




「てぇぇぇぇ──ッ!!」

　気合いの声を振ふり絞しぼり、クルトは大上段からシローに切りつけた。

「…………！」

　無言でシローは左手を伸のばし、ホルダーでカタナを受け止めた。ガッキ、と金属の嚙かみ合う音が響ひびく。

「貴様……！」

　全力でカタナを押し込みながら、それ越ごしにクルトは鋭い声を投げた。

「一体何者だ！　何故なぜエルバ・ナイトロンドの助すけ太刀だちをする!?」

「前に言っただろう……」

　対照的に、シローは押し殺したような声で答える。

「正義のしもべとして、理り不ふ尽じんを見み逃のがすわけにはいかない……」

「綺き麗れい事を！」

　クルトは一歩退くと同時に切り下ろした。シローは抵てい抗こうを失って一歩踏ふみ出しかけるが、すんでのところで足を止め、カタナに空を切らせる。ひょいとバックステップし、間合いを広げた。

「そんな綺麗事に命を賭かけるバカがいるか！　とぼけているのか、それとも本当に頭がおかしいのか!?」

「……フッ」

　シローは、カタナの一撃を受け止めたホルダーの具合を確かめた。特に不具合がないことを確かく認にんして、軽く弦げんを一鳴らしする。

「そんなに知りたいんなら、少しだけ教えてやる」

　ヌ、とクルトは口を閉とざした。

「俺はエルバを救うために戦っているんじゃない。おまえら『セブンデイズ・デモニアクス』を叩き潰すために戦っている」

「ほお」クルトは声を上げる。「まるで俺達のことを知っているような口ぶりじゃないか」

「知っているとも。俺はおまえの前任者と戦ったことがあるんだからな……！」

「……何!?」

　その一言はクルトを動どう揺ようさせた。が、その意味について考える暇ひまは与あたえられなかった。クルトが動揺したと見るや、シローが飛び込んできたのである。

「……召喚コンタクト！」

　飛びかかりながら、シローは悪魔を喚よんだ。虚体がまとわりつき、シローの身体からだはワータイガー、七段級にして獣じゆう面めん人身の悪魔へと成り変わる。

　鋭するどい爪つめの一撃を、シローはクルトへと叩たたきつける。

「……クッ！」

　クルトはカタナを立て、爪そう撃げきを防いだ。




　斜ななめ上から迫せまり来る氷の戟を、ルナはサーベルで受けて流す。

　わずかに削けずれた戟の刃は先さきは塵ちりになって消え、と同時に塵器ストライカーの薄うす紅べに色いろがわずかに濃こくなる。氷結の鬼き神しんの紋様を、ルナの塵器が解かい析せきした証あかしである。

　鬼神の虚体自体にも紋様防御は存在するが、読んで読めないことはない。その事実にルナは内心で喜んだが、

「それッ！」

　ランコにわずかな隙すきを衝つかれた。塵器で流しきれず、身体をひねる──が、刃先はわずかにルナの腕うでをかすめ、塵が少量噴ふき上がる。

　その塵を吸きゆう収しゆうすると、氷の刃の中の瞳が、輝かがやきを増した。灰色の目が、より濃い灰色に染まる。あちらはあちらで、ルナの紋様解析を行っているらしい。

「そんな能力まで同じなのか」

　ルナは半ば呆あきれ、半ば感心した。

「一体誰だれなんだい？　ここまで精度の高い、魔ま神じんのパクリ円盤レンズを生み出したのは」

「教えてやる義務はない……！」ランコは答える。「おまえらはここで死ぬんだ。知っても意味はあるまい？」

「……死ぬのはてめえだッ！」

　真横から、エルバが怒ど鳴なり声とともに鎖くさりを投げた。

　鎖は、空中で螺ら旋せんを描えがきながらランコに迫った。氷結の能力逆流スピンオフで空中に大きな筒つつを生み出し、その内側を滑すべらせるように、エルバは鎖を放ったのだ。その目的は、ランコの戟げきを搦からめ捕とって固定すること。

「させるかッ！」

　狙ねらいを悟さとり、ランコは足あし下もとの水たまりをかきあげた。錘おもりは水しぶきを浴びたかと思うと、即そく時じに氷に包まれ、その動きを止める。

　螺旋の内側に指を入れ、エルバは突とつ撃げきしながら鎖を回収した。ランコのもとにたどり着いた頃ころには、鎖は全すべてエルバの手に巻き付いていた──相手を殴なぐるのにちょうどいい、ナックルガードとなって。

「フンっ」

　勢いを乗せたストレートを、エルバは放った。

　思い切った踏み込みに、一いつ瞬しゆんランコは怯ひるんだ。それでも、戟を立て、柄えの部分で鎖の巻き付いた拳こぶしを受け止めた。勢いでランコは吹き飛ばされるも、姿勢は保ったまま、引きながらに切りつける。

「エルバ、危ない！」

　ルナが注意を促うながしたのは戟の斬ざん撃げきではなく、横手からのトライファントムの体当たりだった。ほとんど同時に繰くり出された二つの攻こう撃げきを、

「ああクソッ！」

　エルバは地に這はって転がり、どうにか回かい避ひした──つもりだったが、戟の先せん端たんが腕に引っかかった。

　刃は、浅いながらも確実にエルバの皮ひ膚ふを断たった。血が出る──と思いきや、傷口が瞬時に凍こおった。無感覚に囚とらわれ、一瞬力が入らなくなる。おかげで、地面を手でついて大きく動くつもりが、ほとんど動けなかった。

　そこを狙って、トライファントムは触しよく手しゆを伸のばし、エルバの片足を捕つかまえた。

「のああああッ!?」

　えらい勢いで引きずられ、エルバは悲鳴を上げた。

　トライファントムはエルバを軽々と引っ張り、そのまま空へ飛んでいこうとした。高いところまで持ち上げて叩き落とすつもりらしい。

　氷結の能力逆流を利用すれば、少々の高度から落ちたところで問題はない。初めてルナと契けい約やくしたのは崖がけから落ちている最中で、即座に氷結の力で自分の身体を固定、減速して地面に着地したものだ。

　だからエルバは慌あわてることなく、握にぎり込んでいるのとは逆の鎖を投げ、ランコの足に巻き付けた。

「なにッ!?」

　不意をつかれ、ランコは足を取られた。勢いよく引きずられ、トライファントムの高度が足りないためそのまま地面をずるずると滑っていく。

「おのれ……！」

　戟を自分の足首に突つき立て、ランコは鎖を引きはがそうとした。しかし赤い霧きりが鎖を固定しており、そう簡単には離はなれない。

　それは、ルナにとって絶好の的だった。

「はい、そこッ!!」

　走ってランコに追いつき、相対速度を合わせると、ルナはサーベルの切っ先を戟の瞳ひとみに突きこんだ。

「…………!!」

　一撃で、鬼き神しんの目は打ち貫ぬかれた。衝しよう撃げきで鎖が外れ、ランコの身体は勢いのままに転がる。

「ナイスだ、ルナ！」

　エルバは空いている足でトライファントムを全力で何度も蹴け飛とばし、捕らわれた足を引き抜ぬいた。引力に囚われエルバの身体は自由落下を始める。赤い霧で壁かべを作り、その壁をポンと蹴ってエルバは反転、綺き麗れいに地面に着地した。

「……まだだ！」

　ランコは転がりながら戟を立てて身を起こし、ルナへと斬きりかかった。しかし戟のヘッドが最高速に達する前にエルバが割り込んで、鎖を握った手で氷の刃やいばを押さえ込んだ。

「これなら、ご自じ慢まんの氷結の力も効かないぜ……！」

　グ、とエルバは手に力を込こめる。効かない、というのは言いすぎだった──鎖は急激に冷え、感覚が手に伝わってくる。ほっといたら凍とう傷しようは免まぬかれ得ないところだが、そこまで待つ必要はなかった。

「塵ちりより生まれしもの、塵へと還かえれ……！」

　ルナは常じよう套とう句くを唱え始めていた。鬼神の核コア紋様クリプトを解かい析せきしたことで、塵器の刃は真しん紅くの光を放ち、真紅の輝かがやきを中心に、風が集まる。

「……紋様アンチクリプト破壊ストライク！」

　風が逆巻き、赤い奔ほん流りゆうがランコを襲おそった。

「……ぬああッ……!?」

　エルバは手を離して身を投げる。直後、氷の刃は奔流を一身に受けた。奔流の中で氷の刃は砂のごとく崩ほう壊かい、塵へと還っていく。

「……ッ……!!」

　そして最後には、ランコ自身までもが暴風に吞のまれ、吹ふき飛ばされた。




「……なにぃ!?」

　赤い奔流に気づいて、クルトは目を剝むいた。

「油断大敵！」

　わずかな動どう揺ようにつけ込み、シローは虎とらの爪つめを振ふり上げクルトに殴りかかる。

「ちぃぃッ」

　舌打ちして、クルトは大きく引き下がった。

「トライファントム！」

　呼びかけと同時に、エルバに蹴飛ばされた異形の悪あく魔まが戻もどってきて、クルトとシローの間に割り込んだ。触手を伸ばしてシローの腕を取り込もうとする。

「……っとおッ」

　シローは腕を引っ込め、やむなく退いた。

　その間にクルトは走り、吹き飛ばされて地面に叩たたきつけられたランコのもとまで駆かけ寄った。

「何をしている！」

　ランコの頭を起こすと、クルトは容よう赦しやなく平手打ちした。気絶しかけていたランコは、痛つう烈れつな一発で意識を取り戻す。

「引くぞ」

　ランコの目を見ながら、クルトは言った。

　その言葉を聞くと、朦もう朧ろうとしていたランコの目がはっと理性を取り戻す。

「私は……やられたのか……!?」

　自分の両手を見つめる。あるはずの戟げきはきれいさっぱり無くなっていた。

「まだやれる！　私にはまだフォークが……！」

　ポンチョの下からランコはフォークを取り出したが、クルトは速そつ攻こうでフォークを叩き落とした。

「おまえがどうなろうと知ったことじゃないが、鬼神の円盤レンズを奪うばわれるわけにはいかねえんだよ！　おまえがあくまでも戦うって言うんなら、俺はこの場でおまえの目を抉えぐって、円盤を回収してから行く」

　人差し指をランコの右目に突つきつけ、脅きよう迫はくまがいの言葉をクルトは吐はいた。

「……わかった」

　あきらめて、ランコは落としたフォークを力無く拾い上げる。

「逃にがすかよ！」

　逃とう走そうの気配に気づいて、エルバはクルト目がけて駆け出した。

「来い！」

　しかしわずかに早く、クルトの呼んだトライファントムがエルバの進路を遮さえぎった。異形の悪魔は真横に通り抜け、触しよく手しゆでクルトとランコをさらい上げる。

「決着はまた今度だ！」

　一挙に空へと舞まい上がりつつ、クルトは地上のエルバに声を投げた。

「てめえ、また逃げんのか！」

　エルバは鎖を投げようとした。

　が、それを見み越こしてランコが先に手を打った。フォークを五本、まとめて地上へと放ほうり投げたのである。鋭するどい軌き道どうを描えがいて飛来するそれは、エルバとは全く関係ない方向に向かう。

　その先──廃はいビルの入り口には、半ば身を隠かくしたサクラが立っていた。

「……サクラ!?」

　完全に予想外だったのだろう、サクラはフォークを見つめたまま突っ立っていた。エルバの声でやっと我に返り、びくりと身体からだを震ふるわせたが──間に合わない。

「サクラ！」

　フォークの軌道に、ワータイガーが頭から突っ込んだ。

　爪で一薙なぎ、飛んできたフォークをはじき返す。けれども叩き落とせたのは三本、うち一本は虚きよ体たいの表面を滑すべり、もう一本は完全にすり抜ぬけ、ワータイガーの肩かた口ぐちに突き刺ささった。

「……くううッ」

　フォークの刃は半ばまで入り、ワータイガーの虚体を抉っていた。シローが虚体を解放すると、刺さっている先を失ってフォークは地に落ちた。虚体の内から現れたのは、痛みに顔を歪ゆがめるシローの顔。

「……お兄ちゃん！」

　サクラはすぐにシローに飛びついた。

「ごめんなさい、私のせいで……！」

　シローはしかめっ面つらをすぐに笑え顔がおに戻すと、サクラの頭をポンと叩いた。

「当たり前のことだ。それより、こういう時は『ありがとう』と言ってもらった方がうれしい」

　サクラは自分の心が落ち着くのを待ってから、

「あ……ありがとうございます……」

　感謝の言葉を言った。

「……逃げられちまった」

　空の彼方かなたへ去っていく異形の悪魔の姿を見上げながら、エルバとルナはシローのもとに歩み寄った。それからシローの肩口に目をやり、問いかける。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「大したことじゃない。今まで、これよりひどい傷を何度も負っている」

　答えて、シローは西の空を見上げた。太陽は既すでに没ぼつし、宵よい闇やみがあたりを覆おおい尽つくそうとしていた。

「どうする」エルバはさらに質問する。「一度、博物館に来てみないか？　十年ぶりの再会だ、積もる話もあるだろう」

「……博物館か……」

　そう言って、シローは考え込む様子を見せた。

「今日はもう遅おそいし、傷の手当てもある。明日でいいか」

「そんな、お兄ちゃん……」

　サクラが引き留めるようにシローの手を取った。

「今日じゃ……駄だ目めなんですか？」

「無茶を言いなさんな」

　エルバはサクラの肩を取り、背後から引き寄せた。

「向こうには向こうの事情がある。十年ぶりの再会で浮うかれる気持ちはわかるが、シローは逃げやしないぜ」

「……む～……」

　珍めずらしく、サクラはむくれてみせた。

「ハッハッ」シローは朗ほがらかな笑い声を立てた。「こっちにも色々準備がある。傷もそうだが、覚かく悟ごを決める必要もある」

「覚悟？」エルバが眉まゆをひそめる。

　一いつ瞬しゆんシローは返答に詰つまったが、一つ咳せき払ばらいして答えた。

「……閃光フラツシユ・万力ヴアイスの噂うわさは聞いているからな」

「なるほど、それは覚悟がいる」

　エルバは納なつ得とくした。

「それでは」

　シローは背を向け、手を振ふった。

「明日会おう。昼頃ごろに、直接そちらの博物館にうかがう」

　そう言い置いて、その場から立ち去っていく。

「お兄ちゃん、早く来て下さいね……！」

　シローの背中に声をかけ、サクラは手を振った。

　その様子を、エルバはそっと横目で観察する。長らくサクラを覆っていた黒雲は完全に晴れ渡わたり、いまやその気配すら消え去っていた。

　エルバの視線に気づくと、

「……じゃ、帰りましょっか！　テッキにも報告しなきゃなりませんし」

　サクラは満面の笑みを返した。

「そうすっか」

　エルバはふっと息を吐はき出した。サクラに本物の笑顔が戻もどったことで、エルバ自身も胸の内につっかえていたものが消え去ったような気分になっていた。その原因はサクラの兄が現れたことであり、結局のところ自分はサクラの復活になんら寄き与よできなかった、という事実は癪しやくに障さわるが──今はどうでもいいことだ。







　翌日、正午を目前に控ひかえた時刻。

　テッキは博物館居住区のとある部屋に入り、整理を行っていた。

「……うう……」

　ふと油断すると低いうなり声が出、熱い吐と息いきが口から漏もれる。テッキの風邪かぜはより深刻になり、とうとう発熱に至っていた。

　しかしテッキはそれを他ほかの面々に隠かくし、立ち回っていた。

「テッキよお」

　窓まど枠わくに張りつき、博物館前庭を見下ろしていたボルが振り向いて、テッキに声をかける。

「無理したらいかんぜ。寝ねてたらどうよ？」

「そうはいきません」

　テッキは首を振って拒きよ絶ぜつした。

「サクラの兄がやってくるのです。博物館長たるワタクシが寝込んでいるわけにはいかないでしょう……フー……」

　ベッドのシーツを整える手を止め、言い返すが、その声に普ふ段だんの張りはない。

　この部屋は以前、ファルナ・エレイスンが使用していた寝しん室しつだ。場合によってはシローに泊とまってもらうこともあるだろう、と到とう着ちやく前の時間を利用して掃そう除じをしているのだった。

　それにしても──とテッキは思う。

　実のところ、サクラの兄が生きているなどと、テッキは信じていなかった。サクラがあのように固く信じていたにもかかわらず、である。サクラの一族はあの凄せい惨さんなオーラン虐ぎやく殺さつ事件に巻き込まれたのだ。サクラが生き延びたことは僥ぎよう倖こう以外のなにものでもない。その僥倖が、サクラの兄にも同様に訪おとずれたとは到とう底てい思えなかった──可能性の問題として。

　だから、サクラの兄の話題を、テッキはできるだけ避さけてきた。死者を追いかけるのはあまりにも無益な行こう為いだ、とテッキはわきまえていた。けれども、サクラはわきまえていなかった。兄はこの大地のどこかで生きている、ということを無む邪じや気きに信じていた。

　そしてつい先日、無邪気さが勝利を収めた。

「ワタクシも、もう少し未来に希望を持て──ということなんでしょうか、ね」

　敗北を認め、テッキは苦く笑しようした。そして大きく咳せき込む。

　ベッドメイクを終わらせ、テッキは部屋を見回した。一通り掃除は終えたつもりだったが、発熱で思考能力が鈍にぶっている。なにか見落としをしている可能性は大いにあった。

　ふと、ベッド脇わきのデスクが目に入る。

「……引き出しの中、見てませんでしたね」

　変なものが出てきたら大変だ、とテッキは引き出しを開ける。

　何もない、と思いきや──

「……おや？」

　封ふう筒とうが出てきた。

　テッキは封筒を取り上げ、裏返した。

「これは……」

　テッキのまなじりが吊つり上がる。

「どうかしたか？　エルバがエロ本でも隠してたのか？」

　脳天気な調子でボルは聞いたが、

「静かに！」

　テッキは右手だけで手紙を取り出し、封筒をボルに投げつけた。ザク、と封筒の角がボルの身体からだに刺ささる。

「ぬおう。なにを興奮してんだよ」

　ボルは触しよく手しゆで封筒を引き抜ぬき、自分の目の前に持ってきた。そこには、

「アルテキア・バベルハイズ、もしくはエルバ・ナイトロンドへ」

　という文字が書かれていた。

「……誰だれの字だ？　見たことねえな。男の字っぽいが……」

「エイジ・タツミヤ」

　テッキは短く言った。

「彼しか考えられません。三ヶ月前、わずかな間とはいえ、この部屋を使ってもらいましたからね」

　三ヶ月前、エルバとサクラが、街頭で出くわしたエイジを博物館へ連れてきたことがある。半ば死にかけていたエイジを、テッキは元ファルナの部屋のベッドへ押し込んだ。それから博物館が税騎き士し達の手によって陥かん落らくするまでの数日間、ここの部屋で生活してもらったのだ。

　その短い時間にこの手紙は書き残された──そう考えるのが妥だ当とうだった。

「置き手紙とは、一体……？」

　なにを書き残す必要があったのか、テッキにはさっぱり想像がつかなかった。素す早ばやく文面に視線を走らせる。




　この手紙を読んでいるということは、おそらく僕はもうこの世にいないと思う。

　今夜、実戦徴ちよう税ぜい係が博物館にやってくる。多分激戦になるだろう。そこで僕は命を落とすかもしれない。それも悪くないと思う──「なんでそんなに死にたがるんだ」とエルバには怒おこられるかもしれないけど。

　ただ、死ぬ前に、サクラの兄、シローについて書き残しておかなければならない。シローについては、言っておかなければならないことがある。僕が死んでしまえば、シローのことを伝えることはできない。ただ、エルバもテッキも迎げい撃げき準備で忙いそがしそうなので、手紙という形で書き残すことにする。




　エイジのことを思い出して、テッキは少し泣きそうになった。

　博物館での攻こう防ぼうを前にして、エイジは死を覚かく悟ごしていたのだ。結局、彼の死は少し先送りになったのだが。

　シローが姿を現した今、彼に関する情報に意味はなくなった──と思ったが、次の一文がテッキの目を引いた。




　以下の内容について、サクラには絶対に秘密にしていてもらいたい。




「……は？」

　何故なぜ、兄の情報について、サクラに秘ひする必要があるのか？

　首を傾かしげずにはいられなかった。謎なぞを解くべく、テッキはさらに手紙を読み進める。

　読み進めるうちに、テッキの顔色は変わっていった。




　実は僕は、三年ほど前にシローに会っている。

　あの頃ころ僕はまだ自由の身で、西部のとある街、親しん戚せきの家に居い候そうろうとして住んでいた。そんな時、シローはふらりと街に現れた。

　僕はシローと偶ぐう然ぜん出くわした。虐ぎやく殺さつ事件から七年の時が経たち、お互たがい成長してはいたが、見た瞬しゆん間かんすぐにそれとわかった。シローの方も僕のことがわかったらしく、その日は再会を祝して一晩飲み明かしたりもしたものだった。

　ただ、身体と違ちがって、シローの魂たましいは邪じや悪あくな方向へと成長していたようだ。

　シローはしばらく街に留とどまっていたが、その行状には目に余るものがあった。彼は賞金稼かせぎを稼か業ぎようとし、七年間を過ごしてきたらしい。だが、犯罪者を捕つかまえる彼のやり方は無茶苦茶だった。腕うでや足を折る程度ならまだ軽い方で、警察に連れ込んだ時点で既すでに意識不明、一両日中に死んだ賞金首もいた。

　話を聞くと、あのオーラン虐殺事件以来、シローはオーベイ人に対して異常なまでの憎にくしみを抱いだくようになったらしい。それで、特にオーベイ人の犯罪者に対しては容よう赦しやない攻撃を加えるようになったとか。

　同じ光景を目まの当たりにした者として、気持ちはわからないでもない。しかし、シローのやり方は常じよう軌きを逸いつしていた。

　だからある日、僕はシローに指し摘てきした。君のやり方はいくらなんでも無茶苦茶だ、君がボコボコにしている相手が実際に同どう胞ぼうを殺したわけじゃないだろう、という調子で説得した。

　そうしたらシロー、どうしたと思う？

　僕の存在を密告して、研究所に売り渡わたした。

　しばらく前から、研究所は竜りゆう人じんの息子むすこたる僕のことを探していたらしい。僕もその気配を察知して、できるだけ気をつけてはいたけれど、まさかシローに売られるとは予想外も予想外だった。ある日僕の家に研究所のエージェントがやってきて、僕をさらっていった。その後三年間僕はブルティエールの地下研究所に閉じこめられ、星空を見られなくなった。




　結論として何が言いたいのかというと、つまり、シローは今も生きているだろうけれど、既に十年前のシロー、サクラが知っているシローでは無くなっているということだ。実質的には、シローの魂は既に死んでいる。

　十年前のシローは信しん頼らいするに足る友人だった──と今でも信じている。多分、虐殺事件が彼の心をねじ曲げてしまったのだろう、と思う。

　このことをサクラに伝えるべきか、ずっと迷っている。特についさっき、シローの生存を信じ、再会することを夢見ているサクラを見てしまって、ますます真実を告げる勇気が失うせてしまった。

　秘密を墓の中に持っていってもいいんじゃないか、とも思った。けれども、もし仮にサクラがシローと再会した時いかなる混乱が発生するか？　それはおそらくサクラだけではない、テッキやエルバにも影えい響きようを及およぼすことになるだろう。それは、住まう場所を与あたえてくれた人に対するやり方ではない。だから、こうして書き記すことにした──いつか、これを口頭で伝えられる日が来ればいいとは思うのだけれど。




　サクラは、在りし日の優やさしかったシローという幻まぼろしを追っている。それは危険なことだ──サクラに幻を追わせてはいけない。





エイジ・タツミヤ　　






「…………」
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　テッキは声を出せなかった。

「おっと」窓の外を見ながら、ボルが言う。「おいでなさったようだぜ」

　咄とつ嗟さにテッキは窓に張りついた。

　ボルの言う通り、外に出で迎むかえに行っているエルバとサクラが、一人の男性と跳はね上げ橋のあたりで会っている姿が見えた。

「あれが……シロー・イシザワ！」

　次の瞬間、テッキはデスクに手紙を叩たたきつけると同時に、部屋から飛び出した。

「お!?　ちょっと、そんな身体からだでなにするつもりだ!?」

　テッキの異常な所作に慌あわて、ボルも急いで契けい約やく者の後を追った。




「……大したものだ」

　広大な博物館のラウンジの天てん井じようを見上げて、シローは感想を漏もらした。

「昔繁はん盛じようしていた頃の名残なごりで、広すぎるだけなんですけどねえ」

　と答えつつ、サクラはうれしさを抑おさえきれない様子でニコニコしている。

　一方で、カエデは試ためすような瞳ひとみでシローの顔をのぞき込んだ。

「…………」

　その視線をしばらく受け続けた後、

「……カエデか」

　シローは突とつ然ぜん思い出してはっと息を吞のんだ。

「なるほど間ま違ちがいない、シローのようだ」

　愁しゆう眉びを開き、カエデは笑え顔がおを見せた。

「予想外だったな」シローは驚おどろきを隠かくさなかった。「まさか、カエデまで生きていたとは」

「教えてなかったのか」

　カエデがサクラに問うと、

「はい。驚かそうと思って」

　サクラは頷うなずいた。

「……ま、いいさ。こうして再会できるだなんて、思ってもみなかった。運命に感謝しなくてはな」

　感かん慨がい深げにカエデは言った。しかしすぐに顔をわずかに暗くし、

「……できれば、この場にエイジもいてほしかったんだが」

「……エイジ？」

　急にシローの顔が曇くもる。

「ああ」

　その変化には気づかぬまま、カエデは説明した。

「三ヶ月ほど前、ここに一時滞たい在ざいしたんだ。残念ながら、今は墓の下だが……」

　最後まで聞き終えず、シローはすっと三歩退いた。

「……どうした？」

　やっと妙みような気配に気づいて、カエデは頭を上げる。

「……エイジから聞いているのか？」

　シローは問いかけた。が、その質問の真意を誰だれも理解できず、ラウンジ内が静せい寂じやくに包まれる。

　その沈ちん黙もくを破ったのは──ドカン、という何かが壁かべに激突する音だった。

「……テッキ!?」

　エルバが声を上げた。

　ラウンジの奥、通路入り口のあたりで、テッキが這はうようにして倒たおれていた。勢いよく走ってきて、豪ごう快かいに転てん倒とうしたらしい。

「なにやってんだ」あきれつつ、エルバは近づいていった。「慌てすぎだろ。いくらサクラの兄が来るからって……病人らしく、おとなしくしてろ」

　エルバの到とう着ちやくを待たず、テッキは壁に手をかけ、自力で立ち上がり始めた。袖そでがめくれ、右手にはめた万力が露あらわになる。

　あーあー、とエルバは内心で嘆なげいた。テッキの義手代わりの万力は、おおよそ初対面の人間に見せていいものではない。たとえ、シローが閃光フラツシユ・万力ヴアイスの噂うわさを知っているとしても、だ。こんな人間とサクラは長年一いつ緒しよに過ごして来た、と知ったらシローはどんな顔をするやら。

　気になって、振ふり返ると──

「……なるほど……はっはっはっはっ」

　まったく予想外の反応を、シローは見せていた。

　手をパーンと叩くと、腹を抱かかえて笑い出したのである。

「閃光万力とかいうあだ名だから、一体どんな人間に育ったのかと思っていたが……そうか、文字通り、万力を右手にくっつけたのか。ハッハッハッハッ！」

　その笑い声は、たとえサクラの兄といえど無礼に響ひびいた。こりゃテッキは黙だまってねえぞ、とエルバは視線を戻もどす。

　テッキの方も、予想外の反応を見せていた。

　テッキはシローを凝ぎよう視ししていた──すっかり青ざめきった顔を向けながら。

　その表情が表すのは──無上の恐きよう怖ふ。

　半年をともに過ごしてきたエルバが見たことのない、恐おそれの色をさらけ出していた。

　しかも、その対象はシローだ。

　わけのわからない事態に、誰もが声を失うしかなかった。

　そんな中、シローが動いた。ホルダーをはめた左手を持ち上げ、テッキを指さすと、

「アルテキア・バベルハイズ……」

　語り始めた。

「魔ま王おうの瞳を守るバベルハイズ一族の末まつ裔えい、ベルトラン・バベルハイズの娘むすめとして生まれる。八歳の時にベルトランを失い、その後はベルトランの戦友、チェビアト・ナイトロンドを父代わりとして育つ……」

　その場に居合わせている全員の目が、驚きに大きく見開かれていった。

　外部の人間が知るはずのない情報を、シローは語っていた。

　何故なぜ知っている、とエルバは問いかけたかった──が、これ以上何を言うのか、という興味がそれを上回った。

「しかし十二歳の時、チェビアトが参加した八眼デイアボリツク争覇パーテイに巻き込まれ、人ひと質じちとされた。監かん禁きん場所は博物館から少し離はなれた作業小屋。ヤミの契けい約やく者は少女の右手を万力で固定、その後小屋に火をつけて去っていった。アルテキア・バベルハイズは炎ほのおにまかれて死亡した……と思っていたんだが」

　シローはテッキに目を向け、言った。

「どうやら、おまえには自分の右手を叩たたき斬きるだけの根こん性じようがあったようだな」

「な……どういうことだ！」

　エルバは叫さけんだ。

「おまえ、何故そんなことまで知っている!?」

「そりゃ簡単。あの少女をさらって小屋に閉じこめたのは……」

　シローは自分の胸を叩いた。

「……この俺だ」




「…………!!」

　よろり、とサクラがよろめいた。茫ぼう然ぜん自じ失しつの表情を浮うかべて。

　他ほかの面々も似たようなもの、突とつ然ぜんのシローの告白に、頭が真っ白になっていた。

　そんな中ただ一人、テッキがゆらりと一歩を踏ふみ出した。

「……その声……」

　テッキは頭をもたげる。先ほどまでの恐れの表情は消え去り、代わりに異常なまでの憤ふん怒ぬが渦うずを巻いていた。怒いかりの熱気で真しん紅くの髪かみが燃え出すのではないか、というくらいに。

「その声……ずっと覚えていました……いつか復ふく讐しゆうを果たすために、と……」

　はじめはよたよたとした足取りだったが、徐じよ々じよに歩調は速くなり、ついには駆かけ出していた。

　エルバにもサクラにも脇わき目めを振らず、テッキは万力を掲かかげてシローに襲おそいかかった。

「あああああァァ──ッ!!」

　怒りの咆ほう吼こうを、テッキは上げた。おおよそ普ふ段だんのテッキからは想像もつかない、単純な怒りの発はつ露ろだった。万力はうなりを上げて、シローの頭上に振り下ろされる。

「グッ…………！」

　ホルダーの手を掲げ、シローは真っ向から万力を受け止めた。激突音がして、テッキとシロー、両者の腕うでが激しく揺ゆらぐ。

「六年間……この時を待っていました！」

　悪あつ鬼きのごとき激げき怒どの炎を身にまとい、テッキは声を震ふるわせた。

「あなたの顔を……この、ワタクシの手をもぎ取った万力で粉ふん砕さいする時を！」

　シローを突つき放してよろめかせ、テッキは再度万力を振ふるう。一いち撃げきでシローを叩き潰つぶそうという容よう赦しやのない攻こう撃げきは、しかし空を切り、代わりにシローがいた場所にあったテーブルと椅い子すをまとめて粉砕する。

　シローは横飛びして、テッキの万力をかわしていた。

「見上げた根性だ」

　飛びすさったその場所から、シローはテッキに視線を向けた──尊敬の眼まな差ざしを。

「あの万力を義手代わりにするとはな。決して復讐を忘れない、ということか？　そんな思い切ったこと、万ばん人にんにできるものじゃないな。しかし──」

　プッ、とシローは噴ふき出した。

「ドレスに万力なんて、似合わないにも程ほどがある」

　そして、またもや笑い始める。

「…………何がおかしい…………」

　笑い声は、ただでさえ激しく燃えさかっているテッキの激情に、油を大量に注ぎこむ結果となった。

「何がおかしィィィィ────ッ!!」

　轟ごう音おんを立てて床ゆかを蹴けり、テッキはシローに飛びかかった。

　万力を高く掲げて腕を後方へと伸のばし、間合いを合わせて身体からだをひねる。遠心力を利用して巨きよ大だいな鉄てつ塊かいを対象に激突させる、という必殺攻撃を、テッキは何のためらいもなく繰くり出した。

　とても受け止められるものではない。すぐに悟さとって、シローは早めに引き下がろうとしたが──

「……っと!?」

　倒たおれていた椅子に足を取られた。よろけつつ、どうにか転てん倒とうせずに済んだが──その時には、万力はすぐそこまで迫せまっていた。

「や……やめて……！」

　兄が万力の射程に捉とらえられる──その光景に、サクラははっと我に返った。

　そして次の瞬しゆん間かん、反射的に身を躍おどらせた。

　己おのれの体を、サクラは二人の間に割り込ませる。

　エルバ達にはサクラを押さえる間すらなく、怒りに燃えるテッキにはシロー以外何も見えていなかった。




　うなりを上げて振り回された万力は、サクラの側頭部に命中した。




　それは、爆ばく発はつにも似た激しい音だった。

「…………!?」

　誰だれもがその場で凍こおり付いた。

　サクラの左の角が根本から砕くだけた。角は真上にはね上がり、くるくると回転する。

　同時にサクラの眼鏡めがねが歪ゆがみ、強ごう引いんに顔から剝はがされる。

　万力の遠心力を頭部にまともに受けて、サクラは床へと叩たたきつけられた。

　しばらくの間、テッキもシローも固まり続けていた。

　サクラは二人の間に横たわる。やがて、血が床に広がり始めた。

　その光景が信じられず、ただ目を剝むくしかなかった。

　ラウンジは凍ったような沈ちん黙もくに包まれたが──

「……サクラ!?」

　エルバが声を上げた瞬間、一いつ斉せいに動き始めた。

「……ああ……あああ……!?」

　テッキがぐらりとよろける。

　激情は一瞬で消え去った。己の為なした行こう為いの結果を知り、テッキの顔はざっと青ざめる。

　エルバはサクラのもとに駆け寄ろうとする──が、それより早くシローがサクラの身体を抱かかえ上げた。

「サクラをどうする気だッ！」

　咄とつ嗟さにエルバは赤い霧きりを放った。このままシローがサクラを連れ去る気配を感じ、能力逆流スピンオフで捕つかまえようとしたのだ。

　ところが──

「どうもこうもあるかッ」

　シローの周囲に、黒い霧が発生した。

「!?」

　エルバの赤い霧はシローの黒い霧に阻はばまれ、シローのもとには届かない。その間にシローはサクラを抱えたまま、奥へと退く。

「これは……紋様クリプト防御ウオール!?」

　ルナが叫さけんだその瞬間、シローもまた叫んだ。

「来い！　ヤミ!!」

　庭に続くラウンジの窓が勢いよく開け放たれ、一人の人物が飛び込んできた。

「……!!　てめえは……!!」

　その姿に、エルバは目を剝く。

　絶句するしかなかった──その姿は、この六年間何度も夢の中で見てきた姿、そのものだったからだ。

　黒いマントで全身を包み、顔もまた仮面で隠かくしている。その仮面に描えがかれているのは一つ目をモチーフとした模様。

　闇やみ照てらしの魔ま神じん、ヤミ・ヤタ。エルバの父チェビアトを殺した魔神だった。

「ヤミだと!?」

　ボルが魔神の名を呼んだ。

「なんでこんな所に出てくるでおじゃるか!?」

　目も鼻もない顔で、マロは驚おどろきを表現する。

　闇照の魔神の契けい約やく者はフィールディングではなかったのか、とカエデも内心で疑問に思ったが──

　シローの右目が光を失い、漆しつ黒こくの闇の色になった。闇照の魔神の黒色の円盤レンズが光を放った──正確には光をなくした──のである。

　闇照の円盤がシローの目にあるということは、すなわちシローがヤミの契約者であるということ。

　シローと肩かたを並べると、ガバ、と音を立ててヤミはマントを翻ひるがえした。

　マントが取り払はらわれると、その下から偉い丈じよう夫ふの男の身体が現れる。

　同時に仮面までもが消え去っていた。そこにある顔は──

「……父さん……!?」

　思わずエルバは呟つぶやいていた。

　チェビアト・ナイトロンドがそこにいた。闇照の魔神の力、他者の記き憶おくを読んで姿をなすという力によって構成された、父の姿が。

「久しぶりだな……エルバ」

　チェビアトは、父その人の声をエルバにかけた。

　懐なつかしい声に、エルバは胸が詰つまるような感覚を覚えた。しかしそれは一瞬のこと、すぐに「これは偽にせ者ものだ」という警けい戒かいの言葉が心をよぎった。

「……うるせえ！」エルバは吐はき捨てた。「偽者が、人の父親ヅラしてんじゃねえ！」

　次の瞬間、エルバの胸からサーベルの刃は先さきが飛び出していた。

　さりげなくルナがエルバの背後に寄り、背中から手を突つっ込んで塵器ストライカーを取り出して、不意打ちを仕し掛かけたのである。

　しかし、シローはその気配を感じ取っていた。

「フン！」

　またもシローの目が闇の色を放つ。するとシローの胸の前に、闇の色に染まった塵が集まり、円形を取った。それが盾たてとなり、ルナの塵器の切っ先を受け止める。

「……鏡！」

　エルバが叫ぶ。

　シローの胸の前に、鏡が現れていた。丸く、闇の色をした鏡が。

　裏側から、チェビアトが鏡に手を突っ込んだ。

　表側から、サーベルが突き出る──漆黒の色に染まった、サーベルが。

　くるりと手首をひねって剣けん先さきを回し、チェビアトはルナのサーベルをはじき飛ばそうとした。ルナは大きく飛びすさり、打ち合いを拒きよ否ひする。

「なるほど、そうかよ」エルバは納なつ得とくした。「それがおまえの塵器か。鏡に映して、相手の塵器をコピーするんだな」

　チェビアトは肩をすくめた。腕うでを一ひと振ふりするとどこからともなくマントを取り出して──大気中の塵で再構成したのだろうが──まとい直し、もとの仮面とマントの姿に戻もどる。サーベルは握にぎったままに。

「これで納得してもらえただろう──俺が闇照の魔神の契約者だ、ってことは」

　シローはそう言い、ニッと笑った。

「いや……ちょっと待て！」

　カエデが声を挟はさんだ。

「おまえがテッキの仇かたきということは、おまえは前回の八眼デイアボリツク争覇パーテイの生き残りなんだろう？　何故なぜ前回参加者が、また八眼争覇に参加しているんだ!?」

「……そのことか」

　指し摘てきされると、シローは顔を歪ゆがめた。

「たしかに前回、俺は最後の一人になった。だが、勝者とは認められなかったんだよ──あの、キングスリーの先祖のせいでな」

　グレン・ダール・キングスリー。過去の八眼争覇の勝者にして、今はブラナにつき八眼争覇の監かん視し員いんを務めている男のことだ。

「第八回はノーコンテスト、勝者無しという結果に終わった。だから、第九回の八眼争覇が開かい催さいされた。だが俺は最後まで生き残ったから、特例として第九回にシード選手としての参加が認められた。勝てば今度こそ、望みを叶かなえることができる」

「……八眼争覇開始から半年、一度たりと顔を出さなかったのは、そのせいか」

　エルバは納得した。バトルロイヤルにシードというシステムが組み込まれていたとは驚きだが。

「なら、素す性じようを伏ふせて俺に接せつ触しよくしてきたのは、なんのつもりだったんだ」

「セブンデイズ・デモニアクス」

　シローはぽつりと言った。

「奴やつらの──いや、セブンデイの目的は、己おのが手で生み出した鬼き神しんの円盤レンズの力をもって魔ま神じんを打ち倒たおし、自分の優ゆうし秀ゆう性を証明すること。奴は前回の八眼争覇の時もちょっかいを出してきたから、ほっとけばめんどうなことになるとわかっていた。知らなかったのか？」

　ルナ達、魔神を見つめる。

「運良く、僕らは遭そう遇ぐうしなかったんでね。そんな連中には」

「そうか。……だから俺は、おまえらをけしかけ、セブンデイズ・デモニアクスと嚙かみ合わせたかった。おまえらは三柱で同盟を組んでいる──一人で立ち向かうのは、愚おろかなことだ」

　サクラを抱だきかかえたまま、シローは器用にも肩かたをすくめてみせた。

「だが、つぶし合いをさせる前に、俺の正体がばれてしまったな。ま、初めから無茶な計画だったんだろう──契けい約やく者の一人が、アルテキア・バベルハイズだったという時点で」

　すっかり放心しきった様子で、テッキは立ち続けていた。ただ呆ぼう然ぜんと、オーラン人の兄妹きようだいを見つめながら。

「そうか」

　ギリリ、とエルバは無意識のうちに奥歯を嚙みしめていた。

「そうか、そうかよ……おまえ、何もかも知った上で、俺に近づいてきたのか……。俺が魔神の契約者だってことも、おまえが殺したチェビアト・ナイトロンドの息子むすこだってことも、全すべて知っていた上で！」

　チェビアトの名が飛び出すと、シローの表情は険しくなった。エルバに劣おとらぬ勢いで睨にらみ返す。

「チェビアトは死ぬべき人間だった」

「……どういう意味だ！」

「俺は、八眼争覇のライバルだから、という理由だけであの男を殺したんじゃない。あの男には、個人的な恨うらみがあった。殺すだけの恨みがな……！　あのクソ野や郎ろうは、誰だれかが地じ獄ごくに叩たたき落としてやる必要があったんだよ！」

「父さんを侮ぶ辱じよくするのか!?　てめえ、それだけ言うからには、覚かく悟ごがあるんだろうな!?」

　すっと両腕を下ろすと、エルバの袖そで口ぐちから細い鎖くさりが落ちた。

「今日はない」シローは言い切った。「一対三では、やってられない。俺はサクラを連れて、ここから黙だまって出て行く」

　ひょい、とヤミはマントを翻ひるがえした。足あし下もとに黒い霧きりを充じゆう満まんさせつつ、自らは新たな姿に変身する。

「……こちらには、人ひと質じちがいるってこと、忘れないでほしいですねえ」

　マントの下から現れたのはサクラだった。

　サクラはシローの上着の中から大振りのナイフを取り出した。そして、シローに抱かれているサクラの喉のど元もとに刃やいばを近づける。

「貴様！」カエデが吠ほえた。「正気か!?」

「正気も正気」シローは静かに答える。「もちろん、サクラを傷つけるなんてこと、決してやりたくはない。だが、自分の身を守るためなら、どんなリスクも敢あえて負う。諺ことわざにもあるだろ、『身を捨ててこそ浮うかぶ瀬せもあれ』とな」

「ぐ……！」

　手て詰づまりとなり、カエデは唸うなるしかなかった。うかつに近づくこともかなわないし、電光の能力逆流スピンオフをぶっ放したら間ま違ちがいなくサクラを巻き込む。

「……心にもないことを……！」テッキが声を振ふり絞しぼった。「あなたはそんなことを言って、エイジを研究所に売り渡わたしたのですか……!?」

「なんだと!?」

　初耳の情報に、カエデが思わず振り返る。

「エイジの奴め」シローは吐はき捨てた。「あれは正当防衛だ。あいつはわけのわからないことを言って、俺を警察に逮たい捕ほさせようとした。だからこっちが先に、あいつを研究所送りにしてやった。過去の友情などあてにならないものだな」

　会話が交かわされている間、エルバは隙すきを窺うかがい続けていた──にもかかわらず、シローは全く隙を見せなかった。間断なくエルバを視界に収めていただけではない、足下に黒い霧をまき散らすことによって、氷結の能力逆流の干かん渉しようを未然に防いでいた。右へ左へ揺ゆさぶってみても、つけいるところは見つからない。

「今日はこのへんでおいとまさせてもらおう。お茶ちや菓が子しを出してもらえそうな雰ふん囲い気きじゃないしな」

　油断ない視線を配りながら、シローは悠ゆう々ゆうと歩き始めた。ヤミが飛び込んできた大窓へと近づいていく。

「サクラをどこへ連れて行く!?」

　エルバの怒ど声せいに、シローは余よ裕ゆうの声で答える。

「言う義理はない。ただ、家族は家族とともにあるべきだ」

　ますます怒いかりを募つのらせるエルバを、シローは鼻で笑い飛ばす。

「敵をむざむざ見み逃のがさなきゃならないからって、そこまで怒ることはない。いずれまた来るよ──おまえら三人を倒たおすためにな」

[image: ]

　そのまま大窓から出て行こうとしたが、姿を消す寸前に振り向くと、シローは最後の言葉を言い残した。じっとエルバに視線を注ぐと、呟つぶやいた。

「特に、おまえとの殺し合いは楽しみにしている。我が弟よ」

　エルバはシローの後を追おうとしたが、

「………………な……なんだと!?」

　少し遅おくれて、脳がシローの言葉を理解した。足が止まり、思わずエルバは大きな声を漏もらす。

　その間に、シローはラウンジから出て行ってしまった。

　しばらくその場に立ち尽つくした後、

「……どういう意味だ!?」エルバはカエデを振り返った。「あの野郎、今俺の事を『弟』って……！」

　なんのことやら、カエデにはさっぱりわからなかった。途と方ほうに暮れ、首を横に振るのがやっとだった。

　すぐにエルバはテッキを見たが、

「サクラ……」

　がたん、と大きな音を立て、テッキはそばのテーブルを蹴け飛とばした。意図してではない、身体からだが揺れ、足がぶつかったのだ。

「サクラを……取り戻もどさなくては……！」

　テッキの身体が大きくよろけた。力を失って、前のめりに倒れる。

「……テッキ……!!」

　今いま更さらエルバは思い出した。テッキは風邪かぜで高熱を出していることを。

　完全に体力の限界だったのだろう、テッキは自らをかばう手を突つき出すことすらしなかった。顔面から豪ごう快かいにテーブルに激げき突とつ、そのままくるりと半回転して床ゆかに落ちてしまった。そのまま動かなくなる。

「おいテッキ！　冗じよう談だんだろ!?」

　エルバとカエデはすぐさまテッキのもとに駆かけ寄る。

　顔が赤いのは、テーブルで強打したせいだけではなかった。触ふれるまでもなくテッキは熱を出しており、苦しげに胸を上下させていた。

　しばしの間テッキは半眼を開き、意識を保っていた。少し首をひねると、横手に手を伸のばそうとする。

「サクラ……」

　手を伸ばした先にあったのは、角だった。テッキ自らが砕くだいた、サクラの角。

　しかし、その手が届くことはなかった。やがてテッキは目ま蓋ぶたを閉じて意識を失った。その左手はぺたりと落ち、動かなくなった。
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　ある日の朝、ブルティエール三十八区の一角、東番外地にほど近い区画に、立ち入り禁止テープが張り巡めぐらされた。

　その内側では、何人もの警察官が忙いそがしく立ち回っていた。このような光景に慣れた人間であれば、ただの事件にしては妙みように警官の数が多いことに気がついただろう。その通り、軍警察は多めの人間をこの事件に投入していた。

　単なる殺人事件ではなく、警察官殺しだったからである──しかもその手口は、通常のものではない。

　現場検証開始から少し遅れて、巨きよ漢かんの警察官がテープをくぐって立ち入り禁止区画に入ってきた。

「ボンダーマンだ」

　居合わせた若手の警官に名乗る。すると、警官はボンダーマンを遺体のもとに連れて行った。

「いやはや、どうなっているんですかね」

　先導しつつ、若手警官はボンダーマンに話しかけた。

「東番外地では警官二人が凍とう死ししていたというし、今度はこれですよ」

「……そうだな」

　ボンダーマンは生返事をした。会話を楽しむような気分ではなかった──ただ、ここで発生した事件に心を奪うばわれていた。

　遺体は現場から動かされて担たん架かに乗せられ、搬はん送そう可能な状態になっていた。上にかけられた布を取り払はらい、ボンダーマンは遺体を確かく認にんする。

「間ま違ちがいねえ」ボンダーマンは短く言った。「スパーキンだ」

　ボンダーマンは布を戻す。

「スパーキン警部補は、腹を裂さかれています」

　若手警官は極きわめて事務的に説明した。

「その後犯人はスパーキンの腸はらわたを引きずり出し、地面に音おん符ぷマークを描かいていました。言い切ることはできませんが、スパーキン警部補はしばらく生きていたようですね。死因は失血死かと思われます」

「音符マークだと……？」

　ボンダーマンは、吐はき気をこらえるように口元を押さえた。

「数日前から警部補は休職していたそうですね。しかも、精神的にかなり追いつめられていたとか。何か、心当たりはありますか？」

「いや、別にねえな」

　ボンダーマンは即そく答とうした。

　もちろんウソだ。心当たりは、ありすぎるほどにあった──到とう底ていここではしゃべれない奴やつが。

　足あし下もとが突然泥どろ沼ぬまと化し、自分の身体が沈しずんでいくような感覚を、ボンダーマンは覚えた。

　スパーキンは、フィールディングの気配を感じていながら、このように殺された。次は間違いなく自分だ。

　もちろん、むざむざと殺されるつもりなど、ボンダーマンには毛頭無い。

「こりゃ、よっぽど心してかからなきゃなんねえようだな」

　気づくと、ボンダーマンは声に出して呟つぶやいていた。若手警官が妙に思って眉まゆを上げる。

「は？　どういうことでしょう」

「いや……別に、なんでもねえ」

　動どう揺ようを悟さとられないよう、ボンダーマンは帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり直して目線を隠かくした。







「……どんな様子だ？　テッキは」

　エイジの置き手紙から目を上げ、エルバは問いかけた。

　デイジーは疲つかれた口調で答えた。

「かなりうなされております。しばらく安静ですね」

「参った」深刻な顔で、エルバは言った。「まさかテッキが風邪かぜ引いて倒たおれるとはな。しかもよりによってこんな時に」

「テッキちゃんだって人の子だよ」ルナが発言する。「そりゃ、疲ひ労ろうが重なれば風邪を引くこともあるだろうさ。……ま、このタイミングで倒れられるのはつらいねえ」

　シローがサクラを連れ去ってから数時間後。

　サクラを人ひと質じちとされ、かつテッキが倒れた。そんな状態で、シローを追いかけることはできなかった。やむなくエルバはシローを見み逃のがし、博物館内に留とどまらざるを得なかった。

　できることならば、今からでもシローを追いかけ、サクラを取り戻もどしに行きたかった。だが、これだけ時間が経たってしまった以上、シローの足そく跡せきを追うのは困難だ。どこに行けばいいのかわからない以上、動いても無意味である。ともすれば浮うきがちになる腰こしをエルバは無理に下ろし、必死に耐たえていた。今は善後策を練る時だ。

「と言っても、どうすりゃいいんだ」

　よりによって、テッキがいない。強きよう烈れつなリーダーシップをもって博物館員一同を導く博物館館長という存在が、欠けている。その事実は、エルバの心に徐じよ々じよに染しみこみつつある。柱を失った博物館は、どうなってしまうのか。これまで、テッキが欠けるなど想像すらしたことがなかった。

「……こんな時に、カエデはどこに行った？」

　ふとすがりつきたくなるものを求め、カエデの姿を捜さがす。いつの間に姿を消したのか、カエデは見あたらない。

「まさか、あいつ一人で飛び出してったんじゃないだろうな」

「いや、そうではなさそうでありますよ」

　デイジーが、博物館玄げん関かん側のラウンジ入り口を指し示す。

　ふらり、とカエデがマロを伴ともなって姿を現した。

「どこ行ってたんだ」

　エルバの問いに、カエデは無表情をもって答えた。

「気分転てん換かんに外に出ていた。そうしたら、客が来た」

「こんな時に依い頼らい人？　今は館長が倒れてるんだ、一時休業ってことで、──」

　帰ってもらえ、と言おうとしたエルバだったが、その言葉は途と中ちゆうで止まった。

　す、とカエデとマロが左右に一歩身を引く。

　その陰かげから現れたのは、二人連れ。黒いコートの長身の男と、白い僧そう服ふくの少女。少女の両目は、深く閉とざされている。

「やあ、遊びに来たよ」

　少女──魔ま王おうの残ざん滓し、ブラナ・ラ・モートは軽く手を上げて挨あい拶さつした。




「シローの言っていることは、おおむね正しい」

　エルバとルナ、カエデとマロ。二組の八眼デイアボリツク争覇パーテイ参加者を前に、ブラナは説明を行った。

「六年前に開かい催さいした八眼争覇においては、ルナと契けい約やくしたチェビアト・ナイトロンド、ヤミと契約したシロー・イシザワの二人が最後まで残った。シローはなかなかに慎しん重ちような男でね、チェビアトに対して徹てつ底てい的に自分の正体を隠し続けた。結局、君も彼の素す顔がおは見られなかったんだろ？」

　問いかけられて、ルナは頷うなずいた。

「まあね。六年前に戦った相手がサクラちゃんの兄だったなんて、知らなかったよ」

　さすがのルナも驚おどろかざるを得なかったのだろう、まじめな表情で首を振ふった。

「正せい攻こう法ほうではチェビアトには勝てない、とシローは悟っていたのだろう。だからシローは、チェビアトの周辺の人間を巻き込んで戦うという手段に出た。そうして巻き込まれたのがアルテキア・バベルハイズであり、君であるわけだ」

　無意識のうちに、エルバは右目の傷を撫なでていた。

「結果はご存じの通り、シローがチェビアトを葬ほうむった。これで第八回八眼争覇の勝者はシロー君で決まり──になるはずだったんだが、卑ひ劣れつなやり方に彼が切れてしまってね」

　ブラナは背後に控ひかえるグレン・ダールを軽く叩たたいた。

「八眼争覇は己おのれの力のみをもって戦うべきもの。人質などという忌いまわしい方法で決着がつけられるべきではない」

　重苦しい口を、グレン・ダールは開いた。

「本来、干かん渉しようすべきではないんだがね」ブラナが続けた。「グレン・ダールは思いあまって、燃えさかる作業小屋の中からアルテキア君を助け出し、その後シローを叩っ斬きった」

「助け出した？」

　ふと、エルバは思い出した。以前、初めてグレン・ダールと会った時、テッキが「以前どこかでお会いしたことはありませんか？」と尋たずねていたことを。それはそのことだったのか？

「叩っ斬ったとは」カエデが繰くり返した。「よくやる。その時、あんたは魔神の契約者じゃなかったんだろ」

「まあな」グレン・ダールは頷いた。「だが、八眼争覇を勝ち抜ぬいた者を侮あなどってもらっては困る」

「で、彼は主張したんだ。こんな卑劣な輩やからを勝者とは認められない、とね」

　ブラナは楽しそうに語り続ける。

「判断に迷ったね。グレン・ダールの言うことには一理あるけど、一方でシローは知略をもって八眼争覇に勝利した、とも言える。勝者とすべきか失格とすべきか、悩なやんだ結果、折せつ衷ちゆう案を採ることにした。もう一回八眼争覇に参加してもらうことにしたんだよ」

「二度も八眼争覇を戦うなんて、災難もいいところでおじゃるな」

　マロが呟つぶやいた。

「八眼争覇は第八回で終しゆう了りようするつもりでいたけれど、急きゆう遽きよ第九回を開催することにした。で、シローには魔神との契約を継けい続ぞくしてもらい、シード選手扱あつかいで参加させることにした。これまで全然姿を現さなかったのは、そのためでね」

「それは本人も言っていた」エルバは答えた。「だから、俺達はあいつと戦わなきゃならないのか──よりにもよって、サクラの兄と」

「妙みような物言いをするね」ブラナは言った。「君の望みは、父の仇かたきを取ることだろう。ついに相手が現れたんだ、喜んだらどうなんだい」

　無言でエルバはブラナを睨にらみつけた。

　いつの日か父を殺した相手を捜さがし出し、復ふく讐しゆうを果たす。その日が来るのを、エルバは長いこと望み続けていた。

　同時に、サクラを生き別れの兄と会わせてやることも、望み続けていた。その望みは半年ほど前に生まれたばかりではあるが、重要度は復讐に勝まさるとも劣おとらない。

　全く無関係のはずだった二つの望みが、よりにもよって正面衝しよう突とつコースに入っている。

　大問題だ。

　しかも、同じ矛む盾じゆんを抱かかえたテッキ、ともに悩みを分かちうるはずのテッキは、病びよう床しようにあって動けないでいる。

　大問題を、今はエルバが一人で背負うしかない。それが容よう赦しやのない現実だった。

「問題はそれだけじゃない」カエデが発言した。「もう一点、あのセブンデイズ・デモニアクスとかいう連中は何者なんだ。鬼き神しんの円盤レンズとかいうのは、──」

「そっちも説明しておこうか」ブラナは言った。「言っておくけど、鬼神の円盤は私の隠かくし子ではないからな」

「だったら何なんだ」

　エルバはとげとげしく尋ねた。

「過去の八眼デイアボリツク争覇パーテイの勝者に、ジーニー・セブンデイ・ルンホルムという女性がいる」

「ルンホルム？　聞いたことがある名だな」

　エルバは、以前に会ったある男のことを思い出していた。

　クラエス・ルンホルム、六年前の八眼争覇に参加し、敗北した男。姓せいが一いつ緒しよということは、縁えん者じやだろうか？　たしか、先祖に悪あく魔まを生み出す知識を求めた者がいた、とか言っていたような気がする。

「彼女はもともと悪魔研究者でね……彼女は八眼争覇を戦い抜ぬいた後、私に望みを言った。悪魔を自分の手で生み出す力と技術を与あたえてほしい、とね。だから私は、彼女に知識を与えた。随ずい分ぶん昔のことになる」

「ってことは」ルナが聞いた。「あの鬼神とやらは、全部そのセブンデイの作品？」

「そういうこと。彼女はデスドレッド島にこもって習作を重ね、ついには魔神に比ひ肩けんしうる作品を作り上げたようだ。いやいや、人間の知ち恵えというものは大したものだね」

「そんなことを許すのか」エルバは言った。「あいつら、思いっきり八眼争覇に干渉してきているぞ。ほっといていいのか」

「私はほっとくつもりだよ」ブラナは言い切った。「戦いがより激しくなるということは、勝者もより厳しく選別されるということ。決して悪いことじゃない。それに私自身、セブンデイの作品がどこまでやれるのか、大いに興味がある」

「他人ひと事ごとだと思って！　命の危険に晒さらされているのは俺達だ！」

　エルバは叫さけんだ──その叫びがあまりに無意味であることを知りつつ。どんなに懸けん命めいに訴うつたえたところで、ブラナは意見を変えないだろう。この娘むすめこそが八眼争覇の主しゆ催さい者しやであり、ルールブックなのだから。

「八眼争覇に参加した時点で、命に関するリスクは承知してくれたものと思っていたがね」

「これは想定外のリスクだ！　聞いてねえぞ！」

「まあ、頑がん張ばって生き延びてくれ。私からはそうとしか言いようがない」

　ブラナはニッと笑った。

　心を覆おおい尽つくそうとする絶望感と闘たたかいながら、エルバは手を組み口元を押さえた。

　問題は山積している。切り分け、優先順位をつけなければならない。

　最優先とすべきは──決まっている、サクラの奪だつ還かんだ。

　今いま頃ごろ、サクラとシローはどこにいるのか。

　何をしているのか。

　そしてもう一つ──シローが言い残した言葉、「我が弟よ」とはどういうことなのか？

　考えれば考えるほど、混乱する。しかしそれでも、考えずにはいられなかった。







「……ここは……」

　見知らぬ部屋で、サクラは目を覚ました。

　部屋はさして広くもなく、陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きに包まれていて、少々かび臭くさい。長らく人が入っていなかった部屋、という雰囲気だった。

　その割にシーツだけは真新しい。知らない部屋のベッドに寝ねかされていることに、サクラは初めて気がついた。外に面した窓は夜の闇やみに包まれて、室内のロウソクの炎ほのおのみが唯ゆい一いつの光源だ。

　ベッドから出ようとして、不意に痛みが走った。サクラは思わず顔を歪ゆがめる。

　痛みのもとは左側頭部だった。ふとそのあたりを手で押さえようとすると、

「…………あ……」

　そこにあるべきもの、角がなくなっていることに気がついた。

　はっと息を吞のんで、サクラは鏡を探した。

　部屋の中にはベッドとテーブルがあるのみ、鏡は見あたらない。しかし、窓ガラスがロウソクの炎を映し、サクラの姿を浮うかび上がらせていた。

　サクラは窓まど際ぎわに寄り、そして目まの当たりにした──左の角が欠けた、自分の顔を。

　何もかもを思い出した。博物館で、テッキがシローを万力で殴なぐろうとしたのだ──それこそ、殺すつもりで。

　ふと気がついたら、サクラは床ゆかを蹴けり、二人の間に割り込んでいた。まったく無意識の行こう為いだった──と、今思い返しても感じる。本能的に、サクラはシローを守ろうとした。

　そしてその結果、テッキの万力、巨きよ大だいな鉄てつ塊かいがサクラの側頭部をクリーンヒットした。

　無くなったのは角だけではない。眼鏡めがねも無くなっていた。殴られた時に一緒にはね飛ばされた記き憶おくが、かすかにある。きっとフレームが歪み、使い物にはならなくなっているだろう。

　代わりに、サクラの頭には包帯が巻かれていた。巻き方はあまり上手ではない。こんなさびれた家屋が病院であるはずはなく、となればこれを巻いた人間は──

「……傷が痛むのか」

　ちょうどその時、部屋の扉とびらが開いて、シローが入ってきた。サクラの様子に、切せつ迫ぱくしたような表情を浮かべる。

　顔に手を当てて、初めて気づいた──サクラはボロボロと涙なみだをこぼしていた。

「あ……あれ……？」

　慌あわてて、サクラは両手で涙を拭ぬぐった。

「いえ……なんでもないんです……大だい丈じよう夫ぶ……」

　大丈夫のつもりだったが、何故なぜだか涙は止まらない。

「そんなにつらいか──裏切られたのは」

「……裏切り……？」

　サクラは涙を拭う手を止める。

「あの閃光フラツシユ・万力ヴアイス、博物館で一いつ緒しよに育った仲なんだろ？　姉し妹まいも同然だろうに、こともあろうに万力で殴り倒たおすとは──」

「違ちがいます！」

　サクラは鋭するどく言った。

「あれは事故です！　テッキは、あんなことをする人じゃありません！」

　激しい物言いに、シローは気け圧おされた。

「……すまん」すぐに折れ、頭を下げる。「言い方が悪かった」

「お兄ちゃん……」

　激したせいか、サクラの涙は止まった。もう一度顔を拭い、完全に振ふり払はらう。

　尋たずねたいことは色々あった。けれども、実際に顔を合わせてみると、何から聞けばいいのかさっぱりわからない。

　サクラは熟じゆく慮りよの末、

「……ここは、どこなんでしょう」

　簡単な質問からしてみた。

「市内だ」

　シローは両手に皿とリンゴとナイフを持っていた。テーブルに置くと着席し、リンゴの皮を剝むき始める。

「空き家を勝手に使っている。こんな場所で悪いな」

　少しの間サクラは黙だまって立ち尽つくしていたが、やがてベッドに戻もどった。

「その……」

　長いことためらってから、サクラは核かく心しんをつく問いを投げかける。

「本当なんですか？　お兄ちゃんが、闇照の魔ま神じんの契けい約やく者というのは……」

　言葉以上の色々な意味が込こめられた問いだった。契約者であると認めるのは、シローがチェビアト・ナイトロンドを殺したということ──すなわち、シローはエルバとテッキが追い求め続けてきた仇かたきだ、と認めることとなる。

「その通りだ」

　短く、しかしきっぱりと、シローは答えた。

「ヤミ」

　入ってきたドアに呼びかけると、ドアが軋きしみながら開き、仮面の魔神が入ってきた。

「この通り、俺は前回の八眼デイアボリツク争覇パーテイから、引き続きヤミと契約している」

　顔を手のうちに埋うずめ、サクラは頭こうべを垂れた。あまりの事実の重さに、うなだれるしかなかった──まさか、エルバとテッキの仇が、よりにもよって自分の兄だったとは。

「どうしてなんですか」

　顔を伏ふせたまま、サクラは言った。

「どうして、あんなことをしたんですか……？」

「チェビアト・ナイトロンドは、死ぬべき人間だったからだ」

　リンゴの皮を剝くシローの手が、ピタリと止まる。

　サクラは手を下ろし、しかし背を丸めた格好のまま、ちらりと横に視線を投げる。

　シローの顔は、暗い怒いかりの色に染まっていた。

「──実は、俺の本当の父親は、俺達の父さんじゃない」

「え……!?」

　サクラは顔を上げた。

「そ……それって……!?」

「父さんが教えてくれたんだ……本当のことを」

　宙に視線をさまよわせ、シローは語った。

「若い頃ころ、母さんはふらりと現れた旅の男と恋こいに落ちたそうだ。つきあいは一ヶ月ほど、その後旅の男は二度と現れなかった──が、その時、母さんは腹に子供を宿していた。それで生まれたのが、俺だったんだと」

「そんな……そうだったんですか……？」

　驚おどろきにサクラは目を見開いた。

　まったくの初耳だった。自分の一家はどこにでもいるごくありふれた一家だった、と信じて疑うこともなかっただけに、サクラの受けた衝しよう撃げきは小さくはなかった。

「父のいない子を産んだ娘むすめに対する世間の目は厳しい。母さんは俺を産んだが、まわりの環かん境きようのせいで精神的な均きん衡こうを崩くずしたそうだ。父さんは母さんの力になろうとして、結けつ婚こんしたけれども、結局母さんはサクラを出産する時に力ちから尽つきて、天国に行った。俺が生まれてさえいなければ、母さんは死なずに済んだはずなんだ」

「それは……それは違いますよ」サクラが口を挟はさむ。「生まれてこなければよかっただなんて、そんなこと言わないで下さい」

「わかってる。それでもな、恨うらまずにはいられないんだ──母さんを捨てていった男を。そいつさえいなければ、母さんは苦しまずに済んだ！　そいつだけは、どうあっても許せない」

　その横顔を見ながら、サクラははっと息を吞のんだ。気づいた──気づかざるを得なかった。

「まさか、その旅の男というのは──」

「母さんはいまわの際きわに、父さんにそいつの名を教えたそうだ」

　一いつ瞬しゆん黙ってから、シローはその名を述べた。

「チェビアト・ナイトロンド──旅の男は、そう名乗っていたんだと」

　またも、シローの顔が険悪さを増す。

「つまり、あのエルバ・ナイトロンドと俺は、腹はら違ちがいの兄弟ってわけだ。忌いま々いましいことにな」

「…………」

　もはや、サクラは何も言うことができなかった。

　半年前、サクラはエルバと初めて出会った。チェビアトがかつて博物館に勤めていたとはいえ、その遭そう遇ぐうはまったくの偶ぐう然ぜんだった──エルバは、父が博物館に勤めていたことすら知らなかったのだから。

　それが──実は、このような運命の糸で結ばれた関係だったとは。出会いはただの偶然ではなかったのか──あるいは、これが魔王の采さい配はいというものなのか。

「俺の角がこんな風に短いのも、そのせいなんだろう。オーベイ人の血が半分流れているんだから」

　髪かみをかき上げ、切り株状の角をシローは見せつけた。

「だから俺は、チェビアト・ナイトロンドを殺した。あいつの二人の子供を巻き込んで、極力苦しめてやった後にな。まさか、サクラが博物館に引き取られていたとは知らなかったが」

「そういえば」サクラは聞いた。「十年前のオーラン虐ぎやく殺さつ事件の時、ヤミを喚よんで悪あく竜りゆうと戦ったのは、お兄ちゃんだったんですか」

　十年前のオーラン虐殺事件の真実を知る者は少ない。それは、当時の東部軍の一指揮官、サイクス・バルヒーヨが伝説の悪竜の円盤レンズの力を試ためすために引き起こした実験だった。

　悪竜の円盤によって、伝説に謳うたわれるしろがねの悪竜は召しよう喚かんされた。悪竜は伝説通りの暴虐なる力を振ふるい、オーラン人リの一族と、駐ちゆう留りゆうしていたクラヴリー・ガーディアン少しよう佐さ率いる一隊を殲せん滅めつした。悪竜を鎮しずめたのは、たまたまその場に居合わせた男達、その四年後──今から六年前──に開かい催さいされる八眼デイアボリツク争覇パーテイに参加する予定の男達と、その魔ま神じん達だった。

　一人は氷結の魔神ルナ・ルガと契けい約やくする予定だったベルトラン・バベルハイズ。ベルトランはこの時悪竜に殺され、その円盤はチェビアト・ナイトロンドに受け継つがれることとなった。

　一人は虚こ空くうの魔神ミナ・ミグと契約する予定だったクラヴリー・ガーディアン。クラヴリーはその後虐殺事件の指導者として訴うつたえられ、終身流る刑けいを宣告された。自分の妻を手にかけたショックも手伝い、六年前の八眼争覇をボイコットした。

　最後の一人だけは、今まで不明だった。クラヴリーとルナが現場でヤミの姿を見ていることから、ヤミの契約者がその場に居合わせた、という事実まではわかっていたが。

「そうだ」シローは頷うなずいた。「十年前、俺は悪竜と戦った。十四歳の時だったか──あの後、チェビアト・ナイトロンドが居住地に来ていたことを知っていたら、あの場で決着をつけたんだがな」

　チェビアトはベルトラン、カナティックとともに西部軍に従軍し、虐殺事件当時はリの一族居住地のすぐそばに駐留していた。運命の日、ベルトランは単身で先行して悪竜と遭遇し、戦って死んだ。チェビアトが居住地にやってきたのは虐殺事件後、その場でさまざまな後始末を行った。累るい々るいと積み重なった死体を全すべて埋まい葬そうしただけではない。神しん殿でんに隠かくれて九死に一生を得たサクラを拾い、ベルトランの遺体から氷結の魔神の円盤を回収して、クラヴリーからは悪竜の円盤が収められた軍用カバンを預かった。

「俺も、悪竜と戦って無傷とはいかなかった」シローは言った。「悪竜が崩した瓦が礫れきの下した敷じきになって、次に目覚めた時には一週間くらい経たっていた。居住地の近くに住んでいる人にたまたま助けられたんだ。それから、身体からだが動くようになるまで一ヶ月かかった。その後居住地に戻もどったが、その時にはもう何もかもが無くなっていた。俺達の住んでいた家も、住んでいた人達もな。荒こう野やでただ一人、泣き暮れたものさ。そして、決めた──八眼争覇に勝ち抜ぬいた時、魔王に何を願うべきかを」

「それは……？」

　サクラの声に、シローは低い声で答えた。

「この星から、オーベイ人を殲滅する」

「…………！」

「奴やつらが俺達を皆みな殺ごろしにしようとした。なら、こっちだって黙だまっている理由はない。母さんを死に追いやった奴も──一族を皆殺しにした奴も──全て滅ほろぼす。それだけを願って、この十年を生きてきた」

　シローの言葉はあまりにも真しん剣けん、あまりにも真しん摯しだった。

　だからこそ、サクラは何も言い返すことができなかった。オーベイ人を皆殺しにするなど、常じよう軌きを逸いつした、間違っていることだ。しかしこの兄の意志の固さ、強さ、烈はげしさを見ては、口で言って考えを改めさせることなど不可能と思えた。

「六年前、俺は願いを叶かなえる寸前まで行った。だが、あの黒衣の剣士に邪じや魔まをされた。今度は誰だれにも邪魔をさせない。俺の前に立ち塞ふさがる奴は、皆殺す。敵がチェビアトの子供達とあらば、ためらう理由はなにもない」

「待って下さい！」サクラは叫さけんだ。「もう一人、カエデも契約者なんですよ!?」

「そうらしいな」

　けれども、シローの態度は変わらない。

「カエデが俺の正しさを認めて降参するならそれで良し、認めないというのであれば殺すまで。俺はそうする」

「…………」

　違い和わ感かんを、サクラは抱いだいた。

　見た目は間違いなく兄だった。が、その内面は半分は兄だが、半分は兄ではない──そんな気持ちが、サクラの心に湧わき上がった。

　十年も時が経てば、人は変わる。しかしシローの変化は、劇的にすぎた。彼の中に別人が割り込んでいる、とでも言うべきか。

　それでも兄は兄、世界でただ一人の兄、たった一人残された最後の家族である。

　シローとエルバ、テッキの衝しよう突とつは避さけられないのか。

　思わず、サクラは胸の前で手を組んでいた。

　可能性を捨ててかかってはならない。

　以前、カエデは博物館の敵として現れた。でも、今は味方として同じ時を過ごしている。それと同じことがシローに対してはできない、とどうして言い切れる？

　一いち縷るの可能性がある限り、あきらめるわけにはいかない。

　ただ一つ、はっきりしていることがある。

　一縷の可能性を追い求めるのならば、サクラはシローのそばにいなければならない。ここが市内なら、シローの手をすり抜け、博物館に戻るのは難しくはないだろう。しかし、ことを丸く収めるには、まずシローを説得する必要がある。

　父の仇かたき、右手の万力──恨うらみの重さは尋じん常じようではない。でも、可能性を信じないことには、悲劇は避けられない。サクラは固く誓ちかった──必ず、みんなが幸せになる解決策を見つけ出してみせる、と。







　ブルティエールの某ぼう所しよ地下には、総そう督とく府管かん轄かつの悪魔研究所が存在する。

「…………」

　所長、フォング氏は研究所にあって、猛もう烈れつに暇ひまをもてあましていた。

　三ヶ月ほど前、フォングは研究所所長の座を追い出される危機に瀕ひんしていた。竜りゆう人じんと呼ばれるオーラン人、被ひ検けん体第五号の脱だつ走そうを許してしまったがため、責任を取らされかけたのだ。もっとも、その後第五号を連れ戻すことはできなかったものの、メインパトロンだったサイクス・バルヒーヨが三ヶ月前の東番外地暴動事件で行方ゆくえ不明となったため、責任問題は曖あい昧まいとなり、今でもフォングはこうして所長の座に納まっている。

　もっとも、バルヒーヨの失しつ踪そうは大きなデメリットももたらした。研究には大きなコストがかかる。そのコストを負担するため、連れん邦ぽう議会議員のバルヒーヨが手しゆ腕わんを発揮し、莫ばく大だいな予算を回してくれたのだ──が、バルヒーヨ以外のパイプは、フォングにはなかった。

　あっという間に研究費は底をついた。最低限の維い持じを行うのが精せい一いつ杯ぱいで、新しい研究に手を出す余よ裕ゆうなどまったくない。来年度からは予算額ががっくりと減るだろうから、状じよう況きようはますます悪化するだろう。

　というわけで、フォングは研究所に詰めながら、所長室で飲んだくれるという毎日を過ごしていた。無くした未来を肴さかなにして。

「……むう……酒が切れた……」

　逆さにした酒さか瓶びんを振ふり、フォングは最後の一いつ滴てきまでをコップに収めようとしていた。

　底を火で炙あぶったら、もう一滴くらい絞しぼれるんじゃないだろうか。そう思って、マッチ箱を探している時だった──突然、所長室の扉とびらがバンと勢いよく開いたのは。

　びくりとフォングは跳はね上がった。勤務中に飲んだくれている姿を見られるのはコトだ──しかし、現れたのは総督府の役人ではなかった。

「なんだこの部屋は。酒臭くさいな」

　最初に入ってきたのは、白マフラーを巻いた黒衣の剣士──クルト・キングスリーだった。

「……おまけに散らかりまくりときている。整理整せい頓とんくらいしろ」

　次にポンチョ姿の少女、ランコ・スーパーフォークが入ってきて、足あし下もとのファイル類を蹴け飛とばした。

「な……なんなんだ。君達は」

　見たこともない連中の闖ちん入にゆうに、フォングは腰こしを浮うかした。が、闖入者は二人だけではなかった。

「おまえが、研究所所長か」

　次に入ってきたのは二人連れだった。カーキ色のコートを着た長身の男、ジョナサン・フィールディングと、その男の腕うでにしがみついている、音おん符ぷの眼帯を着けた少女。

「そ……そうだ」とりあえず、フォングは答えた。「私が所長のフォングだ」

　精一杯威い厳げんをつくろったつもりではあるが、酔よっぱらっていては限界がある。三秒と直立していられず、フォングはテーブルの上に腰を下ろした。

「何の用かね、この絶望の地に」

　言っておいて、フォングはケタケタと笑い始める。

　カーキ色のコートの男は、すっと道を譲ゆずり、五人目の人物を室内へと導いた。

　これまでの四人の男女もなかなか妙みような出いで立ちだったが、五人目の女性はひときわ妙な格好をしていた。

　装そう飾しよく過か剰じような、フリルだらけの服だった。少女趣しゆ味みと見せながら露ろ出しゆつ度どは高く、下はミニスカート、上は肩かたから胸の谷間までが露あらわになっている。見た目の年ねん齢れいは二十代半ば、ほぼ完かん璧ぺきなプロポーションと褐かつ色しよくの肌はだ、美しい顔立ちの女性ではあったが、衣い装しようがどうも合っていない。

「フォング。フォングだと？」

　甲かん高だかい声で、女性は言った。目を細め、フォングの顔をじっと見つめる。

「おまえ、ダニエル・フォングの子孫か？」

「ダニエル？」フォングは軽く驚おどろいた。「いかにも、私の曾そう祖そ父ふはそんな名前だが……」

「なるほど」女性は一人で得心した。「ダニエルの子孫が、今こうして所長をやっているのか。血は争えんというやつか？　フフ」

「まるで私の曾祖父のことを知っているようだが……君は、何者なんだ」

　フォングの問いかけに、女性は大きな胸を張って答えた。

「僕の名前はジーニー・セブンデイ・ルンホルム。七十年ほど前、ここの所長をしていた者だ」

「……は？」

　ぱっくりとフォングの口が開いた。

「よし、おまえら、まずはこの部屋を片づけろ」

　フォングを無視して、セブンデイは連れてきた一同に命令を下した。それを受け、四人は思い思いに動き始める。

「ちょ……ちょっと」フォングはテーブルから下りた。「どういうつもりかね」

「どういうつもりも何も、この研究所は僕が使わせてもらうのさ」
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　何の根こん拠きよもなく、セブンデイは言い切った。

「ちょっと待て！　私は総そう督とく府からの委任を受けてここを任されて、──」

　フォングの反論は、最後までなされなかった。

　セブンデイは棒のような得物を取り出すと、

「死にさらせ!!」

　フォングの顔面を思い切りぶん殴なぐった。

「ぎゃはっ!?」

　不意打ちを食くらって、フォングは地面に這はいつくばる羽目になった。顔に手を当てると、鼻血が止めどなく流れ出している。

「うわ」フォングは動どう揺ようした。「出血多量で死んでしまう！」

「死ぬものかよ、この程度で」

　セブンデイは呆あきれて肩をすくめた。

　フォングはセブンデイを見上げる。どこから取り出したのか、その手の中には、ステッキがあった。歩行の補助としてはあまりに短く、そしてヘッドが妙に太いステッキが。どこぞの宗教の神官が持つ杖つえのようでもあり、華か美びな装飾の施ほどこされた子供のオモチャのようでもある。

　その杖のヘッドには、目があった。リアルな一つ目が、フォングを見下ろしていた。その視線を感じて、フォングの背筋に悪お寒かんが走る。

「ここは、僕がベースとして使わせてもらう」セブンデイは宣言した。「我が作品、鬼き神しんの円盤レンズが魔ま神じんの円盤より優すぐれていることを証明するためにね。それが、来きたるべき大いなる戦いの日に、僕をより高い場所へと導いてくれる」

　言葉の後半については、わけがわからなかった。フォングに理解できたのは、セブンデイがこの研究所を乗っ取ると宣言したということ。

「だから、それは困ると──」

　今度は、セブンデイがステッキを振ふり上げただけでフォングは言葉を切った。

「いいじゃないか」セブンデイはステッキを下ろす。「おまえ、自分の研究で忙いそがしそうには見えないがね。暇ひまなんだろ？」

　その通りだったので、フォングは頷うなずいた。

「だったら、僕の助手になるんだ。色々いいことを教えてやるよ──人の手によって悪魔の円盤を生み出す方法とかさ！」

「なんだって」

　フォングは声を上げた。悪魔の円盤とは自然界にあるのを拾って使うものであり、有史以来それの生成に成功した者はいないはずだった。こうもあっさり言われて、そう簡単に信じられるものではない。

「与よ太たを言っているとでも？」

　フォングの顔から気持ちを敏びん感かんに読み取って、セブンデイは眼帯の少女に声を投げた。

「ちょっと来い、闇やみ照てらしの鬼神！」

　少女は顔を上げると、

「今の私には、ヘンリエッタ・フィールディングって名前があるんだけど」

　文句を言いつつセブンデイのもとに歩み寄った。

「悪い悪い。ヘンリエッタ、少し痛くするぞ」

　セブンデイはテーブルの上からフォングのカッターナイフを拾い、刃はを出して、いきなりヘンリエッタの顔面に切りつけた。

「ヒィ!?」

　思わずフォングは顔を背そむけようとした。

　が、想像とは異なり、ヘンリエッタの顔から噴ふき出したのは血ではなく、塵ちりだった。

　灰色の塵が、ヘンリエッタの傷から勢いよく出た。しかしその勢いはすぐに収まり、塵は傷口に戻もどって、傷そのものもすぐに消える。

「これでわかったでしょ？」

　綺き麗れいに戻った顔に笑えみを浮うかべて、ヘンリエッタは言った。

「おお。……おおお……！」

　今目の前で起きた現象の意味は、フォングの頭脳にゆっくりと染しみこんでいった。そして理解する──自分が目もく撃げきしたのは、悪魔学を大きく転てん換かんさせる奇き跡せきの瞬しゆん間かんだと。

「これを──これを作る力を、私に教えてくれるというのですか！」

　酔よいはどこかに吹ふき飛んだ。熱っぽい瞳ひとみで、フォングはセブンデイを見上げた。

「その通り。こいつだけじゃないさ、僕は既すでにいくつも作品を完成させている。ちなみにこいつは、無形の鬼神という名の作品でね」

　手に持ったステッキをフォングの眼前に晒さらしつつ、セブンデイは目から円盤を取り出した。灰色の円盤が外れると、ステッキは塵と化し、崩くずれて、形を失っていった。悪魔が解放され、虚きよ体たいが崩ほう壊かいしていく過程そのものだった。

　ただし、崩れたのはステッキだけではなかった。それにともない、セブンデイの服もまた塵と化して消えていく。

　完全に消え去った後、セブンデイは靴くつと手て袋ぶくろしか身に着けていなかった。

「ぬあ！」

　男の本能でフォングは目を見はり、その後手で目を覆おおって自分の視線を遮さえぎった。

「気にすることはない」

　セブンデイはどこも隠かくそうとしなかった。服を着ていた時と同様の堂々とした態度で、引き締しまった肢し体たいを惜おしげもなく晒す。

「ま、そういうことだから、僕をここの主あるじとして認めてくれるよな？」

「喜んで、あなたの下もとで働かせて頂きたいと存じます」

　こうもすごいものを見せつけられては、正視できなかった。あらぬ方向に視線を投げながら、フォングは頭を下げる。

「これでよし」セブンデイは頷いた。「これで、鬼き神しんの円盤の最終調整ができるというものさ。第八回の八眼デイアボリツク争覇パーテイがノーコンテストになって、六年の猶ゆう予よができたはいいが、結局八枚全すべてを完成させられなかったからな……」

　手の甲こうを逆の手で撫なでると、円盤同士がぶつかる音がした。手袋は円盤ホルダーで、少数ながら円盤を収めることができるのである。

「ま、さしあたりは居住空間をつくるところから始めようか。ここまで来ておいて、風邪かぜを引いて死んだなんてことになったら目も当てられないしさ」

「風邪を引きたくないのなら、まず服を着ろ」

　至し極ごく当然なツッコミが、フィールディングから入った。

「はいはい」

　セブンデイは答えて、無形の鬼神を再召しよう喚かんした。







　カナティックの探たん偵てい事務所に帰き還かんしたカエデは、ついでにクラヴリーとリデルを招集した上で、一部始終を報告した。

「そうか……サクラちゃんのお兄さんが、チェビアトを殺したのか……」

　相変わらずカナティックはフィッシュヘッドを召喚しているので、その表情をうかがい知ることはできない。が、その声こわ音ねには大きな動どう揺ようの気配があった。

　優やさしい人だ、とカエデは思わずにはいられなかった。テッキ達の身を案じること、まるで彼女らの父親みたいではないか。カナティックはチェビアトと同郷出身であることから、エルバやテッキのことを我が子のように思っているのかもしれない。

「つまるところ、アベル・ブルーダー捜そう索さく任務はシロー・イシザワ捜索任務に名前を変えて、継けい続ぞくということかな」

　横からクラヴリーが口を挟はさんだ。

「追加料金はビタ一文払はらわんぞ」

　先回りしてカエデはクラヴリーを睨にらみつけた。

「それが俺達に対する言葉かよ」

　リデルは呆あきれて両りよう腕うでを広げた。

「ま、今いま更さら依い頼らい拒きよ否ひはしねえがな」

「ふむ。新製品はもう少し先だしな」

　自分のスーツケースを見つめながら、クラヴリーは言った。

「しかし、バルヒーヨの一件もかなりでかいトラブルだったが、今度は別の意味ででかそうだな。手助けしてやりたいのは山々だが、さて、部外者の我々に何ができるのやら」

　カエデは頷うなずいた。今回の件は、エルバ達の過去に端たんを発する問題だ。どこまで首を突つっ込んでいいものやら、クラヴリー達としても迷うところだろう。

「生暖かく見守るのがいいんじゃないですかね。俺達が口を挟んだところで、どうにかなる問題じゃねえですぜ」

「そうかもしれん」

　リデルの言葉を受け、クラヴリーは席を立った。

「何か力になれることがあったら、改めて声をかけてくれ」

「わかった」

　カエデの答えを受けて、クラヴリーとリデルは事務所から去っていった。

「君も休むといい」カナティックがカエデに言った。「今日は疲つかれただろう。何をするにせよ、寝ねて頭をすっきりさせてからの方がいい」

「そうさせていただきます」

　カエデは頭を下げ、自室に引っ込もうとした。

「あー……悪いけど、最後に一つだけ」

　が、カナティックが呼び止めた。

「シロー・イシザワは、短い角の持ち主だったんだね？」

「その通りです」カエデは答えた。「オーベイ人とオーラン人、両方の血を等しく引いているから──なのでしょう」

「そうか……ありがとう」

　言って、カナティックは何事か考え込み始めた。

　カエデは何か声をかけようとした。しかし、沈ちん黙もくしてうなだれるフィッシュヘッドの姿には、他者の声を寄せ付けないオーラがあった。結局カエデは口を閉とざし、黙だまったままに部屋を出た。







　夢を見ていた。

　六年前の、父の死の夢を。

　ルナに看み取とられながら死んでいく父の姿を、ただ見つめることしかできないエルバ。父に近づこうとしても、這はいずろうとしても、近づくことはかなわない。己おのれの無力に怒いかりを覚えるものの、どうすることもできずにいる。

　遠くには、ルナとチェビアトとを冷たく見下ろす仮面の魔ま神じん、ヤミ・ヤタの姿。

　これまで何度も繰くり返し繰り返し見てきた夢だった──が。

　今回の夢は、これまでの夢とはっきり異なる点があった。

「……ルナ……」

　力を無くした視線を、チェビアトはルナに向けた。

「心配しないで」ルナは答えた。「君の最後の望みは、責任をもって叶かなえさせてもらったよ」

　その仕草、その行動はいつもの夢とまったく変わらない。

　けれども、声があった。

　夢うつつの狭はざ間まにあって、エルバの意識は驚おどろきを覚えた。これまで、この夢に声がついていたためしはなかったからだ。

　夢の中のルナは、奇き妙みようなことを言い出した。

「エルバ君の記き憶おくは、消しておいた。さっきのことは、何もかも忘れているはずだ──結果として、色々と記憶に齟そ齬ごが生じるだろうけど、まあ、生活に支障を来きたすほどではないと思う」

「そうか……」

　答えたチェビアトの瞳ひとみに、わずかな満足感が宿った。死に際ぎわの、最後の慰なぐさめとして。

「それでいい……エルバに、あんなつらい記憶を遺のこすわけにはいかない……それが、父親としてできる最さい後ごのことだ……」

　最後の方は、ほとんど聞き取れなかった。

　やがて、チェビアトの瞳から光が失うせた。それに連動して、ルナの虚きよ体たいは静かに散っていった。塵ちりとなって、形を失い、黎れい明めいの空へと消えていく。




「…………!!」

　がば、とエルバは飛び起きた。

「な……」

　顔に手を当てる。すごい量の寝ね汗あせが、手の平を濡ぬらした。

「今のは……!?」

　手を離はなし、周囲を見み渡わたす。エルバは自室のベッドの上にいた。窓から漏もれる光を見ると、日の出寸前の時間帯のようだ。

　呼吸を整え、汗を拭ぬぐい、エルバはさっきの夢について考え込んだ。

　声つきの夢を見るのは、初めてだった。ヤミと出会ったことで、記憶が呼び覚まされたのか──

　──記憶。

　夢の中で、ルナははっきりと語っていた。「エルバ君の記憶は、消しておいた」と。

　あの光景はただの想像ではない。現実にあったことだ、という確信があった。

　つまり──六年前、ルナは実際にエルバの記憶を消した。

　魔神には人の記憶をいじる力があるという。クラエス・ルンホルムはネアの炎ほのおに焼かれて記憶を失った、と言っていた。また、ヤミも人の記憶を読んで自身の姿を作るという力を持っている。

　つい先日、墓地での出来事を思い出す。サクラに母親のことを問われて、エルバは何も答えることができなかった。母のことについて何一つ思い出せなかったからだ。

　エルバを産んで間もなく死んだから、という可能性もある。だが、それだけとは思えなかった。

　ルナが消したという記憶のうちに、母の姿が潜ひそんでいる──そう思えて仕方がなかった。

「なんなんだ」エルバは独り言ごちた。「ルナの奴やつ、俺の記憶を消しただと──？」

　どんなに思い出そうとしても、認にん識しきできるのはただの虚きよ無むのみ。

　途と方ほうに暮れ、窓の外を見る。日の出の時を迎むかえ、東の空からはまばゆいばかりの曙しよ光こうが輝かがやきを放ち始めていた。父の死の際きわと同じ曙光が、部屋を満たしつつある。

　しかし、まぶしい日の光も、エルバの記憶の闇やみにまでは届いていなかった。その全容をぼんやりと浮うかび上がらせるのみ、細部に至るまでを明らかにはできていない。

　ルナに尋たずね、確かめなければならない。

　曙光に目を細めながら、エルバはベッドから抜ぬけ出した。
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『レンズと悪魔　Ⅷ魔神変光』をお届けします。




　二年前にシリーズを始めてから、もうⅧ巻です。我ながらあっという間な感じがしますね。年四冊ペースで出している以上、二年経たてば八冊出るのは当たり前といえば当たり前ですが。

　今後もこのペースを続けるつもりでいます。ペースが乱れるようなイベントが起きる気け配はいは今のところないので。特にプライベートの何もなさときたら泣けてきますわ。小中の同級生らはあらかた結けつ婚こんしているとかいう噂うわさなのに……。




　Ⅶ巻のあとがきで、「バルヒーヨとの一件が幼よう稚ち園えん児じのおゆうぎに思えるような大事件が発生する」と書きましたが、まあそのような内容になっているかと思います。

　あとがきを先に読んでいる方は本編をどうぞ。今回の見どころは、




①あの人とかこの人とかが大復活！　作者から忘れられかけていたあの人（ヒント：マービン）も！

②ホワイトワーウルフが大量発生！

③クラヴリー・ガーディアン、ニートからの脱だつ出しゆつ！




　等々。

　八眼デイアボリツク争覇パーテイも佳か境きように、起承転結でいうと「転」の部分に入って参りました。エルバ達を待つ運命は生か死か？　どうぞお見み逃のがしなきよう。

　あ、あと季節は飛んで秋となっております。水着話とか一切ないッスよ！







　主人公Ｔシャツって、実は実物を見かけたことがあるのですよ。

　去年の盆ぼんに、人に誘さそわれて京都観光に行ってきまして。

　東山沿いを重点的に回って、南なん禅ぜん寺じや銀ぎん閣かく寺じなどを見てきました。関西在住でありながら、案外この辺見たことがなかったので。




　教科書などで見ると、金きん閣かく寺じの美び麗れいさに比くらべて地味さが目立つ銀閣寺ですが、実際に行ってみると、むしろ庭園全体の造形美に強く惹ひかれました。人工的な自然の美というか幽ゆう玄げん的てきというか、とにかく東山文化の代表としてうたわれるだけのことはある、と感心したものです。さすが当時の最高権力者の造つくった庭はひと味違ちがう、と。

　もっともよく考えてみれば、足あし利かが義よし政まさは応おう仁にんの乱後の混乱期にこのようなドえらい金がかかりそうな代しろ物ものを造っていたわけで、それはちょっとどうかしているんじゃないかと言いたくもなりますが。




　その辺はおくとして。

　銀閣寺の庭園を見て回った後、土産みやげ物もの屋に入ったところ、見かけたのです──胸に「主人公」という文字が記しるされたＴシャツを。なんで銀閣寺にこんな物があるのか、と目を疑いましてね。その時は結局そのシャツを買わずに立ち去ってしまったのですが、今では「何故なぜ買わなかったのか」と後こう悔かいしています。いやー、ほんと買っときゃよかった。まあ、あの日は夏真まっ盛さかりでアホみたいに暑かったので、僕が幻げん覚かくを見ただけではないのかという可能性もないではないですが。

　う～ん。また銀閣寺見に行こうかな。ただいま修理中につき銀閣そのものは見られないという話ですが。でもあのＴシャツは欲しい。




　銀閣寺と主人公Ｔシャツの関連性はまったくの謎なぞです。僕の知っている限りでは。ひょっとしたら「主人公」という言葉は仏教由来なのカシラと思ったりもしましたが、比ひ較かく的てきどうでもいい事じ項こうなので調べてません。

　銀閣寺以外の土産物屋にも置いてあったりするんですかね。







　次巻予告を。




　次巻は、この巻で出てきた諸問題の後始末です。

　もっとも、始末しきれない問題があるのはむろんのこと、ある問題の解決は別の問題の発生と表ひよう裏り一体だったりして……いろいろ大変なことになる予定。

　お楽しみに！





六　塚　　光


















カバー・口絵・本文イラスト／カズアキ

カバー・口絵・本文デザイン／中デザイン事務所











レンズと悪あく魔ま




Ⅷ魔ま神じん変へん光こう








六むつ塚づか　光あきら
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